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第一節　双子迷宮への合わせ鏡




　力の国、タウラス民国を抜けたコブラ、ヤマト、キヨ、アステリオスの４人が出発した日から既に１４日の歳月が立っていた。次の目的地であるジェミ共和国らしき建物が遠くに見える。だが、まだまだかかりそうだった。
　川岸にて上半身裸で素振りをするヤマトを後目に、コブラは麻袋の中身を確認する。いくつか軽食用に確保していた果実、使い勝手がいいからオフィックス国にいた頃から愛用している小ナイフ、飲み物を入れるためのひょうたん、変装用のメガネや帽子や羽織、中身が全部あるのを確認する。空っぽになった麻袋を嗅ぐと、酸っぱい匂いがする。
「ほら！　コブラ、早くそれを渡して！」
「へいへーい」
　コブラは辟易としながらその麻袋をアステリオスに渡す。アステリオスはそれを乱暴に奪う。
「服も、早く」
　アステリオスの代わりの布を渡されてそれと今来ている服を着替える。着替え終えて、辺りを見渡すと、キヨも変わりの布を被って素振りをしているヤマトの方を見ながら木の板に筆を走らせている。コブラから見えるのは素振りをしているヤマト、絵を描いているキヨ。そして川岸で洗濯をしているアステリオスだった。
　アステリオスがこの旅の仲間に入って数日が経ったが、大きく変わった所は二つ。一つは、次の国への進行が遅れている所だ。ヤマトの憶測では、１０日も歩けばジェミ共和国につくだろうと考えていた。
　理由は一つ。衣・食に対して口うるさくなったのだ。コブラ、ヤマト、キヨの三人だけの時は三日に一度、キヨが軽く水浴びをしていれば文句はなく、コブラとヤマトはその辺の衛生を気にしなかった。そのことについて、アステリオスが激怒した。
　衣類が臭い、食べ物の管理がどうだとか、アステリオスは繊細な男だった。
　コブラは布が落ちないように身体に巻き付けて括った後、森の方へと出て果物を漁った。
　コブラは食糧調達、キヨは絵画を描き、ヤマトは鍛錬に勤しむ。その全てが、アステリオスの洗濯を待っている暇つぶしなのであった。
　二つ目は、いわゆる家事において彼が力を発揮したことだった。コブラが拾ってきた果実も、アステリオスにかかれば美味しい食事へと変化を遂げる。さらに、前回のような食べ物の争奪戦はなくなった。均等に管理してくれる存在が出来たことは大きい。おかげで彼らはマズイ食事を食べることはなくなった。
　だからなのか、コブラたち三人は、いつもなら後数時間は前に進むであろう時も、早々に歩みを止めて、そこを拠点に食材を集めることが多くなった。この事が災いし、一日に進む距離がガクっと下がってしまった。
「よし、後はゆっくりと干していけばよいや」
「ありがとうね。アステリオス」
　キヨが木板を持ちながら、アステリオスに礼を言った。アステリオスは木の枝を拾って作った物干しと竿に衣類を干していった。
「キヨの方こそ、絵は順調かい？」
「うん。結構絵になるのよねぇ。滝って」
　アステリオスが覗き込むと、滝の前で、ヤマトが素振りしている様子が描かれていた。
　滝の荒々しさと、ヤマトの丁寧にゆっくりした所作をしっかりと表現できている。
「染料を手に入れるの大変じゃない？」
「うん。だから、定期的に集めているんだけど、青ってすぐに無くなっちゃうのよねぇ」
　キヨは再び、筆を青色の塗料に付けて、木板に塗ってゆく。アステリオスはキヨが海辺の絵を描くのが好きなのが大きな原因だと考えた。アステリオスが仲間になってすぐに見せてもらった『アリエス王国』の絵も、噴水の水しぶきのために青と白をふんだんに使っていた。彼女は『水』というものが好きなのかもしれない。
「紙にかけばいいのに」
「あたしがいたところは紙なんてもの元の国から持ってきたもの以外にはないくらい貴重だったのよ」
　キヨは視線を木版から移さずにアステリオスと話す。
「でも、今ならタウラスから僕が持ってきたものもたくさんあるし、ヤマトの報告書用の予備用紙もたくさんあるでしょう？」
「んー、確かに言われてみればそれもあるね……なんでだろ」
　キヨは今の自分達は紙を多く所持していることを思い出してきょとんと首を傾げる。その後、しばらく考えるために「んー」と小さく唸る。
「なんだろう。ずっと昔から木板で描いていたから、そういう発想なかったなぁ」
　アステリオスは、彼女の後ろにある、大量の木板に視線が移る。まだ何も描かれていないもの。荒々しい滝を描いたもの。町の風景を描いたもの。タウラス民国での闘いの様子を描いたものもある。
「非効率でも、気に入ったやり方があるっていうのはいいよね」
「うん。木に描くことで浮き上がる木の荒い跡とか、この画版にするために木を削っている時間も好きなんだと思う」
　照れくさそうに笑うキヨを見て、アステリオスは思わず微笑んでしまった。彼女と一度闘った際に見せた気迫とはまた違う可憐な姿に、自身が闘った『アンチン』でも、普段ヤマトやコブラに悪態をついている少女でもない。この微笑みこそが彼女の本性なのだろうと感じる。
「だったらキヨのためにその木板を簡単に作れる伐採道具でも作ろうかな。僕は。あるいは持ち運びが簡単になりそうな収納箱なんか」
「あぁー、それは助かる」
　キヨは嬉しそうにそう答えるも、今もなお、画版から視線を移さない。少しずつ彩られてゆく絵にアステリオスは思わず夢中で見てしまう。
「よし、後は乾くのを待つのみ！」
　キヨが大きく息を吐き、そっと木板を置いた。
　アステリオスは改めて、描き終えたその絵をまじまじと見る。
　アステリオスは感嘆の声を上げた。料理やカガクには精通しているアステリオスも、こういった芸術にはまるで知識がなく、目で見たものを形に出来るキヨに素直な感心があった。
「いや、何度か見ているけれど、何もない木の板に情景を形作るってすごいよね」
「私からしたら頭の中の絵空事を形に出来ているアステリオスもすごいと思うけど。貴方がいたら、私の集落はもっと助かっていたと思う」
「いやいや、僕は原材料などがないと結局何もできない男だよ。タウラス民国の周辺は鉱物もよく採れたいい立地だったし」
　アステリオスはキヨの後ろの画版たちにまた目線が移る。
「手に取って見てもいい？」
「うん。いいよ」
「ありがと」
　アステリオスは彼女の許可を得て、何枚か物色してみる。一つ、人々が大きな灯りを囲っている絵を手に取る。なんとなく、心が温まる印象を受けた。
「この絵は？」
「あぁ、私の集落の絵。確か、ヤマトとコブラが私の所に来たときのことを思い出しながら描いたやつ」
「へぇー、じゃあキヨも最初からコブラとヤマトの仲間じゃなかったんだ」
「うん。そうなの」
　言われてみれば、アステリオスはその辺りの話をゆっくり聞いたことはなかったなと考えた。アステリオス自身、遠出の旅は初めてで、この１４日間は慣れるために必死だった。コブラたちの衛生観念の矯正と、限られた道具と食材で料理をすることで手いっぱいで、やっとこういった世間話をする余裕が生まれたのだ。
「コブラとヤマトがオフィックスから来ていたのは知っているけれど、キヨはどうして二人についていこうとしたの？」
　アステリオスは興味があった。自分と同じように、任務という形ではなく。彼らについてきたキヨについて知りたかったのだ。
「んー、絵が描きたかったのと、あたしも旅ってのに、興味があってね。まぁ、正直に言えば追い出されたみたいなものだけど」
「えっ！？　追い出された？」
　想像以上に驚いたアステリオスの姿を見て、ヘラヘラと笑いながら、キヨはアステリオスに訂正するように手を何度も横に振る。
「あぁー安心して。そんな暗い話じゃないの。村のみんなが私を送ってくれるためにね。私ね。実は結構いい身分の人間なのよ？」
　ニヤリと笑いながらキヨはアステリオスの方を見た。
「今はこんなに髪もボロボロだけど」
「へぇー。そうだったんだ。村長の娘とか？」
「それどころじゃねぇぞアステリオス」
　二人の会話に、森の方へ出ていたコブラが割り込んでくる。彼は拾った果実を齧っている。本人もニヤニヤとキヨを見ていた。キヨはバツが悪そうに唇を尖らせてコブラを見る。
「おいキヨ~。何もったいぶってんだよ~。仲間に隠し事はよくねぇと思うぜ？　ん？」
　コブラが意地の悪い顔をしながらキヨにじりじりと顔を近づける。キヨは鬱陶しそうに手でコブラの顔を押しのける。その様子を見てアステリオスは戸惑っている。
「ちょっとやめてよ。アステリオスには対等にいて欲しかったのに」
「どういうこと？　コブラ？」
　アステリオスがコブラに対して質問をする。
　しかし、それに答えたのは鍛錬を終えたヤマトだった。
「キヨ様は、我がオフィックスの王だった者の娘だ。キヨ＝オフィックス様であらせられる」
「ちょ！　ヤマトもそういう態度やめてって言っているでしょ？」
　キヨは戸惑ってあたふたとしている。コブラはニヤリと笑い、ヤマトも少し意地悪な顔をしていた。ヤマトもキヨが困るのをわかっていてあえて敬意を払った態度を取っていた。
「キヨが王族？」
「あぁ、まっ。どこの国にも闇はあるってもんだ」
　コブラはそういいながら、また一つ、取ってきた果物を一つ丸かじりにする。
「そうだね。タウラスは民主国だったから王って人がいなかったし、新鮮な気持ちだ。ねぇ」
「ん？　何」
　全てを聞いた後、アステリオスはキヨに対して質問をする。
「キヨはじゃあ王女様だったわけだよね？　戻りたいとかってあるの？　王族に」
　その質問に、キヨはしばらく黙り込んだ。
「んー……どうなんだろ。あたし、集落で狩りとかしていた時が長かったから、王族よりも、伸び伸びと生きていた方が楽しいのかも」
「そうだな。喧嘩祭りにこっそり参加するほどのじゃじゃ馬娘にゃあ王女様は無理だな」
「ちょっとコブラ？」
「いやぁ、事実じゃねぇかよ。あっ。でもやっぱりキレイなドレスは着たいんじゃねぇの？　こないだの――」
　コブラが無邪気な顔で大声で何かを言おうとすると、キヨは木の板を削るためのナイフをコブラに向ける。
「コブラ？　それ以上は……」
「やっべ。逃げろー」
「ちょ！　待ちなさいよ！　だからあれは忘れてって言ってるじゃない！」
　コブラはすぐにその場から逃げ、キヨはそんなコブラを怒りながら追いかけている。
「二人とも楽しそうだなぁ」
「キヨは、小さな集落にいた頃は、王の娘としての責務を全うしようと、あの年で、誰よりも努力をしていたそうなのだ」
「そうなんだ……」
　アステリオスはヤマトの言葉に納得がいく。キヨの年齢は自分よりも少し上の印象。タウラスにいた女性はみな度胸があって、強い人が多いけれど、それでもキヨほどの年齢の子は未熟さがある。しかし、キヨとは、闘ったからこそわかる。女性だからとか、関係のない。あの身のこなしと戦闘能力。タウラスの男たちをも翻弄するあの戦闘技術は、過酷な環境で鍛え続けないと身につかないものだ。
「僕、彼女を見ていると少し恥ずかしいよ。体格に恵まれないからって鍛えることを疎かにしていたんだ。僕も彼女のように強く生きていたら、この小さな身体でも、彼女のように強くなれたかもしれないのに」
「そう自分を卑下するものではない。アステリオスが肉体を鍛えることを諦めたことで生まれた多くのモノもあるだろう？　君はそちらを誇ればよい」
　ヤマトはそういいながらキヨが置きっぱなしにしている画版を漁る。その中に見つけたのはアリエス王国での羊の絵だった。
「よく覚えていたな。キヨのやつ」
　ヤマトはその絵を見て感心したように独り言を呟いた。
「なんなの？　その沢山の羊」
「これはアリエス王国での試練だ」
「試練って？」
「あぁ、君はあまり知らないまま喧嘩祭りに参加していたのか」
　ヤマトはアステリオスの反応に納得した後、自分の麻袋の近くまで行った後、何かを持って、再びアステリオスの元へ戻ってくる。
「あっ、僕がチャンピオンの称号として持っていたやつだ」
「そうだ。この護符を１２枚回収することが私とコブラの任務なんだ」
「それで？　試練って」
「一度、『星巡り』については話したな？」
　アステリオスは頷いた。この旅がなんのためのものか。それはコブラとヤマトが『星巡り』という儀式のために各国を回っていること。そして次の目的地がジェミ共和国なこと。その二点は聞いていたが、言われてみればしっかりと聞いたことはなかったかもしれない。
「星巡りは、各国で行わる『儀式』を踏破した結果と護符の二つを得ることで完了する。君の国、タウラス民国では『力比べ』をすることそのものが儀式だったようだ。つまり――」
「喧嘩祭りは『星巡り』の儀式の一環だったと」
「あぁ。元々は私たちのような儀式の挑戦者が来たときに行うものだったのが、国のお祭りへと変化したものだそうだ」
　アステリオスはその説明を聞いて納得する。だからコブラたちは喧嘩祭りに参加して、アステリオスの前に立ちはだかった。
「じゃあ、ヤマトたちは最初から僕を倒すつもりだったんだね」
「そういうことになる」
「知らず知らずのうちに君たちの試練になっていたわけか」
　アステリオスは思わず笑ってしまう。その小さな身体でヤマトを見上げて首を傾げる。
「僕は手ごわかったかい？」
「あぁ。私もキドウ殿からあの体術を学んでいなければ君には勝てなかったからね。危なかったよ」
「へっへー、『勝てない』と言われるのは、悪い気がしないね」
　照れくさそうにアステリオスは鼻を掻く。
「ねぇ、僕の前にはどんな試練があったの？　その絵と関係あるんだよね？」
　アステリオスは楽しくなってきて、ヤマトが持っていた絵を指さした。
「あぁ、アリエス王国は住民のほとんどが眠っている不思議な国だった。私たちはその国の術に嵌り、夢の中へと閉じ込められる」
「夢の中！？　夢ってあの寝ている時にたまに見る。あれ？」
「あぁ。あの夢だ」
「僕、よくムキムキマッチョになって美人のお姉さんと結婚している夢見るなぁ。いつか実現したい……。その夢の中で何をさせられたの？」
「夢の中で、私たち三人が行った儀式は羊を数えろという奇妙なものだった」
「へぇー、国によって全然違うんだねぇ。ちょっと面白いかも。もっと聞かせてよ。僕が来る前の事」
　アステリオスはヤマトに問い続けた。ヤマトも上機嫌にそれを語ってくれた。追いかけっこをやめたコブラとキヨもその輪に入り、談笑を続けた。コブラはオフィックスで盗人をやっていた頃のこともなぜか上機嫌に話し始めた。国の偉い方も知らない住民たちだけがこっそり食べ物を貯蔵している蔵に入っただの。住民同士の色恋沙汰のために情報集めで金を稼いでいたことがあるだの。オフィックスで知る人ぞ知る名店があっただの。これはヤマトとキヨも聞いてこなかった話なので、興味津々に耳を傾けた。
　一通り盛り上がった後には、干した衣類は乾き、アステリオスの用意した食事にありつき、まもなく辿りつくジェミ共和国を夢想して眠りについた。

　目を覚ますと、大きなベッドの上だった。この段階で、キヨは夢を見ているのだと自覚した。
　ベッドから降りると、大きな扉からノックの音が響く。扉がここまで大きく見えるのは自分自身の身体が小さいからだろう。
「姫様。お目覚めになられましたか？」
「おはよう。イザベラ。今日もいい天気ね」
　自分でも不思議なほど、自然と扉から出てきた女性の名前を呼んだ。イザベラはキヨに近づき、着替えを手伝う。
「もう！　一人でお着替えぐらいできるわ！」
「そうは言っても姫様。これも私の仕事ですので」
「もう！　いつまでも子ども扱いしないでほしいわ！」
「姫様。まだ４歳ではありませんか」
「今日はどこへ行こうかしら！」
「ですから姫様、城内といえどもあまり勝手に動かれては」
「いいじゃない！　ねっ！　イザベラがついていればお母さまもお怒りにはならないわ！」
　キヨはそういって、勢いよく扉をあけて外へ出る。イザベラの方を見ていたので、扉の先など見ていない。
「きゃ」
　小さな身体のキヨは、扉を開けて外に出てすぐに大きな人とぶつかった。まだ幼いキヨはぶつかった拍子に尻もちをついて倒れる。
「大丈夫ですかな。キヨ姫よ」
　ぶつかった男はそっと彼女に手を差し伸べた。リザベラは男を見て申し訳なさそうに何度も何度も頭を下げている。
「……ミッドガルド！」
　キヨは目の前の髭面の男をじっと睨みつけて頬を膨らませて、差し伸べられた手を取らず、自分で立ち上がる。
「おやおや、キヨ姫は私のことを覚えてくださっているのですか。私の娘も貴方様と同じような齢ですが、いまだに私のことを『パーパ』としか呼ばぬ。流石は王の血筋であると感じますな」
「あの、ミッドガルド様。本日はどのようなご用件で？」
　微笑むミッドガルドを見つめ、少々不安そうに問い詰めるイザベラ。
「なに、王へ少々お伝えしなければならぬことがありましてな。先日、国壁計画のための土地視察の際に、生き倒れていた少年がいたので、その報告に」
「王は、国壁計画に対してあまり良い印象を抱いておりませんよ。ミッドガルド様。そのように勝手に話を進められては」
「イザベラ殿。貴方様の権威も重々承知しております。しかし、国政は私の役割。余り権威を振り回されない方が良いかと」
「わたくしはそのようなつもりは」
　イザベラとミッドガルドが話している間に、機嫌が悪くなったキヨはそそくさと走っていった。
「あっ！　こらキヨ様」
「では、私はこれで」
　ミッドガルドは、イザベラに一礼をして、そのまま王室まで歩いてゆくイザベラは彼の態度に少々の心配がある表情をしながらも、一人走ってゆくキヨを追いかけるしかなかった。
　キヨは毎日が楽しかった。城の中にいる鳥や虫を観察して、毎日のように本を読んで、それで見つけたものをイザベラや、母や父に話した。
　城下は危ないので連れていってはもらえなかった。野蛮な者がいて、風のように様々なものを盗んでゆくらしい。いつの間にか物がなくなってゆくことから町の者達の中にはこの町に住む怪物だと勘ぐっているものもいる。
「ねぇ、イザベラ」
「なんでしょう。姫様」
　城内にある花畑で花の香りに包まれながら、キヨはイザベラににこやかに話しかけた。
「城下にいるという物の怪は一体どのようなものなのでしょうか。私、お友達になりたいわ」
「またお嬢様は稀有なことを。いいですか？　怪物とはとっても怖いものなのですよ？」
「でも、ヘラクロスはそんな怪物とも友だちになったわ！　私もなれると思うの！　お友達に！　だから城下へ連れていってくださらない？」
「ダメです。その怪物の正体も姫様が知らない以上、どんな危険があるかわかりません。王もそれを許すことはありません」
「もう！　イザベラったら真面目ね。でしたら先ほどあの髭親父がおっしゃっていた他所の土地から来られた者はどうでしょう？　わたくし是非お友達になりたいです」
「髭親父とは……ミッドガルド様のことでしょうか？　姫様、そのような蔑称を使うのはいかがなものかと……」
「ミッドガルドと分かったということはイザベラも思っているのね。ふふふ」
「……姫様はなんとも意地の悪い女性に育つ素養をお持ちのようで……」
　はぁー。と溜息を吐くイザベラを見て、にへへーっとキヨは笑った。その先で何か騒音が聞こえてくる。
「姫様！　ここにいましたか！」
　慌てて細身の男がキヨの元へ走ってきた。イザベラは何事かと男に問い詰める。
「イザベラ様！　謀反です！」
　細身の男の言葉を聞き、イザベラは城と、キヨと、細身の男の方をキョロキョロと目を配る。
「何っ！？　貴方に姫様を任せます。私は王の元へ」
「ですが……」
「緊急時の通路を使ってください。詳細は？」「それが、情報が錯綜しており……。騎士の一人が惨殺されており――。他の者が王の方へと向かっております」
「……大体検討はつきます。あの髭親父！」
　イザベラが舌打ちをして、城の方を睨みつける。キヨは初めてみるイザベラの殺気だった表情に少々怯えてしまい、細身の男性にしがみつく。
「では、姫様をお任せします」
「はい。では、姫様こちらへ」
「イザベラ！　どこいくの！」
「すみません。お嬢様。すぐに終わらせますので」
　その後、イザベラは背中を向けて城に向かって走っていった。キヨは細身の男に抱かれてどこかへ連れていかれた。
　ここまでがイザベラとの最後の思い出。細身の男に連れられて、国外の小さな小屋に移動した。その後、何人かがその場所にたどり着いた。そこには父の姿も、母の姿も、リザベラの姿もなかった。戻ろうにも、国はもう国壁計画をはじめ、壁が出来ており、まだ建設中のところには兵士たちがたくさん残っており、非力なキヨ達にはどうすることもできなかった。自給自足をしつつ、集落を形成しながら生きてゆくしかなかった。

　目を覚ますと、良い香りがした。辺りを見ると、アステリオスが魚を焼いている匂いだった。
「おはようキヨ。今日はいい岩塩を手に入れたから美味しい焼き魚だよー」
　アステリオスははしゃぎながら串に刺さった魚をキヨに差し出す。キヨは目をこすってアステリオスの方に向かった後、それを食べようとした。しかし、まだ寝起きのほわほわとした気持ちが残っていたので「ごめん。ちょっと顏洗ってくる」と川に行って、冷たい水で顔を洗う
「スッキリした。いただきます。あれ？　二人は？」
　ヤマトとコブラはもう飯を食べたのか、辺りにはいなかった。
「コブラとヤマトには山菜や果物を取りに行ってもらっている。キヨの支度が終わったらもっかい歩くよ。今日中にはジェミ共和国につきそうだって」
　アステリオスはそう言うと、遠くの方を見つめる。キヨも同じ方向を見つめると、もう国のお城らしいものが見えていた。キヨは焼き魚の香ばしい香りを嗅いで腹が鳴ったので、それを勢いよくカッ喰らう。
「いい食べっぷりだ。作った方も気分がいいね」
　アステリオスがニコニコしながら、干した魚などを自身が持ってきた冷却袋に詰めて、出発の準備をしていた。
　あまりの美味しさに食べ終えるのはあっという間だった。アステリオスが用意してくれたおかわりの分も含めてすぐにペロリとたいらげた。
　キヨも、身支度を始める。昨日描いた絵がもう十分に乾いていた。色が剥がれている場所がないか確認して、十分な出来になっているのを見て、彼女は木板の左端を小刀で小さく掘ってマークを作る。
「そのマークって、なんなの？」
「ん？　あたしが描きましたぁーってマーク。これをつけて、この絵は完成なの」
「へぇー。さて、後はあの二人が帰ってくるのを待つだけだね」
　アステリオスはそう言った後、もう一度身支度の確認を始めた。そしてコブラとヤマトが持ってきた食材を冷却袋に入れて、４人はまもなく到着するジェミ共和国へと向かい始めた。
　ジェミ共和国を目指し、歩みを進める四人。
　コブラは途中で拾った固くて大きな葉で自分を仰ぐ。こうすると心地の良い風が来るのだ。
　心地よい風を受けながらコブラはカッカッカと陽気に笑う。
「いやぁ、愉快愉快」
「はぁ、まったくコブラは」
「あんたも懲りないわよねぇ」
「バカ言え、ただの旅でも少しは楽しさを見出そうとしてやってんだろ？　なぁ！　アステリオス」
　コブラは四人の中で一番後ろにいるアステリオスに話しかける。彼は大きな荷物を背負って、少し息が切らしながら、三人についていっていた。
　国も近いことだし。とコブラがゲームを持ちかけた。ヤマトとキヨは彼の思惑が簡単に想像できたので、そもそも参加を断ったが、旅をしてまだ数週間のアステリオスは面白半分でこの勝負に乗ってしまった。
　ゲームの内容は銅貨を一枚裏と表を決めて、上に投げて、キャッチした時に裏か表かを当てるものだった。
　二人しかいないこともあり、アステリオスとコブラの対決のルールはコインが表か裏か、コブラが当てることが出来たら勝ち。というものだった。アステリオスは簡単にこれを承諾。ヤマトとキヨは嫌な予感がしたが、はっきりイカサマを見抜けず、これをスルー。
　結果。コブラがコインを当て、コブラの荷物は全てアステリオスが背負ってゆくこととなったのだった。
「まぁ、いい筋トレになるよ……」
「アステリオス。無理をするな。私も手伝おうか？」
「いいよいいよ。ヤマト。僕が乗って、僕が負けたんだ。タウラスの男は勝負事での約束を反故にはしないからね」
　重たそうにぜいぜい言いながら、歩くアステリオス。キヨとヤマトは、彼を心配して同じ速度で歩いてゆく。
　コブラはそんなアステリオスを見て、豪快な笑みを浮かべながら、先へ先へと歩いていく。次第に三人との距離は離れていき、ついには互いの姿が見えなくなった。
「まったくあいつは」
　ヤマトは呆れたように溜息を吐く。
「一人で先々行って平気かなぁ」
「あいつならクマが来ても逃げ切れるわよ」
「盗賊から逆に奪ったりしていないといいが」
「ははは。ありえる」
　ヤマトとキヨは話し始めたら止まらないくらいコブラの悪口を言っている。しかし、その表情はどこか明るかった。
「二人ともコブラと仲いいんだね」
「あたしは好きだけどねぇ。生意気だけど」
「私はもう少し厳格な男であってほしいとは思うがね」
「それよりアステリオス。コブラも見てないし、荷物持つの手伝おうか？」
「いいよいいよ。どうせもう少しでジェミ共和国だ」
　キヨの誘いを断って、アステリオスはさらに頑張って歩く。
「おーい！　お前ら早くこいよー！」
　遠くからコブラが三人を呼んでいる。三人はすぐにコブラが呼ぶ意図を理解した。
　ここからでも見える。ジェミ共和国の国壁。
　アステリオスは必死に歩く速度を速める。ヤマトとキヨもそんな彼に合わせながらも早足で歩いた。
「遅いぞ。お前ら！」
　やっとコブラの姿を捕らえたとき、彼の横に小さな少年が二人いるのを確認した。
「ここが、ジェミ共和国か」
　ヤマトはようやく辿りついた目的地の存在に安堵の息が漏れた。キヨもその壁に呆然と見つめていた。アステリオスはコブラの荷物を降ろして息を荒げていた。
「よし、全員揃ったな。これが俺たち４人だ」
　コブラは目の前の少年二人にそう話しかける。二人の少年はケラケラと笑った。
「君たちが新しい入国者だね」
「よーろーしーくー」
　顏がまったく同じの二人を見て、ヤマトは戸惑った。何か幻覚でも見ているのではないかと思い、言葉が出ない。
「貴方たち、もしかして双子？」
　キヨがヤマトの代わりに言葉を紡いだ。
「うん。」
「そーだよー。僕の名前はカストル」
「僕はポルックスだ。よろしく」
　ポルックスの方がキヨに向かって手を差し伸べるので、キヨはそれに答えて握手をする。
「キヨ。双子とはなんだ？」
　ヤマトは聞き慣れぬ言葉に首を傾げた。
「嫌だねぇ。貴族様は。国守る癖に世間知らずと来た」
　コブラがわざとらしくヤマトを嘲笑する。ヤマトはそんなコブラを睨みつける。
「稀にあるのよ。一人の女性の腹から同時に二人の赤ちゃんが生まれることが。そういった子の容姿が似ることもあるの。あたしの集落にもいたわ」
「俺もオフィックスの頃に見たぜ」
　ヤマトはコブラとキヨを見て、無知な自分を自覚する。
　彼はすぐに背の小さい二人と同じ目線になるためにしゃがむ。
「見慣れぬ故に稀有なものを見るような視線を送り、申し訳ない。許してもらえぬだろうか」
「いーいーよー」
「はい。ここに入国する方々はみな似たような反応をするので、お気になさらず」
「なぁ、そんなことよりも早く入ろうぜ」
「そうね。私も早く中に入りたい」
「僕も、早く……入りたい」
　ヤマトを除く３人はウズウズとした様子でヤマトを見つめた。ヤマトはカバンから入国許可証を取り出す。カストルがそれを確認して大きく頷く。
「君たち『星巡り』でここに来たんだねー」
「えぇ、ですので、占い師の方の居場所などもお聞きできたらいいのですか」
「その必要はないよ。この国の占い師、僕たちだし。ね？　カストル」
「うん。ポルックス」
　二人が笑う姿を見て、コブラがほぉーと声を漏らす。
「僕たち、ポルックスとカストルは、占い師兼、入国審査官なのさ。この国に入る人を案内することが仕事なのさ」
「じゃあ、儀式の内容もここで教えてもらおうか」
　コブラがヤマトと双子の間に割って入って睨みつける。
「それはできない。教えることができるのは、この国に入った瞬間。儀式が始まるということかな。じゃあ、案内するよ」
「こっちー」
　カストルとポルックスはそう言ってついてくるように促して先へと歩いている。４人はそれについてゆく。
　コブラはさっきのポルックスの言葉についてじっと考えながら歩く。
「考え事か？」
　ヤマトがコブラの横に移動して耳打ちをする。
「あぁ。さっきのガキの言葉、どう思う？」
「恐らく、アリエス王国と同じく、占いと国の在り方が密接につながっているのだろう」
「入った国に従えたらクリアってか。郷にいらずんば郷に従えってやつだな」
「ヘラクロスの冒険でヘラクロスが言っていた言葉だな」
「おっ、ヤマトも読んでいたのか」
「まぁ、一応な」
　コブラは、自分の憎き男も、共通の書物を愛していると知り、心が躍ったが、当のヤマトの表情があまり明るいものではなく、不審に思い、それ以上話すことが出来なかった。
「皆さーん！　到着しましたよー」
　カストルの恍けた声と共に皆が足を止める。
　目の前には小さな扉が一つあるだけだった。
「この扉が入り口か？　随分小さいな」
「なるべく動物を入れないようにしてあるのです。　この扉の大きさから、一人ずつしか通れません」
「中はちょっとした通路になっていてねぇ。そこを通り切ったら国の中さ。誰から通りますー？」
　二人が扉の横に立ち、４人を見つめる。
「俺が最初だな！」
　コブラは辛抱ならない様子で、小走りですぐに扉の中へと入っていった。
「あぁー！　狡い！　次！　次僕！」
　扉を閉めたコブラを見て、怒鳴るアステリオスが残ったヤマトとキヨに対して言い放つ。
「わかったわかった。次はアステリオスでいい」
「じゃあ、行ってくるね」
　アステリオスは扉を開いて入ってゆく。
　入っていった二人の声は聞こえない。
「まったく、警戒心のないのか、あの二人には」
「そういってヤマトもウズウズしている癖に」
　ヤマトは図星だったのか。悔しそうな顔をしている。その表情を見て、キヨはクスクスと笑う。
「ああいう扉を見ると、入ってみたくならないか？　少年の頃、スタージュン夫人の部屋に色々な化粧品や、宝石が置かれているらしいと知って、入りたいが、養子である私にそのような無礼をする資格はない。と我慢したものだ」
「だったら今回は譲ってあげる」
「良いのか？」
「えぇ、私は大人なので」
「自分で大人っていう奴は大人ではないと思うが？」
「うるさい」
「では、お言葉に甘えさせてもらおう。すぐに合流しよう」
　ヤマトは少し微笑みながら扉の中へと入っていった。
「男の子ってこういう時、すぐはしゃぐなぁ」
「そういうお姉さんもはしゃぎたいんじゃないの？」
「そうね。こういうのに男も女もないわね」
「じゃあ、早く行こうよー」
　カストルとポルックスはキヨを誘う。キヨはそんな彼らに相槌を打ちながらじっと扉を見つめる。重厚な壁に貼り付けられている、木製のシックな扉。その光景と、国の入り口という意味合いが持つ風情を、キヨは楽しんでいた。その光景は心に刻んで、次の絵にしようと感じていた。正直に言えばもうここに腰を落ち着けて書き始めたいのだが、そうはいかない。中にコブラたちが待っている。自分は扉を通らなければならない。
　目で見た扉の光景を焼き付けるように、強くまばたきをした後、扉に向かう。
「では、お姉さんも楽しんでね♪」
「この国はー、とっても楽しい国だからー」
「「それでは、いってらっしゃい」」
　二人の声を遮るようにキヨは扉を閉めた。

　扉の中に入ってキヨは戸惑った。
「これ？　鏡？」
　壁一面全てが鏡、右も左も、鏡。ここまで大量の鏡を用意することも難しいはずなのに、この通路の壁という壁が鏡で構成されている。
　壁を見れば、無数の自分が映っている。それだけで戸惑い、足を止めてしまう
「何体も何体も自分の顔があるっていうのは、あんまりいい気しないわね」
　キヨがキョロキョロと自分を見てまわりながら歩みを進める。
　自分の正面に自分がいる。これは行き止まりの道らしい。だが、右には通路がある。ここが曲がり角であることがわかった。そのまま歩みを進める。
「どうやら迷路になっているわけね」
　キヨの動きに合わせて均等に動き回る。鏡の中の自分たち。
「ふふふっ」
　誰かの声がして、キヨは振り返る。鏡の中のキヨも一斉に振り返る。女性のような高い声。コブラでも、ヤマトでも、アステリオスでもない声。
「誰か……他にもいるの？」
　誰も返事をしない。キヨの視界の端に靡くスカートが見えて、それを目で追う。しかし、見失う。映るのは自分と同じ動きしかしない無数の自分だけである。
　何度も動きまわり、動いている自分を見ていると気分がおかしくなりそうになり、探すのをやめて、鏡の壁に手をついてなぞりながら歩いてゆく。こうすれば、迷路はいずれ出口にたどり着く。とヘラクロスの冒険で、読んだことがあった。
「あはは」
　また声がする。確実に誰かいる。この鏡の中で、誰かがいる。
　何度も振り返り、同じ動きをする鏡の中で、遠くに映る自分の一人が、自分をじっと見つめている気がした。
　しかし、キヨはそれが信じられなかった。
その自分を見つめている自分は、ドレスを身につけていたのだ。
「どういうこと？……いたっ」
　一瞬見えたドレスを身につけた自分はすぐに消えてなくなった。そして自分が頭をぶつけたものを見ると、それは扉だった。
　どうやら出口までたどり着いたようだった。
「なんだったの。さっきの」
　鏡合わせの場所で頭がおかしくなってみた幻覚だろうか。それとも、あの双子が何かしたのだろうか。キヨはその正体もわからぬまま。仕方なく扉を開く。扉の外から光が注がれ、キヨはジェミ共和国へと足を踏み入れた。








第二節　人斬りと十手の騎士




　扉を開けたヤマトは辺りを見渡した。カストルと、ポルックスはこの国に入った瞬間に儀式が始まると言っていた。ヤマトにはその意味を探る必要があった。
　しかし、町を見る限り、そのような不思議な町ではない。
　アリエス王国のように国民全員が眠っているわけでもない。
　タウラス民国のように国民一人一人が屈強な男という印象もない。
　皆が平凡であり、皆が平和であり、オフィックスとなんの違いもない一般的な国の形を成している。
「それにしても、アステリオスも、コブラもどこへ行ったんだ。なぜ勝手に動くのか……」
　ヤマトは思い出したように溜息を吐く。この出口を出た時、既にコブラもアステリオスも姿を消していた。ヤマトは今、こうしてキヨが出てくるのを待っている最中なのである。
「しかし、嫌なものを見たものだ」
　ヤマトは思わず声に出して先ほどみた光景を思い出す。
　あわせ鏡で自分の姿を映され、恐る恐る渡ってゆく。他に誰かがいそうな怪しい雰囲気、コブラの悪戯かと思ったが、そうではなかった。何よりも、記憶から消したい自身の姿を捕らえた時には悪い夢を見ているのではないかと溜息が出たものだ。
「キヨ、遅いな」
　かれこれ数分は待っている。しかし、キヨは姿を見せない。
「もしや、出口は複数あるのか？」
　ヤマトは考えた。入り口が一つで、出口が一つしかないとは言っていない。
「そうなると……待ち損か」
　ヤマトは次にどうしようか考えた。その間も扉からキヨが出てくることはない。
「各々動いて、全員を見つけるしかないようだな」
　ヤマトは移動を始める。歩いている一般人に声をかけて、なるべくこの国についての情報を集めないといけないと察した。
「すみません。私旅の者なのですが」
　ヤマトは丁寧な口調でこの国の住人であろう婦人に声をかける。
「はい。どうなさいました？」
「このジェミ共和国について、何も知らない故、教えていただきたいのですが……」
　ヤマトの言葉を聞いて、婦人は首をきょとんと傾けた。ヤマトが不思議なことを口走っていると思っているのだ。
「共和国？　ここは王政の国ですよ？ジェミ王国。現在は王女がこの国を統治してくださっています」
「なんですって？」
　ヤマトは驚いた。自分たちの情報が間違っていたのだろうか。否、ここに入る前、カストルとポルックスは確かにジェミ共和国と答えていた。
　だとしたらどういうことか。
「ありがとうございます。その女王の場所などはわかりますか？」
「え、えぇ。あそこにあります城にお住まいですが、もしや他国の遣いの者でしょうか」
「えぇ、そのようなものです。ありがとうございます」
　ヤマトが一礼をすると、婦人はじっとヤマトの腰に携えている剣を見つめる。
「どうかなさいましたか？」
　ヤマトは婦人に訊ねる。婦人はまだ彼の剣を見つめる。
「いえ、この辺り、最近人斬りが出ると聞いたので、そのように剣を携えている方は心配した方がよろしいかと。なんでも町の力自慢は皆斬られてしまっているとか。貴方も強そうでしたので、一応お伝えした方がいいかと思いまして」
　彼女が言うには、この国に辻斬りが現れるというのだった。ヤマトは彼女が親切だけで言っているのではなく、単純にヤマトが持っている剣に恐怖していることも理解した。
「ありがとうございます。申し訳ございません。確かに、この平和な町で旅客にこのようなものを持って歩かれては恐ろしいでしょう。その人斬りと勘違いする輩も多いかもしれません。ご忠告ありがとうございます」
「い、いえ。私はそのようなつもりでお伝えしたわけではなく」
「わかっております。もちろん、私本人もその人斬りとやらに襲われぬように、気をつけます。そうだ。宿なども教えていただけないでしょうか？」
「宿でしたら、ここから西に歩いた少し先にございますよ」
「ありがとうございます。それでは」
　ヤマトは一礼して、その宿へと向かう。まずは皆が休める場所を確保することだとヤマトは判断した。アステリオスも同じ思考で動きそうだが、彼なら手持ちにそこまで金を所持していない。全員が泊まれるほどの金を持っているのはヤマトのみと考えると、きっと彼はヤマトが選んだ宿を探すだろう。ならば、一つ宿を取ればいずれは出会うと踏んだのだ。
　ヤマトは宿に泊まり、荷物を最低限にして、町へと出た。大きな剣を持っていては先ほどの婦人のように怯えさせてしまうと考え、護身用の短剣のみを懐に隠し、後は少しの金銭を持って、王女がいるという城に向かって歩き始める。
　見慣れぬ町。というのはそれだけで心が躍るものだ。辺りを見渡しながら歩いてゆく。食料水準はオフィックスよりも上かもしれないとヤマトは見回りながら感じる。よほど食料を作るものたちが多いのだろうか。野菜も果物も、充実している。何よりも、みなが安定して働いているように見える。この国には人手不足というものが存在しない印象を受けた。
　ヤマトは小さな小道を見つける。建物と建物の間の通路。コブラならこういった所から国の特徴を見つけてゆくだろうと考えた。ならば小道を通ってゆけばコブラと鉢合わせるのではないか。とヤマトの脳内に答えが出る。
　ヤマトはその近くにあった果物を購入して、小道へと入ってゆく。
　コブラのような裏道を渡る生活をあまりしてこなかったヤマトだが、歩いている今は、コブラのことを蔑むことができぬなと笑みが出る。
　小道、裏道、人の多い通路から少し離れただけでこの静けさと暗さ、まるで別世界のようで少し心が躍った。買った果物を大きく丸かじりする。
「おい」
　後ろから声がする。背中に何か小さなものをこつんと当てられている。固い。金属だろうか。
「なんでしょうか」
　ヤマトは警戒するために振り返らずに言葉を発する。こういった状況で迂闊に動けば、相手に何をされるかわかったものではない。
「答えろ。ここで何をしていた」
「少し小道を散歩していたのです。旅のものですので」
　ヤマトはなんとか距離を取る方法を考える。この金属がなんなのか。針のような刃物ならば、答えを間違えるだけで殺される可能性すらある。
「顔を見せろ」
　ヤマトはそういわれてゆっくりと振り返る。
　ヤマトは驚いた。目の前にいるのは間違いなくコブラなのだ。入る前とは違う恰好をしているが、声も、顔も、全てがコブラと同じであった。
「コブラ。何をしている。私へのいやがらせのつもりか？」
「あぁ？　何を言っているんだ貴様。それに貴様の顏……とぼけてんじゃねえよ。この殺人鬼が」
「はぁ？」
　ヤマトはコブラに突然言われた意味のわからない言葉に思わず声が漏れた。
　その瞬間。コブラは手に持っていた金属の棒をヤマトに振り下ろそうとしていた。ヤマトはコブラの殺気に気づいてすぐに後退する。
「どうしたコブラ！　悪戯にしてはやりすぎだぞ！」
「何言ってやがる！　てめえ！」
　コブラはヤマトに襲いかかる。ヤマトはそれから必死に逃れる。ヤマトは状況を理解できなかった。
「コブラ！　本当にどうしたんだ！」
「貴様を捕まえて、王女に裁いてもらうぜ！」
　ヤマトとコブラの会話はかみ合わない。ヤマトはコブラがおかしくなってしまったと判断した。手に持っていたかじりかけの果物をコブラに投げつける。コブラはその不思議な形をした金属の棒で果物を払う。しかし、果物が砕けた果汁がコブラの目に入り、染みてしまい、コブラは目をこする。その隙を見て、ヤマトは裏道を駆けてゆく。
「貴様！　逃げるな！」
　コブラの怒声が向こうから響く。
　ヤマトは必死に状況を整理する。
　あの不思議な恰好をしたコブラはヤマトのことを殺人鬼だと勘違いしている。そこまではわかった。だが、コブラが殺人鬼を捕まえようとしている理由がわからない。そしてコブラが自分のことを完全に忘れていることも疑問である。
「わかることは……あいつはどうやら本気で私を捕まえようとしている。ということだけか……」
　ヤマトは、コブラが発している殺気を感じ取った。憎しみにも似た感情。普段の悪戯を仕掛けてくるコブラでも決して発しない殺気。コブラが本気でヤマトを襲おうとしていることは一目瞭然であった。
「休憩してんじゃねぇぞ殺人鬼！」
　ヤマトはすぐにしゃがんだ。いつの間にか近くに来ていたコブラの金属の棒がヤマトの頭部があった地点を通過する。
　ヤマトは戦闘態勢を取り、コブラを見つめる。
　もう一度よく観察する。コブラは整った身なりをしている。ありえない。顏が似ているだけの別人だろうかとヤマトは考えた。
　だが、先ほど目の前の男はコブラと呼ばれた際に反応した。
「おい、いつも持っているあのほっそい剣はどうした？」
　コブラはヤマトに対して問い詰める。もちろんそのような細い剣にヤマトは覚えがない。
「ま、武器を持ってねえほうが好都合だがな」
　ヤマトはコブラに捕まるわけには行かなかった。罪人として王女に会うなどあってはならない。儀式を執り行うことすら難しくなる。そうなれば『星巡り』を達成することも叶わない。
「済まない。コブラ。どうしてこのようなことになっているのかわからないが、私は捕まるわけには行かない！」
「やっとやる気になったか！」
　そう叫んだ瞬間コブラは高くジャンプする。人間離れした身体能力。やはり奴はコブラだ。建物の壁と壁を飛び移り、どこから攻撃するか予想されないように縦横無尽に動くコブラ。
　ヤマトは目で追うのがやっとだった。
　コブラはヤマトの後ろに回り込み、その金属の棒でヤマトの背中を叩く。ヤマトは悲痛の叫びをぐっと我慢して、その金属の棒を持っている腕を掴み、思いっきりコブラを投げて、床に叩きつける。タウラス民国で見せた背負い投げ。これで背中を思いっきり痛めたはずだとヤマトは思ったが、コブラはすぐに足でヤマトの足を払ってヤマトを倒す。ヤマトはこのままマウントを取られて身動きが取れなくなることを恐れて、膝で思いっきりコブラの股間に蹴りを入れる。
　コブラは悲痛の叫びをあげて、その場でうずくまった。ヤマトはその場からすぐに逃げる。
　右に、左に、裏路地を曲がって外へ出る。一気に景色が明るくなる。後ろを見る。まだコブラが追ってこない。
　目、背中、股間を痛みつけたのだ。しばらくはまともに追いかけてこれないはずだ。
「俺を舐めるなよ……」
　突然上空から人が飛びついてくる。あまりに唐突のことだったので、そのままヤマトはマウントを取られて身動きが取れない状態になっている。
「き、貴様」
「この町を熟知している俺から逃げきれると思うなよ！」
　ヤマトはコブラに馬乗りにされていた。辺りから歓声が聞こえる。どうやら住民たちがヤマトを捕まえたコブラを見て拍手を送っているようだ。
「流石は騎士団長様だ！」
「そいつは何をやったんだい！」
「今日もカッコイイ！」
　戸惑っているヤマトと、騒いでいる民衆を他所にコブラは仲間を呼ぶために警笛を鳴らす。
「待て！　コブラ……お前……騎士団長だと！？」
　ヤマトの困惑の声にもコブラは対応せず、彼の仲間たちが駆けつけ、ヤマトは多くの騎士団に取り押さえられ、捕らえられてしまった。
　腕に手錠をかけられ、口も布で取り押さえられ、箱のようなものに押し込められ、運ばれる。ヤマトは目も布で覆われて何も見えなくなってしまった。


　宿屋を転々としていたアステリオスはやっと腰を落ち着かせることが出来た。彼は町に入って最初に行ったことは、宿屋にヤマトが泊まった場所を探すことだった。
　この町にある料理などにありつきたかったのだが、どうしても金銭はヤマトが管理している。小遣い程度の金は所有しているが、それでは食べることができるものが限定されてしまう。真面目なヤマトのことだ。すぐに拠点を確保するとアステリオスは判断した。
　彼は片っ端から宿屋を巡り「ヤマト」の名で泊まっている者がいないかを聞き続け、ようやく。彼が泊まったであろう部屋にたどり着いた。代金はきっちり四人分払っていたらしく、スムーズに入ることが出来た。
　ヤマト本人の姿は見えない。外がざわつきはじめた。アステリオスは窓を開ける。
「誰か捕まったのか？」
「あぁ、また騎士団長様がやってくれたそうだ」
「彼こそ、我がジェミ王国の守護神だな」
　アステリオスは困惑した。ジェミ王国？　ここはジェミ共和国じゃなかっただろうか。
　アステリオスはメモを手に取り【『騎士団長』と『ジェミ王国→ジェミ共和国ではなかったのか？』と記載しておく。
　この町の情報はいち早く確保しておかないといけない。
　アステリオスはさらに窓から外を覗いて、住民たちの会話に耳を傾ける。
「しかしあれだな。騎士団長様にはあいつもどうにかしてほしいねぇ」
　一人の男が思い出したように溜息を吐いて答える。
「また被害が出たらしいな《辻斬り》」
「あぁ、細い奇妙な剣で通りかかった者をめった刺し！　騎士団の一人がやられたらしい」
「なんでそんな情報知ってんだよ」
「騎士団二人いたんだよ。片方は情報を騎士団長様たちに伝えるために逃げた。そっからだよ」
「おっかないねぇ。騎士団さんも切り捨てちまうのかい？」
「あぁ、逆に言えば、騎士団ばかりらしいけどな」
「そうなのか？」
「あぁ、そこが殺人鬼と辻斬りの違いよ。奴はどうやら騎士団を狙って襲っているらしい」
　アステリオスは盗み聞きをしながらメモを取る。『辻斬り』と記載。
「まぁ、お互い大丈夫だと思いたいが、気をつけようぜ。俺、店戻るわ」
「あぁ、俺も仕事終わったらそっち食いにいくよ」
「毎度ありー」
　その会話を最後に男二人はどこかへと行ってしまった。
　アステリオスはお喋りな方の男が食事を売っていることを知る。彼の情報通な理由は、その店に訪れるものたちのおかげだろう。
　アステリオスは部屋にある自分の荷物を見つめる。
「よし、僕は僕なりの方法へみんなを探すか」
　その後アステリオスは宿屋の主人の元へ行く。
　主人に聞いたのだ。この町での屋台をする際に注意すべきことなどを――。


　アステリオスは大きな広場に運よく陣取り、自分の荷物を広げた。爆ぜもろこしを作る際に使うカラクリとその材料だ。機械を正しく設置した後、スイッチを押す。カラクリが稼働して、熱を帯びるまでしばらく待つ。
　その間に乾燥させたトウモロコシを準備、バターの状態も大丈夫かを確認。岩塩を砕いて粉状にしてゆく。
　その様子を奇妙がって小さな子どもがアステリオスに近づく。
　アステリオスは砕いた岩塩の粉末を小皿に分けて少年の前に差し出す。
「舐めてみる？」
「いいの！？」
「あぁ！　最初に興味を持ってくれたお礼だ。少しだけ指に付けてペロリと」
　アステリオスは自分で指に塩をつけてペロリと舐めて、子どもに見本を見せる。子ども、恐る恐る指に塩をつけて、それを口に入れる。
「おいしい！」
「でしょう？　これを使ってもっと美味しいものが出来るから待ってて！」
　笑顔になった子どもの表情にアステリオスは思わず顔がにやけた。
　鉄板の上がゆらゆらと蜃気楼を映し始める。鉄板が温まった証拠だ。アステリオスはその鉄板にバターをひとかけ、ジューっと音を立てる。見ていた子どもの目が輝く。
　そこにトウモロコシを入れて、塩をかけて、蓋をする。
　子どもの数が少し増えて、それにつられて大人たちもなんだなんだと屋台に集まる。
「これから提供するのは世にも不思議な食べ物。これがもー！　美味しいのなんの！　大人の人は是非、エールの用意をお願いね！」
　アステリオスは仰々しく語る。訝し気に見ている者もいる中で、何名かの大人は彼の言葉を信じて、エールの入ったカップを片手に覗き込んでいた。
　蓋の中からパン！　パンパン！　と激しい音がなる。それに観客たちは驚きの声をあげる。
「な、中で何が起こっているんだ？」
　音はどんどんなるので、その音を聞くので楽しくなっていった観客たちはウズウズとその完成を待つ。
　アステリオスもこれには非常に満足であった。元いた国、タウラス民国ではこのようなことは決して起きない。皆が異分子を恐れる国柄であったタウラスでは、このように何が起こるかわからないという楽しみ方を知らなったのだ。
　音が鳴りやみ、アステリオスは完成したことを理解する。
「さぁ！　これが僕が目指すカガクで作り上げた最高傑作！　爆ぜもろこし！　だよ」
　蓋を開けると雲のような不思議な形をした食べ物が溢れてくる。

　途中から見た大人たちはきょとんと首を傾げていたが、最初から見ていた少年が目を丸くして驚いていた。
「うわぁ！　トウモロコシがこんな形になるの！」
「あれ、トウモロコシなのか？」
「いや、穀物がこんな形になるわけ」
「しかも、すげぇ、いい匂い」
「おい！　君、それを早く食べさせてくれ」
　一人の大人が我慢できずに金を持ってアステリオスの前に集まる。
　アステリオスは想像以上の賑わいに驚いていた。元々設定していた値段を話すと、男はすぐにその代金を出した。アステリオスはそれを彼に渡すと、彼はすぐに口に一つ投げ入れる。
「うめぇ！　これすげえうめぇな。確かにエールにあう！」
　男は片手に持っていたエールで喉を潤す。その様子を見たものたちが次々と購入してくれる。
　すぐに作った分が無くなってしまったので、また作り直す。子どもも、大人もみんな楽しんで食べてくれる。
　アステリオスはこれだけでヤマトについてきた意味があったなぁとしみじみと思う。
「そうだ。お客さん」
　もろこしを仕込んでいる間に、待っているお客さんに話かける。
「なんだい？」
「僕、この町に来てばかりの商人なんだけど、知っておいたほうがいいこととかあるかい？　ほら、郷に従えって言うでしょう？」
「そうさなぁ。この町での名物のようなものはやはり姫様か。嫡男も生まれず、先代王を失ったせいで我が国では、幼い姫様が王女として君臨している」
「じゃあ、統治に少し問題があるのかい？」「そんな！　むしろ逆さ。姫様の統治能力は物凄く高い。まだ少女だというのにね。この国のみんな、彼女が大好きだ。彼女ほどの人徳者はいないよ。それに彼女の兄が騎士団長を務めている。あの兄弟が我が国にいる限り、安泰さ」
「あれ？　お兄さんがいるの？」
　アステリオスは男の言葉の矛盾に気付いた。男が生まれなかったから王女がいるのではないか？　兄がいるのでは、それが王になるのではないか。
「あぁ……。その兄っていうのが、嫡男ではないらしいんだ。噂では拾い子で血も繋がっていないらしい。だから、王の血筋の姫様が君臨なさっている。その兄が騎士団長を務めていて、これがまた強いのなんの！」
　男は鼻息を荒くしながら語る。彼はよほど騎士団長を気に入っているのだろう。それだけで騎士団長の頼もしさが伺える。
「へぇー。でも聞いたよ。辻斬りが出るって」
「兄ちゃん情報通だね。来たばかりだって言っていたのに」
「たまたま聞いてね」
「そうだな。ま、兄ちゃんは狙われねえよ。辻斬りが襲うのは騎士団って話だし」
「どうして騎士団を襲うんだろう？」
「さぁな？　王政に文句のある奴としか、想像はできないな」
「他には？　物騒なものとかない？」
「他ぁ？　んー、あっ。ラビリンスっつう連中は知識に入れといた方がいいな」
「ラビリンス？」
　お兄さんは少し周りをキョロキョロして、アステリオスに顔を近づけて小さな声で話した。
「あぁ。この辺のならず者集団だ。つっても、俺たち市民からすればちょっとの金で悪い輩から守ってくれる義賊みたいなもんだから、対して注意はしなくていいんだがな。金持ちとか、王族直属の騎士とかの蔵に潜り込んでは金品を漁ったりする輩さ。素行が悪いからな。目をつけられると、色々面倒だ。繋がりを持っても騎士団に目をつけられるしな」
　そう話しているお兄さん自身の雰囲気はラビリンスに悪い印象を持っている様子はなかった。彼もなんらかの形でラビリンスというものたちと関係を持っているんだろう。アステリオスはお兄さんの耳元に寄る。
「つまり、町の中でも好き嫌いが別れるから、あまり話題に出さないほうがいいってこと？」
「そういうこと」
　お兄さんはニカっと笑った。爆ぜもろこしが激しい音を立て始める。仕込んだものが間もなく完成する。
「他には、何かあるかい？　行かないほうがいいところとか」
　アステリオスはお兄さんにさらに問う。タウラス民国の時にも、神性な土地が山の中にあって、修行のためでも、その地には入ってはならぬというものがあった。この国でもそういったものがあるか、確認する必要があった。
　お兄さんは首を傾げる。激しく音を立てていた爆ぜモロコシの音が止んだ。完成したのである。
「そうさなぁ。あまり『西側』には行かない方がいい。それくらいかな」
「どうして？」
「んー、行っても意味がないから。かねぇ」
　お兄さんの言葉には何か含みを感じたが、何か答え辛そうにしていたので、アステリオスはそれ以上を追及することを諦めた。
「ありがとうお兄さん。色々教えてもらって。少しサービスするよ」
「おっ！　本当かい！　ラッキー」
　アステリオスは話してくれたお兄さんに少し多めに爆ぜもろこしを盛って渡す。お兄さんは陽気に手を振って、そのままどこかへ行ってしまった。アステリオスはその後も、爆ぜもろこしを待つお客さんから情報を集める。
　アステリオスは、自分の屋台を囲む人々を見て、彼は思わずにやけながら接客をする。
　彼の店の周りは、爆ぜもろこしを食べている人々の笑顔で溢れていた。


　しばらくして、やっと人の波がなくなっていった。用意していた爆ぜもろこしが後少しになったので、自分で食べる用に少しだけ作る。
「おい」
　爆ぜもろこし用の蓋を閉めてしばらく見つめていると、迫力のある低い声が耳に届く。声の方を見ると、物凄い身体の大きな男が、こちらに目線を合わせるために屋台の前で腕を屋台のカウンターに乗せて話しかけていた。
「ごめんね。売り物は全て無くなっちゃったんだ」
「そうなのか？　今作っていたじゃねぇか」
「これはほんの少しだから僕が自分で食べようと作ってる分」
「なら、それをほんのちょっとくれよ」
　凄く威圧感のある男だった。しかし、アステリオスはこの男の目をじっと見つめてしまう。吸い込まれるように、目を見てしまう。
　初めて会った気がしない。それもそのはずなのだ。アステリオスは彼を見たことがある。
　この町で、ではない。今まで何度も見てきたのだ。彼の鋭い目を、筋骨隆々とした姿を。
　夢の中で――――。
「ミノタウロス」
「おっ、俺の名前を知っているのかい？　兄ちゃん」
　ミノタウロスがニカっと笑う。アステリオスは動揺が隠せなかった。今、自分の目の前にいるのは、自分が強化スーツ、ミノタウロスを作る際に、頭の中でイメージした。最高の自分そのものだったからだ。
　身体が震える。夕方になった空の橙がミノタウロスを照らす。余りに神々しく、今まさに自分の理想が目の前に立っている事実にアステリオスは言葉を出すことが出来なかった。
　爆ぜもろこしがパン！　パパン！　と大きな音を立てている。
「おっ、この音いいなぁ。ガキ共から聞いていた通りだ。この音が鳴りやんだら完成か？」
　ミノタウロスが何かを話していても、アステリオスはこれを聞き流してしまう。
　いまだに信じられないのだ。目の前で起こっている事実を。
「おーい。兄ちゃん？　大丈夫か？」
「あっ、い。いや、ごめん。うん。鳴り終わったら全てのトウモロコシが爆ぜて完成だよ」
「なら、この音聞いて待っていればいいんだな。すげぇな。この食い物は、待っている間も楽しめるなんて」
　ミノタウロスは屋台に背を向けて座り込み、目を閉じる。爆ぜもろこしの爆ぜている音を楽しんでいるのだ。
　アステリオスは背中に何か引っ張られるような感覚に襲われる。身体から心とか、精神とか、そういったものを引っぺがそうとしているみたいに。
　パン！　パパン！　と爆ぜもろこしが鳴り響く。
　目の前に、自分が憧れた。才能ある身体をした男がいる。求めていた理想がある。
　パン！　パパン！　と爆ぜもろこしが鳴り響く。
　自分が目指そうとして、諦めた姿が目の前にある。息が荒くなる。身体が消えてなくなりそうなほど熱い。
　パン！　パパン！　と爆ぜもろこしが鳴り響く。
「しっかしすげぇな。兄ちゃん。料理なんか出来て」
　突然話しかけてきたミノタウロスの言葉に、アステリオスは正気に戻る。
「えっ、あっ。そうですね」
「おりゃ、ガキ共を結構な数囲ってんだがな？　母ちゃんみてえなことは何一つできなくてなぁ。食い物を用意してやるだけ。あとは好きに食えってやってるわけだ。御覧の通り、力しかない不器用な奴だからな。兄ちゃんみたいに手料理の一つでもできりゃあガキ共も喜ぶんだがなぁ」
　爆ぜもろこしの音が止んだ。バターの香ばしい匂いが鼻を抜ける。
「おっ、いい匂いじゃねぇか。早く開けてくれよ」
　アステリオスはまだ呆然としていたが、蓋を開ける。爆ぜもろこしが姿を現す。
「いっただきまーす。あっち！　あちち」
　鉄板から直接爆ぜもろこしを取ろうとしたミノタウロスは出来立ての爆ぜもろこしの熱さに驚いて、彼の手の上を爆ぜもろこしが何度も跳ねる。
「ほら、器に盛ったものあげるから落ち着いて」
　その様子に思わずアステリオスは冷静になって、盛り付けた爆ぜもろこしをミノタウロスに渡す。
「あぁ。悪いな。んじゃ、改めていただきます」
　ミノタウロスは一口爆ぜもろこしを口に運ぶ。その後、表情が緩んでいく。
「こりゃうめぇな！　おい！」
「ありがとう」
　アステリオスも自分の作った爆ぜもろこしを一つ、口に運ぶ。何度も挑戦して、美味しくなるまで工夫したことを思い出す。そして今、目の前で。自分の理想を形作った姿の男がその努力の結晶を喜んでくれている。
「君も少しは料理の勉強をしたらその子どもたちも喜ぶんじゃない？」
　アステリオスは自身満々に言った。
　不思議と何かに引っ張られる様な感覚は消えてなくなっていた。
「そうだなぁ。よかったら教えてくれや。俺はこんなナリだから誰かに頼みづらくってよ」
　恥ずかしそうに笑うミノタウロスにアステリオスは思わず笑ってしまう。
「貴様！　ラビリンスの首領。ミノタウロスだな」
　突然後ろから怒声が聞こえる。アステリオスは驚いてしまう。ミノタウロスは慣れた様子で笑みを浮かべながら、騎士団の方を見つめる。
「ラビリンスの……首領？」
「おいおい、こんな遅くまでご苦労だねぇ。もう町の人たちも帰っているから、捕らえても目立てねぇぞ？　騎士団長様みてぇに」
「我々は見世物として警備を行っているのではない！」
　騎士団の男は剣を抜く。
「おいおい、商人もいるのに物騒だなぁ」
「狙いは貴様だ！　ミノタウロス！」
　騎士団の男はそのまま剣を振り上げ、ミノタウロスに向かって走ろうとする。
「ん？」
　ミノタウロスは騎士団の男の背後にいる気配を感じる。
　騎士団の男は走ってこず、そのまま倒れてしまう。
　あまりに唐突のことにアステリオスは動転としてしまう。ミノタウロスはアステリオスを庇うように腕を彼の顔の前に出して目の前の状況を見せないようにした。
「こんな時間にウロウロしてたらダメですよぉ。騎士団さん」
　小さな声がアステリオスの耳に届く。その声がまた、アステリオスにとって聞き覚えのある声だった。
　どういうことか。アステリオスは混乱した。今、自分を庇って現場を見せないようにしてくれている。自分の理想と同じ姿をした男。
　そして、目の前で人を斬り捨てておきながら、平然としている聞き覚えのある声の剣士。
「てめえ……辻斬りか」
　ミノタウロスが歯ぎしりを立てて目の前の男を睨みつける。アステリオスには男の顔が見えなかったが、確かめておきたくて、ミノタウロスの腕をどかせて顔を見る。
　辻斬りと呼ばれた男は布で顔を隠しており、よく見えない。しかし、聞いた声は確実に知っている声だった。
「……ミノタウロス。ラビリンスの首領か。お前に用はない」
　布からちらりと見える口元や声、背丈も見覚えのあるもので、アステリオスは戸惑って思わず叫んでしまう。
「ヤマトだよね！」
　突然叫んだアステリオスの声にミノタウロスは動揺が隠せない。
「おい兄ちゃん。あの辻斬りの正体知ってんのか！？」
 ミノタウロスが叫ぶと共に、辻斬りヤマトが刀を構える。
「俺の顔を知っている者。生かしておけん」
　ヤマトが迫ってくるのを感じ取ったミノタウロスは屋台の裏に回ってアステリオスを抱え込む。
「すまんが、屋台は諦めてくれ！」
　ミノタウロスは軽々とアステリオスを抱えて、思いっきり逃げてゆく。
　ミノタウロスの脚力は凄まじいものなのか、ヤマトをしっかりと撒いて逃げてゆく。
「お前！　あいつについて知っているのか！」
「い、いや。た、ただ！」
「ひとまず、俺のアジトに逃げるぞ！」
　アステリオスはヤマトの、信じられない姿に戸惑いながら、自身の理想であるミノタウロスに抱えられて、町の隙間を縫って駆けてゆく。
　夕日に照らされたジェミ王国は、徐々に月明りに照らされる夜になってゆく。







第三節　真紅の姫




　コブラが扉から出てきた時、第一印象は荒れている。の一言だった。
　町の家と家の間の裏道がこれくらい荒れているのであれば、オフィックスもそうであった。
　しかし、この町は裏道だけではない。景色の全てが荒廃している。ぐったりと寝転がっている男や、ぼーっと上空を見つめている女性の姿。ここにいる人間はみんな生気がない。
　周りを見ると、一つ大きな城が見える。城の周辺はここから見ても、清潔感がありそうに映る。
「まっ、どこの国にも光と闇ってつうことか」
　コブラはこの辺りにいる無気力な奴らにかまっている暇はない。
　とりあえずはあの城へと向かうしかないと、コブラは考えた。
　まずは一番偉い奴のところに行くのが国の内情を知る一番の近道だと考えた。
　しばらく城に向かっていくと、とあることにコブラは気づく。
「この町、もしかして瓢箪みたいな形してんのか？」
　町の景観がよくなったのを気付いたコブラは裏道に入って、そこから建物の屋根へと上ってゆく。
　建物の屋上から遠くを見渡せば、コブラの疑問は確信へと変わった。
　この町は今コブラがいる景観の良い町と、扉から出てすぐに見た荒れた土地がまるで分割されているように狭い道で繋がれている。俯瞰してみればきっと瓢箪のようなくびれた形をしているのだろうとコブラは推測する。
「ちょっと！　コブラ！」
　どこかから小さな呼び声が聞こえる。辺りを見渡すと、たった今家を上ってきたキヨがコブラに対して手を振っていた。
　彼女はなぜか大きな布で顔を隠していた。
「キヨ。奇遇だな」
「不審者みたいに裏道に入っていくあんたが見えたから。それで？　何を見ていたの？」
　キヨはこちらに向かって歩きながら話、コブラの横に立つ。コブラは顎をくいっと出して、自身がやってきた荒れた土地をキヨに見せる。
「私もあそこから来たわ。あそこの人たち、私の顔を見るなり、奇妙な呻き声を上げるから、気味悪くって、顏見せないようにしてたの」
「それでその頭巾か。またアンチンでも名乗るのかと」
「別に今男のふりする必要ないでしょ？」
　コブラとキヨは、その後も、しばらくその荒れた土地を見つめる。
「あんまりいい気がしねぇな。こういう格差がはっきりとしている感じ」
「そうね。この国は共和国って聞いていたけれど、ここまで格差が広がるものなの？　共和国っていうのは」
「いや、そういうわけじゃなさそうだぜ。見ろよ」
　コブラはキヨに後ろを見るように促す。二人の目には、この国を象徴とするような大きなお城があった。その周りはとても豊かに見える。
「俺は教養がねぇからわかんねぇけどよ。キヨ。共和国ってのは王様がいない国って意味だよな？　だったらなんであんなところに城があるんだ？」
「時代の中で元々王国だった場合は建物だけが残る場合もあるわよ。そこに選ばれた人が住む可能性もある」
「とにかく、あの城に今一番偉い奴がいるってことで間違いないんだよな？」
「そうでしょうね」
「だったら予定通り侵入するか。手伝えキヨ」
「ちょっと、待ってよコブラ」
　コブラとキヨはそのまま屋根伝いに城へと向かってゆく。

　城の前には兵が二人、この町は治安が良いのか、兵の二人もけだるげに警備をしている。
　その兵たちを屋根の上からひっそりと覗き込むコブラとキヨ。
「キヨ、お前、投石は遠くまで投げれるか？」
「え？　まぁ、獣誘き寄せるために練習はしたけど」
「なら、任せた」
　コブラは懐から拳サイズの石をキヨに渡す。
「どの辺に投げればいい？」
「そうだなぁ。あいつらの片方が様子を見に行くくらい……だから、あの辺だ」
　コブラは少し遠くにある水路に向かって指を刺す。キヨはあそこまで石を飛ばすための力加減を考えて、静かに石を放り投げる。
　石が思いっきり水に当たった音が響く。それには城門前で監視していた兵も気づいた。
「凄い音だったな。少し先の方から音がしたが」
「もしかしたら侵入者か？」
「子どもの悪戯でしょう」
「子どもが出せる音じゃなかったぞ。私が様子を見てくる。しっかり警護しろよ」
「へーい」
　狙い通り、片方の男が様子を見に行った。コブラはその様子をニヤリと笑い、静かに、しかし素早く、屋根から裏路地の下へと降りてゆく、キヨもそれについてゆく。
　キヨはかぶっていた布をさらに大きくかぶり、裏路地から弱弱しく路地から出てくる。
「た、助けてください！　今、強姦魔に追われてて！」
　キヨは顔を隠しながら、兵に向かって叫ぶ。
　兵はさっきまでの気の抜けた顏から一変。真剣な眼差しになり、鞘に手を当て、すぐにキヨの方へと近づく。キヨはそのチャンスを逃さない。すぐに兵の手を掴み、後ろに回り込んだ後、彼の口を思いっきり塞ぐ」
「き、きみ！　何を！」
　声にならない声で叫ぶ兵の声も、キヨに抑えられているせいで、まったく響かない。
　コブラはニヤリと笑って、兵士の腹を思いっきり拳を放つ。直撃して、口を抑えられている兵士は静かに気絶した。コブラはニヤニヤしながらその兵士を引きづり、裏路地に寝かせておく。
「こんなので大丈夫なの？」
「あぁ、辺り見た感じ、警備は手薄とみた！」
　無邪気な笑みでそのままコブラはそそくさと城門へと向かっていく。キヨは流石と感心した。素早く動いているのだが、音がしない。これは並の人間に出来ることではない。キヨのように、獣を狩るために編み出したような人間じゃないとできない歩き方だった。町の中に住みながら、この技術を会得しているコブラに改めてキヨは彼の町の中での生活を想像せざるを得なかった。
　キヨもコブラについていき、兵から奪った鍵を使ってそっと城内へと入ってゆく。
　城内に入ってすぐに二人は、そこにある庭の大きな木陰に隠れる。
「さて、こっからどうするか」
「どこにこの城の持ち主がいるかもわからないしね」
「大体どんな奴かも掴んでねぇしな。オフィックスの髭親父よりは根性の座った奴ってのはわかるが」
　コブラは自分を国外へ追いやった王を思い出して憎たらしく笑う。
「ん？　オフィックスの髭親父？」
　キヨは少し驚いたように目を丸くする。
「あぁ？　今のオフィックスの王様だよ。『ウロボロス』まで建てて外敵が来ないようにもしてるっつうのに城の警備も自分を守る兵の教育に熱心で熱心でビビり野郎だよ」
　「おかげで金品奪えなくて参るぜ」と独り言のように漏らすコブラの言葉など聞こえないかのようにキヨは動揺していた。
　自分たちを退いたのは、やはりミッドガルドだったのだ。コブラが昔自分が彼に付けたあだ名と同じあだ名をつけていたことで気づき、動揺が隠せなかった。
　だとすればリザベラは――。
「おい、キヨ！　キヨ！」
「あっ、ごめん」
「とにかく、この城は見たところ警備は手薄だ。もし見つかった場合にパニックを起こせるように、二手に分かれる。いいな？」
「え？　大丈夫なの？　それ？」
「何、お前が捕まれば、俺が助けてやるよ」
「自分が捕まるって可能性は考えてないのね」
「じゃ、後は任せたぜ。目的はこの国の偉いさんを見つけ出すこと。それと、もしかしたらあの双子もいるかもしれねぇから探してくる。お前も任せたぜ」
　そう言った後コブラは「おったからおったから」と小声で歌いながら、城の中へと向かっていった。
　キヨはそんなコブラの様子を少し見て、彼の姿が見えなくなってから、彼女もまた、城の中へと侵入していった。

　コブラは城内を静かに渡る。案の定だ。警備が手薄すぎる。
「まぁ、その方がいいんだけどな」
　コブラは思い出す。ほんの数年前、町の人から聞き、王族の食事というものがとにかく美味しいらしいと知ったコブラは、それを盗むことを計画した。
　しかし、結果は失敗に終わった、城内に侵入することは出来たが、中にも兵士がたくさんいて、とてもじゃないが、目的地まで隠れきることが出来なかった。すぐに見つかり、捕まらないように、逃げるのが手一杯だった。
　オフィックス王国は、その変わり町中に警備があまりいない。故に国民たちの中のいざこざは対処し切れていない。コブラが町中で好き勝手生きることが出来たのもこのためだ。
　ジェミ王国は逆だった。町中に警備が多い。皆が真剣な眼差しで国民たちを見守っている。小さな喧嘩でもすぐさま仲裁に入るように心掛けているのを、この城までの移動中に見た。
「おい！　この城に侵入者が入ったそうだ」
「姫様が危険に晒されてはいけない。警護に回らなければ」
　コブラはすぐに身を隠す。恐らく、コブラとキヨが気絶させた男が見つかってしまったのだろう。コブラは耳を傾ける。
「姫様は今？」
「兄上……いや、騎士団長様が捕らえた『辻斬り』との謁見のために、準備をなさっているかと」
「場所は？」
「バカ、これもその侵入者に聞かれているやもしれんだろう」
「っ！？　気づかなくて、申し訳ない！」
　兵士の一人が上司であろう兵士に頭を下げる。コブラは場所も聞き出せると踏んだのに兵士の勘の良さに思わず舌打ちをする。
「となると、さらに慎重に動かねえとな」
　コブラは近くにある部屋を二度、ノックする。返事はない。ピッキングをして、その部屋にそっと入る。
　中はファンシーな作りになっていた。オフィックスにいた頃、ままごとに付き合ってやったメアリーの部屋がこんな感じだったな。とコブラは思わずにやける。
「しっかしいいベッドだなぁ、もしや当たりか？」
　コブラは何かを察した。部屋を色々物色する。小奇麗なドレス。可愛らしい人形。豪華なベッド、明らかに平民の部屋じゃない。
　扉がガチャリと音を立てる。誰かが入ってくる。コブラはマズイとすぐにベッドの下に潜りこんだ。
「危ない危ない。扉を閉め忘れていたなんて、ポルックスたちやお兄様に怒られてしまいますわ」
　中に入ってきた少女の足しか見えない。しかし、声はどこかで聞いたことのあるような気もした。
（ポルックス。あの双子の片割れか、あいつらこの城の中にいるのか！　だったら話は早い）
「あら、私ったらここまで散らかしていたかしら」
　コブラは焦った。この部屋を調べるために色々物色した形跡が残っていることに気付かれた。
「姫様！　早く戻られないと騎士団長様に私がお叱りを受けますので！　要件でしたら手早くお願い致します！」
　扉の外から兵士の声がする。ここでこの姫を襲ってやることも考えていただけにコブラはその手が使えなくて悔しくて、じっとその場に潜める。
「えぇ！　申し訳ございません！」
　姫の足は鏡台の前に向かっていた。彼女は独り事で「あった」と言った後、その場を離れて部屋を出ていった。ガチャリと閉まる音がする。
　コブラはその後も数秒潜み、もう人が来ることはないだろうとそっとベッドしたから抜け出す。
「ビンゴだな。ここはこの国の姫の部屋。それにあの双子もここにいる」
「そうだよ！　よくぞたどり着いたねコブラくん！」
　後ろから大声で話しかけられてコブラは驚いて振り返るとポルックスがいた。
「お、お前……いつから！」
「えへへぇー、僕はこの城全てを行き来できるからね。これが星術師のなせる業さ」
「ん？　星術師だ？」
「ありゃ？　コブラくんご存じでない？」
　コブラはコクリと頷く。ポルックスはあちゃーと自らの額を叩いた。
「この『星巡り』を担当する者たちは代々『星術』という特別な力を持っている。その力を以って、国の形を作っている。身に覚えがないかい？」
「……アリエス王国は夢の中にもう一つ国があった。国民全員が眠っていた」
「そう。それこそ星術。『星巡り』を司る者が使える魔術の総称が『星術』だ。土地に根付いてしまっているものもある」
「あぁ、コルキスの婆さんが言っていたよ。私は保護しているだけだって」
「アリエスはそうなっているのか。タウラスはどうなっているの？」
「あそこはそんな大それたことはしてこなかったぜ」
「民国としての『儀式』の形だけが残って、星術を使うものがいなくなったのかもね。あそこの儀式は特殊だと聞いている」
「じゃあ、この国もその『星術』とやらに支配されてんのかい？」
　コブラは腕を組みながら、姫のベッドに腰掛ける。
「おいおい、姫様のベッドに汚いお尻を乗せないでおくれよ」
「質問に答えろ」
　真剣な表情でポルックスを睨むが、コブラは座ったベッドの柔らかさに内心興奮していた。
「コブラくんもしかして、まだ体験していないのかい？　この国の特徴に」
「……貧民街と城下町で貧富が激しいところか？」
「いや、そこも大きな特徴だが、そこは大本ではない。結果に過ぎない。あえて言うなら君たちの失敗した先のビジョンに過ぎない」
「……勿体ぶった言い方しているんじゃねぇぞ」
「おいおい、怒らないでくれよ。儀式の内容を言うのは少し憚られるんだ。それを知れば攻略できるみたいなものだからね」
「だったらなおのこと答えろ」
「もぉー強情だなぁ。せめて一度体験してから教えたかったけれど、僕のいるこの城までたどり着き、あまつさえ姫様の部屋までたどり着いたんだ。教えよう。その前に、これを見てもらおうか」
　ポルックスはそういって姫様の鏡台にそっと手を添える。すると鏡にはポルックスとコブラの姿が映っていたはずだが、まるで水が波打つように映った後、まったく別の部屋が映し出されている。
「ここは？」
「王室だよ。今から姫様のお仕事が始まる。見たら驚くよ」
　ポルックスはニヤニヤと笑いながらコブラと一緒に鏡台を見つめる。鏡は魔法の影響か、まるで水面のようにゆらゆらと波打っている。
　鏡台に映っているのは大きな椅子に座る姫の姿、その横には複数の兵士や大臣が横並びに立っている。たった今、その姫の元に一人の男が囚われながら連れていかれている。
　コブラはその光景に目を丸くした。
　今椅子に座っている真紅のドレスを身に纏った姫にコブラは納得し、驚きで目を丸くした。
　先ほど、足しか見えていなかったが、聞き覚えのある声をしていたのだ。だからこそ、コブラは声に対する違和感と、今目にしている光景が一致した。
「なんで、キヨが姫様なんかやってんだよ！　それに、あれ……」
　コブラはさらに捕らえられている『辻斬り』を見つめ、驚く。
「あれ、ヤマトじゃねぇか！　何あいつ、悪いことしたの？　ざまぁねぇな」
「君、あの人に対する辺り酷いね」
　こちらは驚きよりも優越感が勝った。ヤマトはなぜか大人しく、跪いている。彼を取り押さえている男の顔が良く見えない。
「おかしくねぇか。キヨは俺と一緒にこの城に侵入したんだ。こんなところで姫様のふりする必要もねぇ」
「ヤマトくんに対しては何か思うことあるかい？」
「いや、あいつはいずれ捕まる男だ。このまま斬首刑にでもなればいい」
「本当に信用ないね」
　そのまま映る光景を見届ける。一瞬。ヤマトを取り押さえている男の顔が見えた。
　コブラは今度こそ動揺した。
「おい、あのヤマトを押さえているのって」
「そうだ。これこそが、ジェミ共和国。いや、『彼女』のせいで王国へと変わってしまったジェミ王国の特徴だよ。コブラくん」
　コブラが見たのは、ヤマトを取り押さえているコブラ本人であった。今自分がここにいると言うのに、自分の目には自分が映っている。
　まるで鏡でも見ているかのようだった。
　騎士の姿をした己の姿。権威を得ている己の姿。ヤマトを捕らえている己の姿。鏡に映る自分と同じ姿の男に動揺を隠すことができなかった。
「彼はこの国の騎士団長だ。一番強い。そして何よりも姫様の義理の兄だ。拾われの身だけれど、姫の御両親。つまりは先代王が彼を養子にしたんだ」
　目の前の自分自身は家族も持っていた。実力もある。
「町のみんなは彼が大好きさ。町の英雄なんだよ」
　皆に愛された自身の姿をじっと見つめる。己の今の姿はみすぼらしさを感じざるを得ない。目の前の自分は小きれいにまとまり、誰からも愛される男。
　背中に黒い手のようなものが引っ張ってくるような感覚に襲われる。このまま地面に飲み込まれてしまうかのような感覚。
「ぷっ！　だっせ」
　しかし、コブラが思わず失笑すると、その引き込まれる感覚はすぐに消滅する。
　その光景を見たポルックスは先ほどまでの無邪気な笑みとは違い、微笑の表情でコブラを睨む。
「国の犬如きになっている俺の顏なんか見たかないね。盗人コブラ様は自由なんだよ。いいぜ。ポルックス大体わかった。もうこんなもの見なくていい」
　コブラに促されて映像をやめるポルックス。その表情は嬉しそうな笑みを浮かべていた。まるで自分が出したプレゼントを目の前で開けられた子どものような表情であった。
「第一関門は突破だね」
「どういう意味だ」
　ポルックスが静かに放った言葉にコブラは反応する。
「あぁ、君をこの儀式のキーマンに据えよう。この国、ジェミは侵入者の深層心理を映し出して『ドッペルゲンガー』を作り出す。そのドッペルゲンガーを作り出すことで、単純労働力や人口密度を二倍にしているんだ。建国当時、ジェミは人口も土地も荒れていたからね。初代星術師様が考案した打開策さ。なぜそこまでして国を作らなければならなかったのかは僕らにはわからないけれどね。その星術がこの土地を覆っているんだよ」
「どうやってつくるんだよ。そのニセモノは」
「入り口の合わせ鏡さ。あそこを通ったものは鏡に己の別側面を映し出され、抽出される。それが僕とカストルの星術『双子迷宮』さ。国はそのドッペルゲンガーの影響で全てが書き換わる。そもそもこの国の概念がそういう作りになっているのさ」
「なるほどな。だからキヨがお姫様なんかやっていても、国民全員が驚かないわけか」
「あぁ、この双子迷宮の魔法は、この国そのものの在り方だからね。僕たちも困ったよ。今まで平和だったジェミ共和国を、文化そのものを変えてしまうほどの逸材が入ってきてしまうなんてね。まったく、あのキヨって少女は何者なんだい？」
　コブラは少し答え辛そうにポルックスをしばらく睨みつけた。その後、小さく溜息を吐く。
「キヨは……。本名はキヨ＝オフィックス。王族の娘だよ」
　コブラの言葉を聞いたポルックスは目を丸くした。
「……なるほど、どうりでここまでこの国を変えてしまうわけだ」
「なぁ、この国の仕組みはわかった。じゃあ、この貧富の差はなんだ。なんで町の一画があんなに廃れちまっている。それが気がかりだ」
「それは、君もさっき体験したんじゃないか？　案外人間は自分の理想や隠したいことを受け入れることが出来ないんだよ。怒りだったり、悲壮感だったりに、襲われて……精神を病んでしまう。彼らはそんな自身に敗北した哀れな抜け殻たちさ。もうすぐそれも見れるんじゃない。ほら、一人、あの町へと落ちていった」
　ポルックスはニヤリと笑う。コブラには見えていない何かが彼には見えているようだった。

　身体が引っ張られる。何か。黒い。無数の手。肩を掴まれ、腕を掴まれ、ゆっくりと沈んでゆく。絵を描いた後に、川で水浴びをしている時に身体を沈めていったときに感覚が似ている。しかし、これはそんな気持ちのいいものじゃない。森の中にあった底なし沼にはまってしまったような感覚。
――あそこにいるのは誰だ。あの赤い髪の綺麗な少女は誰だ。あの真紅のドレスを纏っている。私が小さい頃に憧れた母のドレスを纏ってる少女は誰だ。
　屋根についている窓から覗き込んでいるキヨが見ているのは、自分と同じ顔をした少女が、ヤマトに対して何かを話しているところだった。窓が音を遮断しているので内容は聞こえない。彼女は自分の背中に触れてくるような感覚から抗うのに必死だった。しかし、目が離せない。凛々しく話している自身の姿を、王族としての責務を全うしている自身を、皆から信頼の目を寄せられている彼女を――。
「あっ」
　思わず声が出た。黒い何かに思いっきり引っ張られて、抵抗できずに黒い何かに沈んでゆくのがわかった。
　思わず目を閉じる。水の中に沈んだような感覚。いったいどうしてしまったのか。キヨは覚悟を決めて目を開く。
　しかし、そこには何もなく真っ暗な浮遊空間だった。自分が今どこに立っているのかもわからない。ふわりふわりと浮いている。初めての感覚にキヨはそのまま気を失ってしまう。

　気が付くと、ゴミ山の上で寝そべっていた。辺りに人はいない。キヨはすぐにその辺にあった布を拾い、顔を隠した。
　入国時に来た貧民街だ。キヨは動転した。自分は、城の窓から姫を観察していたはずだ。城から落下したとしてもこんな離れた土地で目を覚ますわけがない。キヨはすぐに立ち上がろうとしたが、身体が動かなかった。
「あれ？　なんか、動く気力が」
「やあやあ」
　気力がなく、だんだん意識が呆然としてゆくキヨの元に一人の少年が尋ねる。
「貴方は……双子の」
「そう。僕はカストル。よろしくねー。キヨ姫」
「なぜ、貴方がここに」
「ん？　君が落ちてきたからだよー。僕は脱落者の管理をしているんだぁー。あっ、ポルックスは、城内にいるよー」
　キヨはまだ呆然としていた。カストルの言葉が耳に届くも心地の良さにうとうとしてしまう。
「君は、受け入れることが出来なかったんだよねぇ。城が襲われなかった自分。王族としての責任を果たしている自分の姿をねぇ。あれこそが君がなりたかったけどなれなかった姿だもんねぇ」
　カストルの言葉に、自分は再び姫として君臨していた自分自身の姿を思い出す。その姿を思い浮かべると、彼女は自然と涙が出てきた。
「おやすみ、キヨ＝オフィックス。君は頑張らなくていいんだぁ。後は、『代わり』がやってくれるよぉ」
　カストルの言葉を聞き終え、キヨは涙を流しながらその場でもう一度眠りについてしまった。

　キヨが貧民街で眠りについた頃、ミノタウロスに運ばれていたアステリオスは彼のアジトにたどり着いていた。
　入り組んだ町の道を渡り、ようやくたどり着いたその場所は、抱えて連れてこられたアステリオスでは覚えることが出来ない道だった。
　裏道にある扉を開くと、そこには大きなバーがあった。
「あぁー！　兄ちゃん！　おかえりー！」
「おかえりー！」
　ミノタウロスが入ってきた瞬間、甲高い子どもの声が部屋中に響き渡る。
「しー！　うっせえぞお前ら！」
　怒鳴ってはいるものの、顏は笑顔だった。寄ってくる子どもたちの頭をその大きな手でわしわしと撫でるミノタウロス。アステリオスはそれについてくる他なかった。
　子どもたちはそんなアステリオスを興味津々に見つめる。
　アステリオスはこうも無言で注目を集めることに慣れておらず、どこを見ていいかわからず目が泳いだ。
「すまねぇな。アステリオス。とりあえず座れや」
　ミノタウロスが椅子を差し出すので、アステリオスはそれにちょこんと座る。
　その間もミノタウロスに対して子どもたちがひっきりなしに
「誰？　この小さい人！」
「知り合い！？」
　と問い詰めている。
「……賑やかだね」
　アステリオスは思わず苦笑いをしてしまった。自分の周りが賑やかだったことは、コブラたちと旅をするまで一度もなかったと彼を羨ましく感じてしまう。
「こいつらはな。親が『堕ちちまった』連中なんだよ」
「落ちた？」
「あぁ。この国は二種類ある。知っているか？」
「ごめん。僕はここに来たばかりなんだ」
「じゃあ、ドッペルゲンガーって言う化け物の話は知っているか？」
「ん？　なんだいそれは」
　ミノタウロスが話す言葉をアステリオスはまったく理解できずに首を傾げる。その様子を見てミノタウロスは腕を組んで少し考え事をする。
「ジェミ王国に古くから伝わる言い伝えだ。ドッペルゲンガー……自分と瓜二つの人間がこの町にはいる」
　ミノタウロスの言葉を聞いて、アステリオスは今の状況を改めて実感する。
　目の前で話しているのは自分が目指そうとした理想の姿をしている男だ。それも自分が使っていた偽名と同じ名前の男。
「そのドッペルゲンガーと出会っちまうと、まるで魂を抜かれたみてえになっちまってこの国の貧民街に堕ちる。こいつらの親はそんなドッペルゲンガーに会っちまった連中だ」
　ミノタウロスは悲しそうな顔をして近くにいた子どもたちを撫でる。
　アステリオスにとって、今目の前で話しているミノタウロスこそがその『ドッペルゲンガー』であることは間違いない。ならば、彼が先ほど体験した何かに引っ張られるような感覚。あれこそがドッペルゲンガーという化け物の正体である。
――僕は君のドッペルゲンガーだ。
　とここで告げたら彼はどうなってしまうのだろうか。彼も僕と同じようにあの黒い何かに引っ張られてしまうのだろうか
　アステリオスは周りで自分を物珍しそうに見つめる子どもたちを見る。この子どもたちがミノタウロスを失うと、どうなってしまうんだろうか。
「その貧民街ってところはどこなの？」
「少し歩けば辿りつくぜ。ただ、あまり行かないほうがいい。生きる気力を失っちまいそうになる」
　何もないところをじっと睨みつけるミノタウロス。彼の目から怒りを感じる。
「二人とも、飲む？」
　一人の少年が飲み物を入れたカップをアステリオスとミノタウロスの分を持ってきてくれる。他の子よりも大きく、アステリオスと同じ年くらいの子に見えた。
「どうしたの？　兄貴。この子、新しい家族？」
「いんや。こいつはもっとすげえぞ。俺の先生だ」
「先生？」
　ミノタウロスがニッカリと笑いながらアステリオスを紹介するので、アステリオスは少し照れてしまう。
「先生？　いったいなにの？」
「飯の先生だ」
「ごはん！」
　小さな子どもの一人が期待に満面の笑みを浮かべて大きな声で叫んだ。
「けど、ここには機材が……」
　辺りを見ていると、アステリオスが普段使うような機材は当然ない。
　アステリオスは一度ミノタウロスから了承を得て、立ち上がって、バーを見てまわる。バーの形式は取っているので、一応、薪火を置くスペースは確保されている。鍋も一応ある。刃物も確認できた。
「食材はどうしよう。あそこに置いてきちゃったからなぁ」
「ねぇ！　おにいちゃん！」
　服を摘ままれる。その方向を見ると、小さい子が笑顔でこちらを見上げていた。
「あのね！　こっち！」
　少年は服を摘まんだままアステリオスを引っ張ってゆく。少年はアステリオスを部屋の隅の大きな箱に連れていった。
「開けていい？」
　アステリオスは遠くでまだ座っているミノタウロスに確認を取る。ミノタウロスはコクリと頷いたのを確認して、アステリオスはその大きな箱を開ける。
「おぉ、これは！」
　中には新鮮な果物や作物が入っていた。本当に新鮮だ。
「凄いね。よく集めたものだ。それに、この箱」
　アステリオスは気になって箱の中に手を突っ込む。箱の中がひんやりと冷たかった。
「やっぱり！　ねぇ、この箱って手作りかい？」
「あぁ、ジェミの森林区にあるポーラの木で作った」
「あのね！　ポーラの木ってすっごく冷たいんだよ！」
　ミノタウロスの言葉にかぶせるように無邪気な子どもが答えた。アステリオスは思わずにやけてしまう。
「ねぇ、そのポーラの実って、もしかして青い実を実らせない？」
「ん？　あぁ。あれが美味いんだよ」
「そうなんだ！　あれを絞った果汁に冷たくした炭酸水を混ぜると爽快感がする最高の飲み物に！」
「炭酸水？　なんだそら？」
「あぁ……この国ではまだ炭酸水の水源を見つけることが出来てないのか……」
　アステリオスは思わず落ち込んでしまった。
　しかし、同時に頬の緩みが止まらなかった。
「ポーラの木は、熱を吸収する力がある。その木の表面を丁寧に切り込んで箱を作れば、その箱の中に冷気が発生する。しかも、その冷気は、果実などの腐敗を遅れさせる。よく知っていたね？」
　アステリオスは驚きながら、ミノタウロスに対して問いかける。先ほどの少年の様子を見るに、この国の常識的な知識ではないんだろう。
「最初は、ガキ共が冷えた寝床が欲しいつってたから避暑に使っていたポーラの木をバッサリ切って、箱を作ってみてたんだが、こいつらが飽きやがって、しゃあねぇから保管庫替わりに食い物入れていたら不思議なことにこれが腐らねぇからな。活用させて貰っている」
　アステリオスはその経緯を聞いてさらに興奮した。その渇望を形にする力こそカガクなのだ。彼は自分が教養のない人間だと思っているが、その実、カガクに一番大事なものを持ち合わせていることをアステリオスは実感した。
「流石僕」
「ん？　なんか言ったか？」
「いや、じゃあ。そうだな。ここにあるもので何かごはんでもご馳走するよ。助けてもらったお礼に」
「おっ！　本当か。なら俺も何か手伝わせてくれ」
　ミノタウロスは立ち上がってアステリオスの横に移動する。そしてアステリオスの指示でミノタウロスは調理の工程を進めてゆく。
　その様子をワクワクしながら、子どもたちは見つめている。アステリオスも、満足げに一つ一つの工程をミノタウロスや子どもたちに説明していた。
　基本的に果実を中心とした料理だったが、サラダ。焼いて甘味を増したもの。ジュースと色々作った。
「すっごーい！　たくさん食べ物があるー」
「おら！　お前ら、ちゃんとアステリオスに礼をいいな！」
「ありがとう！　アステリオスの兄ちゃん！」
「いやいや、作ったのはミノタウロスだから」
「じゃ、いただきまーす！」
　子どもたちは作られた料理にかぶりつく。アステリオスは料理に使ったものを水で洗っている。その様子をジュースを片手にミノタウロスが見ている。
「本当にありがとうな。アステリオス」
「いいよ。僕もこんなに大勢に食事を振るまったことなかったし、彼らも喜んでいる」
　アステリオスは少年たちを見る。本当に美味しそうに食べている。これこそアステリオスはタウラス民国で実現したかった夢なのだ。それが少し違う形ではあるが叶った。その充足感にアステリオスは口の緩みが収まらない。
「で、だ。お前はこれからどうする？」
　ミノタウロスは真剣な眼差しでアステリオスを見つめる。アステリオスは信頼していても、やはり自身の理想であるミノタウロスの目をまっすぐ見ると、何かがこみ上げてきて、目をそらす。
「仲間を探す。特にヤマトだ。ヤマトが心配だ」
「ヤマトってのは、あんたの仲間か。他にもいるのか？」
「うん。キヨとコブラって言うんだけど」
「ん？　そいつはおかしいな」
「ん？」
　キヨとコブラの名前に疑問を呈したミノタウロスに思わずアステリオスも首を傾げる。
「アステリオス。てめえは物知りだと思っていたが、もしかして貴族様かなんかか？」
「いや、僕は先日この国に入ってきたばかりだよ」
「だったらあんたらの仲間の名前がキヨとコブラなのはおかしい」
「だからどうして？」
「キヨとコブラは、俺たちジェミ王国の姫と、その兄貴である騎士団長の名前だからな」
「えっ？」
　アステリオスの中で不思議な感覚に陥った。ミノタウロスも冗談を言っているような顔をしていない。本気で言っている。嘘はついていない。
「そうだ。お前辻斬りのことも知っていたよな？　どういうことか、ゆっくり聞かせてくれないか？」
　ミノタウロスが神妙な表情でアステリオスに問い詰める。
「う、うん。あの辻斬り。一瞬見えた顏が僕と一緒にこの町にやってきたヤマトって人とそっくりだったんだ。ヤマトはすごく紳士的な人だ。あんな乱暴なことをする人とは思えない。それにコブラとキヨは兄弟じゃないし、キヨはオフィックス王国の姫ではあったらしいけれどジェミ共和国に入ったのは今朝だ」
「ここはジェミ王国だ」
「僕がこの国に入る時、案内人の二人は共和国と言っていた」
「……なんか、よくわかんねぇ話になってきたな。つまり、姫と騎士団長とは違うコブラとキヨってのがいて、それがあんたの仲間だと。それと辻斬り。奴と瓜二つの男もいると」
　ミノタウロスの言葉にアステリオスは少し不安そうに頷いた。
「ドッペルゲンガー……この国にいる化け物の伝説と関係があるのかもしれねぇな。とにかく。そいつらを探す手伝いはしてやる。今日はゆっくりここで寝てくれ。お前さん。あの辻斬りに狙われているみたいだしな」
「うん。そうするよ」
　アステリオスは不安そうに胸を抑えながらミノタウロスの言葉に返事をした。もう日が沈み、月が街を照らしている。アステリオスは『ラビリンス』の皆と共に眠りについた。








第四節　キヨ＝ジェミニクス





　ヤマトは、牢に囚われていた。今でも信じがたい事実に動揺が隠せないでいる。自分に判決を下した女王キヨ＝ジェミニクスはヤマトの知るキヨ＝オフィックスと瓜二つであった。そして自分を捕らえたコブラ＝ジェミニクスもまた、ヤマトの良く知る盗人コブラとソックリであった。
「どうなっているのだ。大体、私とその辻斬りとやらが似ていると言うのも……」
　納得のいかないことの多さにヤマトは頭を抱えた。考えても仕方のないこと。というのは彼も承知しているのだが、何分剣も取り上げられ、何もないこの牢の中では、もはやそのことに思案を巡らせるしかやることがないのだ。考えを巡らせると言うのは、何も使用せず、自分の身一つあれば動けなくても出来る時間の潰し方の一つである。ヤマト自身。眠れず、しかしスタージュン夫妻に迷惑をかけるわけには行かず、ベッドの中でモヤモヤしている時は、読んだ『ヘラクロスの冒険』について考えを巡らせたものだった。
　石階段を下りてくる誰かの足音がする。うとうととしていた看守も慌てて目を覚ます。看守はヤマトをギロリと見る。自分が寝ていたのを棚に上げて、しっかりと仕事をしているアピールをしたかったのだろう。
「看守よ。このようなお時間までご苦労様です」
　聞き覚えのある綺麗な声だった。看守はすぐに声の主に頭を下げた。ヤマトは声の主の方を見る。そこには、これから眠るのか、ドレスではなく寝間着を身に纏ったキヨ姫であった。
「姫様、そのような無防備な恰好でこの男の前に出られては……」
「まぁ、いいではありませんか。彼はこのように牢に入っているし、貴方がいるわ。危険はないと思うけれど」
「し、しかし……」
　狼狽している看守を他所にキヨ姫はヤマトのそばによる。ヤマトは看守に余計な警戒をされてはたまらないと思い、牢の奥の壁まで行き、そこにもたれ掛かるようにして姫様を見つめる。
「あら、意外と紳士的な方ですね。辻斬りは」
「本当であるならば、しっかりと膝をついてお話したいのですが、私も疲弊しております。このような不躾な態度、お許しください」
「あら、教養もあるご様子。本当に辻斬りかしら」
　わざとらしく驚くキヨ姫に、ヤマトは困惑した。普段、彼が見ているキヨ＝オフィックスがこの態度で話していると想像すると、なんだかおかしくなってくるのである。
「兄上や、他の者たちに示しは尽きませんが、私は貴方を本当に辻斬りだとは思っておりません」
　キヨ姫は寝間着の状態で、そのまま地べたに座った。看守が止めようかと声をかけようとしたが、それよりも早くキヨ姫は「私に立ちっぱなしで長時間いろと仰るので？」と看守を静止した。看守はどうしようかと困惑した様子で座った姫様を見つめていた。
「先ほど、私が辻斬りではない。と仰ってくださいましたが、その根拠は？」
「根拠というほど大層なものはございません。しかし、辻斬りは国の騎士たちを中心に狙った者です。その者が、兄から逃げるでしょうか？　いくら兄が強いと言っても、倒すべき相手です。私が辻斬りなら暗がりに連れていってそこでザシュ！　と斬ってかかりますね！」
　キヨ姫は剣を持っているような手の形を取り、振りかぶる動作をしながらニコっと笑う。
「姫様、想像の中とはいえ、騎士団長様を斬られては困ります」
「あら、兄上なら斬りかかられてもきっと華麗に躱して退治してしまいますわよ」
「左様ですか……。今見たものは私。生涯口に出さぬものとします」
「本当？　では遠慮なくこの偽辻斬りさんとお話が出来るわ」
　キヨ姫はニコニコと笑いながらもう一度ヤマトの方を見る。ヤマトはキヨからは想像の出来ない言葉遣いに今もなお戸惑いを隠せなかった。キヨ姫は話を続ける。
「しかし、貴方は逃げた。それに、王政に対して何か怒りがあると予想される辻斬りが、私を前にして何もせずにいることも違和感がありました。貴方は私の顔を見て何か驚いた様子しか見せません。騎士団を狙っている辻斬りであるならば、当然それを従えている私こそ、彼にとって一番の敵のはず。私が辻斬りなら、自分を捕らえている兄上を突き飛ばし、兵士から剣を奪い、そのまま私のところまで突っ走り。奪って剣でスパ！　と首を斬るでしょう。しかし、貴方はしなかった。貴方からはそれをしようという殺意も感じなかった。なぜですか？」
「私が辻斬りではないからです」
　ヤマトはキヨ姫の質問にハッキリ答えた。それを聞いてキヨ姫はまたニッコリと笑った。
「そうでしょうそうでしょう！　完璧な推理です！」
「完璧でしょうか……」
　看守が呆れた声を漏らしたが、キヨ姫が睨んだことで、わざとらしく咳込んで誤魔化した。
「しかし、我が兄が貴方を辻斬りと間違えたという部分も無視はできません。兄は阿呆ではないのです」
　キヨ姫の言葉を聞いて、あのコブラが阿呆ではない。という発言に思わず失笑する。
「なっ！　今我が兄を侮辱しましたね」
「いや、済まない。姫様の兄君ではないのだが、少々顔の似た友人がいたので」
「顔の似た……友人？　兄上と？」
「えぇ。それは瓜二つ。しかし、私の友人は、貴方の兄上と違って愚鈍で傲慢な救いようのない悪党です」
「あの兄上にそっくりの悪党……想像出来ませんね」
　キヨ姫は無邪気に笑う。自分の頭の中で想像した邪悪なコブラ＝ジェミニクスがよほど奇天烈なものだったのだろう。
「つまり、貴方のお知り合いが兄上にそっくりで、兄上もまた貴方を辻斬りと誤解した」
「えぇ、恐らくそういうことになるかと」
「それはどういうことなのでしょう？」
　キヨ姫は首を捻る。聞いていない素振りを見せながらも、耳を傾けていた看守もまた首を捻る。
「姫様。私の推察をお話しても良いでしょうか？」
　ヤマトは頭を下げながら、姫様への発言への許しを乞う。キヨ姫は少しワクワクとした表情をしながらコクリと頷く。
「貴方の兄上様。コブラ＝ジェミニクス騎士団長は、私をはっきりと辻斬りと決めつけておいででした。すなわち、会ったことはないですが、私とその辻斬りは容姿が瓜二つ。ということではないでしょうか？」
「貴様、何を戯言を！」
　看守が突拍子のないことを言い出したヤマトを叱責する。しかし、それをすぐにキヨ姫は静止させる。
「いえ、兄上にそっくりなお知り合いが貴方にいるのであれば、その理屈も間違いありません。ここ数日辻斬りを追い続けた兄がまったくの赤の他人を辻斬りと決めつけて捕らえるとは思えません。しかし、私が貴方が辻斬りだとは到底思えない。この二つを両立させる理屈は、貴方が仰っていた瓜二つの者が辻斬りである。という他ないでしょう」
「キヨ姫様まで、彼が自らの潔白を証明したいが故の虚言ですよ」
「あら、わたくしの意志に異論があるのかしら？」
「い、いえ……」
　看守はどもりながら、溜息を吐いて、警備に戻る。
「いえいえ。貴方は間違っておりません。王に意見出来ぬ兵など必要ないのです。貴方は優秀な兵ですよ」
　ヤマトは看守に話しているキヨ姫を見て、その気高さに動揺した。もし、キヨ＝オフィックスの先代王の時代が終わらずに、彼女が王族のままであったなら、彼女のように聡明な少女だったのだろうか。とよぎる。
「まるで、『ドッペルゲンガー』のようですな。姫様と貴様が話している話は」
　看守が思い出したかのように呟いた。キヨ姫は納得したように満面の笑みを浮かべる。一人ヤマトだけが納得できずに、困惑する。
「な、なんなのでしょう。そのドッペルゲンガーというのは」
「あっ、でしたら私がお話致します」
　キヨ姫は嬉々として語り始めた。
　――この町は、日が落ちるのが早いらしく。影が長く差し込む町なのだろうだ。だからこそ子どもたちは早く家路につかねばならぬ。そして子どもを守る大人もそんな子どもたちを迎え入れるために早く家に籠るように心掛けている。もし、家に帰らない悪い子の影が伸びきった時、その影から自分と瓜二つの人が現れて、自分を影の中に引っ張り出し、影から出た『ドッペルゲンガー』が自分の代わりに家に帰ってしまう。大人も同じ。
　だから子どもは影が伸びきる前に帰らないといけない。そして暗くなっているのに、外にいる大人は『ドッペルゲンガー』だからついていってはいけない。もし影に引っ張られたり、ドッペルゲンガーについていったりしたら、そのまま『影の町』に落ちて帰ってこれなくなる――。
「という逸話があるの」
「影の町……とは？」
「貴方の牢の窓からは見えないかしら？」
　ヤマトはキヨ姫に促されて牢の奥にある鉄格子の窓を見る。すると、確かにこの城の遥か遠くに、ここから見ても荒れていることが分かる街がある。
　その様子を見た看守が軽く咳込んで語り始める。
「まぁ、夜遅くまで遊ぼうとする子どもを家に帰らせるための御伽噺ですよ。あの影の町も、治安が悪く、無気力な奴らのたまり場になっているので、そこを皮肉った噂話に尾ひれがついたものですよ」
「あら、貴方は夢のないことを言うのね。『ドッペルゲンガー』は実在するのよ。きっと。そしてそれが貴方なのでしょう？　ヤマト＝スタージュンさま」
　鋭い目つき、先ほどまでの無邪気な少女とはまた違う迫力。ヤマトに覚えがあったのは、獲物を狩ろうとしている時のキヨと同じ目だ。真剣な眼差し。思わずヤマトは生唾を飲む。
「私はドッペルゲンガーではありません。もし私がドッペルゲンガーであれば、貴方を影の国とやらにご案内しているところでしょう」
「あら、お上手。ではもう一つ。私、どうしても気になることがあるのです。ヤマト＝スタージュン。貴方と辻斬りは瓜二つだそうですね。そして貴方のお知り合いには兄上と瓜二つの者が存在する。では、私。『キヨ＝ジェミニクス』と瓜二つの少女も存在するのではないでしょうか？　先ほど、貴方の目は私ではない別のものを見ておいででした。お答えください」
　ヤマトは狼狽した。ここで、直接。彼女に貴方とソックリの少女がいると伝えた時、どうなるのか。自分も、コブラも、まだお互いに自身の分身らしきものと接触はしていない。
　だが、キヨ姫の目が嘘をつくことを許さなかった。
「……あぁ、我々の仲間に、貴方様と瓜二つの少女がいる」
「あら、そうなのね。とても興味深いわ。貴方がたはみんながみんなドッペルゲンガーなのね！」
　まるで新しいおもちゃを得た子どものように目を輝かせながらキヨ姫はヤマトを凝視した。ヤマトは自身がドッペルゲンガーではないと否定したかったが、彼女たちが本物で我々が異端である可能性も否定できない以上、言葉を吐くことはできなかった。
「して、その貴方の友人である私は、どのような方なので？」
　ヤマトは目の前のキヨ姫と、自身の友人であるキヨを交互に連想する。
「……そうですね。活発な少女ですよ。貴方のように。さらには、責任感もある良き女性であると思われます」
「なるほど。ドッペルゲンガーは決して真逆な存在ではない。というわけですね」
「真逆？」
　ヤマトは彼女の言葉に疑問を呈した。看守もまたヤマト同様に首を傾げる。
「いえ、兄上と貴方の友人は性格も真反対の印象を受けました。それに、礼儀の正しい貴方と、騎士を無残に斬り殺す辻斬り。とても同じ性質とは思えません。それとも、貴方にはそういった凶暴性が孕んでいるのでしょうか？」
「……いえ。そのようなことはないはずです」
　ヤマトは純粋な瞳で見つめるキヨ姫から目を反らしながら答える。
「となると、貴方と辻斬りも真逆の存在です。ですので、私と瓜二つの少女がいると聞いた時、きっと乱暴で、教養のない方なのでしょう！　と思っていたのですが、貴方の言葉に嘘はなさそうです」
　彼女は少々芝居がかった話し方をするので、聞いているヤマトの方も飽きはしない。
「まるで自分は乱暴ではなく、清楚で教養のある。かのような物言いですね」
「貴様、無礼だぞ」
　看守がギロリとヤマトを睨みつけた。
「いえいえ、私も貴方のお知り合いを少し無礼に言いました。皮肉を返されても仕方のないことです」
　そういうと座っていた姫は立ち上がる。
「もう少しお話しておきたいですが、そろそろ戻らないと兄上に見つかってしまいそうです。ヤマト＝スタージュンさま。貴方がここにいる間に、辻斬りが現れれば貴方の身の潔白は証明されることでしょう。それまでしばし、この場でお休みください。では」
　姫様はそう言い放ち、ヤマトに背を向ける。看守が敬礼をし、そのまま階段を上がって去ってゆく。
　ヤマトは姫様が完全に去ったのを確認し、そのまま床に寝転がる。
「ふん。光栄に思え、姫様とここまで話すことが出来るものなど、滅多にいないのだからな」
　看守が厭味ったらしくヤマトに言い放つ。
「そうだな。王族と話をするなど、オフィックスにいた頃から中々出来ぬ経験であった。目の前の少女が知り合いの顔に似ているとはいえ、緊張するものだ」
　この威圧感。緊張感の正体こそが彼女が王族たる所以。ヤマトは全身の緊張が途切れ、一気に眠気に襲われた。
「申し訳ない看守殿。私は少し眠る。しっかりと私を監視しておいてくれ。このまま冤罪であることを証明して、仲間と合流したいのでな」
「あぁ、言われなくてもそれが私の仕事だ。しっかりと見張りますよ」
　看守のその言葉を聞いて、ヤマトは疲れ切った己の本能に従うように目を閉じ、眠りへとついた。

　キヨ姫は心を躍らせていた。本当はもう少し聞いてみたかった。己と同じ姿をした少女について。目の前にドッペルゲンガーの可能性がある人達を見つけたのだ。興奮しないわけがなかった。
　彼女は家でいつもこの国の伝承などを飲み耽った。その中でも好きなのが『ドッペルゲンガー』の御伽噺である。父と母によく聞かされたそのお話が大好きであったのだ。彼女の興奮した足は足早に自分の部屋へと歩みを進める。
　そしてそっと扉を開いて、自分の部屋に入る。兄上に見つからなかった安堵で大きく息を吐く。
「ふぅー」
「おい。」
　聞き覚えのある声にキヨ姫はギョッと気を動転させて狼狽えた。
「ち、違うのですお兄様！　す、少し厠へ向かっていた次第で！」
　声の方に向かって必死に弁明をするキヨ姫。しかし、いつもこのように弁明をすると、兄であるコブラ＝ジェミニクスにバレて怒られるのを彼女はいつも学習しない。言いきった後、またやってしまったと自身の中で絶望する。
　しかし、彼女が想定した怒鳴り声が響かないことに彼女は驚いた。怒られると思って閉じていた目をそっと開いて目の前の兄を見つめる。
　実にみすぼらしい恰好をしている兄がそこにいた。
「どうやら本当にあの俺はお前の兄貴らしいな」
「えっ、お兄様？……ですよね？」
「残念。俺はお前のお兄様じゃねぇよ。いわゆる侵入者だ」
　キヨ姫は理解できなかった。目の前にはみすぼらしい恰好の兄がいるのだ。確かに兄はこのような恰好をしない。しかし、容姿が兄とまったく同じなのだ。
「もしかして……『ドッペルゲンガー』さんでしょうか？」
「ドッペルゲンガー？　まぁ、それでいいよ」
　そう言いながら目の前の兄は無造作にベッドに座る。普段の兄であれば言葉は乱暴ではあるが、このような行動は決してしない。となれば
「貴方が、ヤマト＝スタージュンの仰っていたお兄様のソックリさんでいらっしゃいますね」
「おっ、ヤマトの奴、俺のこと話したのか。なんていってた」
「愚鈍で傲慢で救いようのない男だと仰っていたました」
「……あいつ絶対に殺す」
　コブラは牢屋にいるであろうヤマトのことを思いながら、指の関節をパキパキと鳴らす。
　キヨ姫は思わず笑ってしまう。その癖は、兄、コブラ＝ジェミニクスも自分を叱る時に行う仕草なのだ。
「本当にお兄様にそっくりです」
「あんな堅物そうな奴と一緒にすんじゃねぇ。俺は天下の盗人だぞ」
「盗人……ですか。でしたら私の部屋に来たのも何かを盗むためですか？」
　まっすぐとキヨ姫はコブラを見つめる。ここまでまっすぐ見つめられると思っておらず、コブラは困惑した。普通、夜に自分の部屋に会ったことのない者がいれば、もう少し怯えるだろう。それがたとえ兄と瓜二つの男だとしても。
「ったく。そっちこそうちのじゃじゃ馬とソックリってことか」
　コブラはじっと見つめるキヨ姫の目にキヨを見た。
「……ヤマトさんも仰っていた私と瓜二つの少女のことですね」
「ヤマトの奴、そこまで話していたのか。ちなみにキヨのことはなんていっていた。どうせ性格のひん曲がった野郎のことだ。影で悪口を言っているに違いねえ。足癖が悪いだの。我儘だの――」
「活発で、責任感のある良き女性だと仰っていました」
「あの野郎……俺のことだけぼろくそ言いやがって」
　コブラは今、牢で寝ているであろうヤマトに対してさらに殺意を抱く。
　牢で寝ているヤマトはなぜかくしゃみをし、監視していた看守を驚かせた。
「して、盗むものはなんなのですか？　私は今すぐ叫んで貴方を追い出すこともできるのですよ」
「けどやらねぇ。もしやってしまえば、後がなくなった俺がどんな強行に出るかわからねぇからだろ？　お姫様」
　キヨ姫は見透かされたことに顔をこわばらせる。目の前のコブラは、姿や言動こそ、我が兄に比べて粗暴だが、頭の回転においては兄に匹敵すると確信した。
「質問にお答えします。お譲りできるものでしたら大事にせずにそのまま持って行ってかまいませんので」
「随分と余裕で言うねぇ。ならここにある金目のものでも貰っていくのもありかもな。元々はヤマトを助けるつもりだったけど、腹立つし」
「いいでしょう。ならば持ってゆきなさい。それで貴方の生活が潤うのであれば、多少の窃盗。見逃しましょう」
「本当にいいのかよ。じゃあ何持って行こうかな」
　コブラは拍子抜けしたが、その後、すぐに彼女の部屋を漁った。その漁っている間もキヨ姫はじっとコブラを睨みつける。
「貴方、お名前はなんというのですか？」
　キヨはまだ漁っているコブラに対して話しかける。コブラはキヨ姫の方を見ず、物色を続けながら答える。
「コブラって言う。もちろん偽名だ」
「兄上と同じ名前。偽名ということはどういうことですか？　本当の名は？」
「知らねぇ。俺は孤児だったんだ。親の顔も知らねぇ」
「……そこまで兄上と同じ」
「なんだと？」
　キヨ姫の発言に流石にコブラはキヨ姫の方を見るしかなかった。
「私の兄。コブラ＝ジェミニクスは両親を亡くした孤児でした。たまたま兄を見つけた父と母が私の世話役として養子に取ったのが兄上なのです」
「へぇ、こっちの俺は随分ラッキーな人生歩んでいるんだな」
「貴方は……何をなさっていたのですか？」
　キヨ姫は興味津々になってしまった。目の前の男は兄と同じ容姿をしていながらも、兄とまったく違う生き方をしている者。その者の生き方を知りたくて仕方がなくなったのだ。
「だから、町中から食いもんとか、色々漁ったり、盗んだり、労働して対価として恵んでもらったり、色々だよ」
「この国でですか？」
「いや。違う。この国に来たのはつい先日だ」
「今牢にいるヤマト＝スタージュンも同じ時期ですか？」
「あぁ。一緒に入ったからな」
「でしたら、ヤマト様からお聞きした私と瓜二つの少女は」
「そいつも一緒に来た」
「貴方たちの目的はなんなのですか？」
「あぁ？　あぁー。ちょっとな。これ、話していいのかな？　星巡りっつう儀式のために各国を巡っている」
「各国……？　国の外に出ているのですか？　この時代に？　わ、私と瓜二つの少女もまた旅に？　あ、兄上と貴方のように。私と瓜二つの少女も、身寄りのない方だったのでしょうか？」
　キヨ姫は必死にコブラに問いかけた。もし、ここでコブラが自分の想定している最悪の答えを提示すれば、自分は耐えることが出来ないからだ。違う。違うのだ。自分と瓜二つの少女なのだから。自分と同じ。あるいは真逆。そうであってほしい。そうでなければ困る。
　もし、自分と同じなのに真逆のことをしていたのならば――それは許し得ないことなのだ。
「いや。両親は死んじまっているが、王族だよ。キヨ＝オフィックス。つっても国を追われた元女王様だな」
　キヨ姫の中で何かが砕けた。狼狽えて目が泳ぐ。
「お、お聞きしてもよろしいでしょうか？」
「あぁ」
「貴方たちは旅に出ているとお聞きしました。山は登ったのでしょうか？」
「あぁ。登った」
「川。というものを見ましたか？」
「あぁ。見たぜ。そこで魚を取って食った」
　コブラの言葉にキヨ姫はさらに動揺する。自分の姿をした少女が、山を登り、川を巡っている。外の世界で伸び伸びと生きている。その光景を想像する。自分が、お兄様と一緒に、世界へ旅に出る光景を。とても美しく見えた。そしてそれを、自分と瓜二つの少女が行っている。
「なんだ、どうした？」
　コブラは明らかに動揺しているキヨ姫を心配した。彼女の顏を覗き込もうとした時、彼女のベッドの下から何か物が見えた。それを拾う。
「へっ、やっぱり影法師か」
　コブラはカストルが言っていたことを納得した。彼女のベッドの下に入っていたのは、あの『ヘラクロスの冒険』だったのだ。さらに漁ると、城内にある噴水や、練習している騎士団たちの絵が描かれた画版がいくつか見つかった。キヨとまったく同じである。
「なるほどね」
　コブラは何かを納得し、懐から一枚の小さい画版を取り出す。手癖の悪い彼が、持ち運べそうだなと感じたが故にキヨからくすねた彼女の書いた絵だった。
「ほらよ」
　コブラはその絵をキヨ姫に渡す。
「これは？」
「あんたと瓜二つのキヨからくすねた絵だ。お前も絵を描くなら見たいんじゃないかってな」
　コブラから差し出された絵を受け取り、見つめる。コブラの懐に入るようなものだから手の平より少し大きい紙に書かれた繊細な絵だった。
「タウラス民国で少しだけ手に入れることが出来た紙が嬉しくて描いた絵だな。あいつ、俺がくすねたの気づいたら絶対蹴られるな。ハハッ」
　悪戯っぽく笑うコブラだが、単にいやがらせのためにくすねたのではない。キヨが描いたこの、一緒に旅をしている三人と、川の滝の迫力を描いたこの絵に対して感動を覚えたのである。
　自分が欲しいと思ったものはくすねるのがコブラの心情である。
「すごく。綺麗」
　キヨ姫は思わず声が漏れた。コブラの言っていた言葉を思い出した。ようやく手に入れた紙で丁寧に描かれた絵に嫉妬した。自分の部屋には大量の紙がある。しかし、その絵は全てこの城の中にあるものだけ。このような壮大な絵を書きあげたことはない。自分の描く絵なんかよりも小さい。両手に収まる程度の小さな紙に描かれた絵なのに、自分が贅沢に描いた大きな絵なんかよりもよほど迫力と、愛情が感じられた。キヨ姫が見たことのない滝のすさまじさが伝わってくる。
　キヨ姫は思わず下唇を噛む。悔しい。悔しい。自分と同じ存在が。王族なのに外に出て、自由に絵を描いている。自分の描きたいものを、自分よりも上手に、友にも恵まれている。自分には兄しかいないのに。狡い。狡い。狡い。狡い。狡い。狡い。狡い。羨ましい。羨ましい。羨ましい。羨ましい羨ましい羨ましい。
「いいなぁ」
「ん？　どうした」
「……盗人様」
　静かな声でキヨ姫がコブラに話しかける。
「なんだ」
「私を連れ去ってください。そして、貴方のいう。私と瓜二つの少女。キヨ＝オフィックスに会わせてください」
　コブラは突然言い出した彼女の言い分に戸惑ったが、彼女の目が本気であることを示唆した。
「いいねぇ。盗人様として、あんたを誘拐してやるよ。気障な騎士団長なんてやっている俺に一泡吹かせるいい機会だ」

　その夜。ジェミニクス王国の女王。キヨ＝ジェミニクスが行方不明となり、翌日のジェミニクス王国を激しく震撼させた。
　アステリオスはミノタウロスと『ラビリンス』のアジトで休み、ヤマトは牢の中で眠り、キヨは『影の町』で気を失う中、コブラはキヨ姫を抱えて夜の町の闇の中へと消えていった。










第五節　王を恨む者『辻斬り・ヤマト』





　ヤマトが目を覚ましたのは、牢の鉄格子を何度も蹴る大きな音がしたのがきっかけだった。目の前には、キヨ姫の兄君であり、ヤマト＝スタージュンを捕らえた張本人。コブラ＝ジェミニクスだった。
　ヤマトは酷く驚いた様子で目を丸くしている。
「おい！　とぼけんじゃねぇ！　てめえ、気キヨに何をした！」
　目覚めて早々に怒鳴られる。このような経験が今までなかったヤマトは状況を把握することができずに困惑する。
「こ、コブラ騎士団長。キヨ姫様に、何があったと言うのですか？」
　ヤマトは必死にコブラに問いかける。その態度にさらにコブラは腹を立てた。
「お前何しらを切ってやがる！　昨日妹がこのに来たのは確認済だ。そして今朝いなくなってやがる！　お前が何かしたに決まっている！」
　コブラ騎士団長はそういってまた大きく鉄格子を蹴る。このまま折れてしまうのではないかというほどの強い蹴り。
「騎士団長様。私が証言します。この者は件の姫様失踪事件とは関係はありませんよ」
　怒り狂う騎士団長を静止したのは、一日中ヤマトを監視していた看守であった。
「それに、昨晩。また辻斬りに一人の騎士が斬られたと報告を受けました。この者は辻斬りではありませんよ」
　ヤマトは擁護してくれる看守に視線を向ける。それと同時に、キヨ姫が消失した。という事実に驚いた。
「看守、お前こいつから賄賂とか、受け取っていないよなぁ。捕まった時、こいつの身なりは良かった。隠し金でも忍ばしていたかもしれねぇ。それに、件の辻斬りだって、捕まったこいつに影響されて、真似ただけの愉快犯の可能性もある」
　コブラは先ほどまでの怒りをそのままに、しかし、冷静に看守に詰め寄った。看守も信用を得るために、じっとコブラの目を見つめる。しばらくにらみ合う両者をヤマトは見守るしか出来なかった。
「……ちっ。後ろめたいことはないようだな。だが、妹が来たことは本当だな」
「えぇ。事実です。騎士団長様には内緒にしてほしいと仰っていましたが」
「何を話した。全て正直に言え」
「かしこまりました」
　看守は説明した。
　昨日、キヨ姫がヤマトの元へ赴き、自分はヤマトには身の潔白があると話したこと。ヤマトが騎士団長であるコブラと同じ顔をした男と知り合いであること。さらにはキヨ姫と顔が同じ者とも知り合いであること。
　この国に伝わる『ドッペルゲンガー』の話。その全てをコブラに伝えた。
「俺と同じ顔の男だと？」
　眉を細めてヤマトを睨むコブラに対してヤマトは一度大きく息を吸って気持ちを落ち着かせる。
「えぇ。私の友人、コブラという男が私がやってきたオフィックス王国では、盗人を働いておりました。今はその贖罪の旅として、オフィックスの周囲にある１２の国を巡る旅を行っておりました。
「それでてめえは？」
「罪人コブラがしっかりと任務をこなすよう監視を仰せつかった騎士として彼の旅に同行しておりました。」
　捕まった当初は、説明をする余裕もなかったが、ヤマト自身。この国にはドッペルゲンガーという伝説があること。そしていまは自分よりも意識を向けなければならぬ問題を騎士団長が抱えていることに、話を聞いてもらえる機会だと考え、自分たちの経緯を話す。
「オフィックス、あのでっけえ壁に囲まれた鎖国か。あそこから使者ねぇ。よく出来た話だ」
「信じてくださらないのですか？」
　ヤマトはじっとコブラを見つめる。その目をコブラはじっと睨み返す。
「……話全てを信じるわけではないが、お前が騎士だっていうことはわかったよ。まっすぐな目をしている」
　コブラは根負けしたように溜息をついて、ヤマトから目をそらす。
「そして？　看守の言葉を信じるのであれば、こいつは妹の失踪に関わっていない。間違いないな」
「えぇ、もちろん辻斬りでもございません」
「その潔白はまだ信用できない」
　騎士団長コブラは強情にヤマトを辻斬りだと疑った。ヤマトはどうすれば証明できるか必死に考える。
「そうだ。その昨晩斬られた男を連れてきてくださいますか？」
「どうするつもりだ」
「私とその件の辻斬りは恐らくドッペルゲンガーです。昨晩斬られた彼が、私を見て、斬った男と同じだと言えば、それは外に私と同じ顔の男がいると言うこと。そして私本人は看守殿の証言により、ずっとここにいることが証明されています。で、あるのであれば。私と同じ顔の辻斬りが存在し、私はそれに間違えられて囚われた。ということで間違いないのではないでしょうか」
「……確かにいい案だ。斬られた奴も騎士のはしくれ、斬った奴の顏くらいちゃんと見ているだろう。連れてこい」
　ヤマトは思わず歓喜に顔が緩んだ。このまま斬られた男がしっかりと辻斬りの顔を見ていれば、ヤマトの身の潔白を証明できる。この牢からの解放も不可能ではないだろう。
「騎士団長殿」
「なんだ？」
　斬られた騎士を待っている間、ヤマトはコブラ騎士団長に話しかけた。
「もし、これで私に無実が証明された場合、私の処遇でございますが」
「……牢からの解放がお望みか？」
「えぇ、それはもちろん。しかし、私がまた野に放たれれば、あなた方は、私と辻斬りの見分けが難しく、振り出しに戻ってしまいます。ですので――」
　ヤマトの言葉を聞いたコブラは思わずにやけてしまう。彼自身。件の辻斬り事件に大きく前進すると感じたからであった。


　両手に手錠をしている状態でヤマトは出所した。しかし、逆に言えば、それ以外は正装である。腰には自身の剣も携えている。
　彼の横には騎士団長コブラと、その部下が二人ついている。
「いいのか？　両手塞いでしまって」
「えぇ。騎士団長様。いざとなれば貴方様が切ってくださればそれで。なるべく信用されたいので」
　ヤマトがコブラに提案したのは、自分のキヨ姫捜索。そして辻斬りの捜索への協力だった。
　斬られた男の証言により、無実が証明されたヤマトは、自分と同じ顔の男に興味が湧いた。そしてこれこそ、このジェミ共和国(今は王国であるが)における『儀式』の一環なのだろう。と感じた。
　だとすれば、恐らく自分と瓜二つの人間に会うこと。それを解決の糸口にしようと考えた。
　そこで提案したのが、自身の臨時騎士団への入団であった。
　キヨと瓜二つの少女を知る男がいることで、仮にキヨ姫と同じ顔の者を見つけた時、その娘がキヨ＝オフィックスかキヨ＝ジェミニクスか。判断できるのはヤマトのみである。さらに、辻斬りが出た時の資料に出来る。ヤマトはここに来る前、騎士団の者たちに物凄く顔を凝視された。彼らもヤマトの顔を覚えたのだ。
　これで『騎士団長と一緒にいないヤマトのような顔の者』は辻斬りということになる。
　騎士団たちの捜索率もぐっと上がったのだ。
「では、行くか」
「えぇ」
　コブラとヤマトが肩を並べて、キヨ姫捜索を始める。


　少女は興奮していた。ここまで強い風に煽られ、命の危機を抱いたことは初めてのことだったのだ。
「す、すごいのですね！　屋根の上というのは」
　少女は小さな声で、自身をこのような場所に連れてきた男に話しかける。男はそんな彼女の方を見ずに、注意深く屋根の下を確認する。
　少女はおずおずと怯えながらも、気持ちのよい風に興奮していた。状況が状況なら、国民にバレてもよいほどの大きな声で叫んでしまいたいほどだった。
「おい、姫様。しばらくここに立ち止まるぞ」
「あっ。はいおにいさ――いえ、コブラ様」
「わざわざ敬語はいいっての」
　目の前の男。盗人コブラは、慣れない様子で頬を掻いた。目の前の少女、キヨ＝ジェミニクスに敬語で話されると、コブラは背中の辺りが妙なくすぐったさに襲われてしまうのだ。
「しかし、屋根伝いに移動してゆくとは驚きました」
「つっても、お前もすぐに順応しやがって。やっぱり元がキヨってことか」
　この二人、城の窓からは死角になって見えないように屋根から屋根に移動を続けている。
　飛ぼうと思えば飛ぶことは容易な屋根から屋根の移動は、不慣れなものからすれば、相当度胸の必要な行為であるが、キヨ姫はコブラが飛び移った行為を見ると、ひょいっと簡単に飛んでしまった。これにはコブラも感心した。今の姫は姫だとバレぬように麻布を服のように被り、頭部を隠してる。
　コブラはもう一度ぐるりと辺りを見渡す。
「よし、降りるぞ」
「はい」
　コブラの指示に従い、ゆっくりと、屋根から裏路地の道へと降りてゆく。
　キヨ姫は恐る恐る降りるので、コブラ一人の時よりも時間がかかる。コブラは、常に騎士団たちを警戒する。そろそろキヨ姫が失踪して捜索を始めている辺りだ。町に騎士の数が増えた気がする。
「これで、キヨがどこにいるのかわかればはやんだがなぁ」
　コブラは、キヨ姫に言われ、キヨの居場所へと案内しようとしていた。しかし、そのコブラ本人も、キヨの居場所を知っているわけではない。騎士にバレないように。キヨを探していかねばならない。
「もしかして、お前を攫わずに、俺だけでキヨを探して、キヨ連れてきた方が良かったかもな」
「そう意地悪を言わないでください」
　キヨ姫は困った顔をしながら、コブラの袖を掴んで懇願した。このようなキヨも新鮮で、またコブラは背中の辺りに妙なこそばゆさを感じた。
「とにかく、誰か知っている奴に会えたらいいんだけれどな」
「ヤマト様とかでしょうか」
「あいつはいらない。アステリオスって奴と、キヨに会わないと」
　コブラの言葉を聞いてクスクスとキヨ姫が笑う。
「なんだよ」
「いえ、ヤマト様とコブラ様は仲がよろしいのですね」
　クスクスと笑うキヨ姫にコブラはさらに困惑し、彼らは町の影に潜んでゆく。


　目を覚ましたアステリオスとミノタウロスは子どもたちに別れを告げて町中を歩く。
「わりと堂々と歩くんだね」
「あぁ？　なんでだ？」
「ほら『ラビリンス』って騎士団にも追われているって」
「あぁ。確かにな。だが、堂々としてれば案外どうってことねぇって。町の人は親切だしな」
　そう言いながら、一人の女性がミノタウロスに挨拶をしたので、ミノタウロスも女性に挨拶を返した。歩いていると、何度かこういった光景を見る。
「騎士団だって、本来なら現行犯でしか捕まえれねえんだよ。しいて襲ってくる騎士がいるとすりゃ、それは手柄が欲しい出世狙いの奴くらいだ。そういった連中なら、返り討ちにしてやればいい」
　その筋肉で太い腕をアピールしてアステリオスに笑顔を向けるミノタウロス。
「本当に、頼もしいね。それで？　どこに向かおうとしているの？」
「……『影の町』だ。きっとそこにお前さんの仲間はいる」
　ミノタウロスはさっきの笑顔を無くし、まっすぐと前を見て話した。
「昨日も言っていた『ドッペルゲンガー』と関係があるの？」
「あぁ。ドッペルゲンガーは自分の知っている人と同じ姿になって子どもたちを『影の町』へ連れていっちまう。という話がある。もちろん、実際には影の町の治安の悪さからそこに近づくなって意味の御伽噺だが、身を隠さなきゃなんねぇ連中なら、あの町はいい場所だ。……子どもを捨てるのにもな」
　ミノタウロスは最後に言った言葉の後、眉が少し歪んだ。何かにイラついているようだった。すぐにアステリオスはその意味を理解した。
「もしかして、ラビリンスの子たちって」
「あぁ。俺が『影の町』から拾ってきた。みんなこの世の全てに絶望したような顏してたよ。捨て子なのかなんなのかわかんねぇが、ほっとけなかったのさ。それこそ、本当にドッペルゲンガーに攫われちまったのかもな。あそこにいた時の経緯は俺が介抱している間にみんな忘れちまっている。いや、忘れようとしているのかもしんねぇ」
　ミノタウロスとアステリオスは歩みを進める。だんだん人通りが少なくなってゆく。空気も重くなってゆく。
　『影の町』が近づいているのだ。カラスの鳴き声と腐敗臭が少しする。
「料理人にとって、もっとも嗅ぎたくない匂いだな」
「ははっ。ちげぇねぇ」
　アステリオスとミノタウロスが足を踏み入れた影の国はそこら中にだらけきった人間が壁にもたれていたり、床に寝そべっていたりした。その全員が少し痩せこけており、目から生気を感じない。目を開けていても、起きているのかわからない。
　平和そうに見えたジェミ王国からは想像も出来ない。
「ただ、なんでこうなっちまっているかは誰にもわかんねえんだよ。突然、姿を消し、次に家族とかがここで見つけた時にはこの状態ってことなんだ。うんともすんとも言わねえ。そのうち家族とかも腫物を扱うように、離れちまう。まぁ、そもそもこの環境に足を踏みいれたくないのが正直なところだろうな。突然家族が消えた。必死に探すも見つからない。だとすればこの町で……。ってところまで想像して、その現実を見たくないからここには滅多に人が来ない。だからガキ共を捨てるのにもちょうどいいんだよ」
　ミノタウロスはぼやきながらも辺りを見渡す。アステリオスも、自分の知り合いがいないかどうかを必死に探す。
「あっ！」
　アステリオスは思わず声を出す。ミノタウロスもその声に反応してアステリオスの近くに来る。
「キヨ！　キヨ！」
　アステリオスは慌ててぐったりとしている彼女の元へと駆け寄った。
　倒れて眠っている彼女にミノタウロスは酷く困惑した。
「どうやら、アステリオス。お前が言っていたことは本当のようだな。なんてこった。本当に王女様と瓜二つじゃねぇか」
「起きてキヨ！　起きて！」
　とても弱っているのがわかった。アステリオスは、キヨの呼吸があるのを確認すると、持ってきていた水を彼女に飲ませた。
「はぁ……はぁ……」
「なぁ。アステリオス。こいつ。本当にお前の知り合いのキヨって子なんだよな？」
「うん。来ている服も、僕らが国に入った時と同じものだ。僕は姫のキヨを見たことがないからわからないけれど。お姫様はこんな恰好しないでしょう」
「かはっ！」
　キヨは喉にアステリオスに飲まされた水を詰まらせたのか大きく咳込む。
　その後、ゆっくり目を開けて、アステリオスを見る。
「あれ？　アステリ……オス？」
「そうだよ。キヨ！　起きて、何があったの？」
　キヨは朦朧とする意識の中でアステリオスを見つめるが、その視界は揺らめいてゆく。
　そしてまた気を失って眠ってしまう。
「とりあえず、『ラビリンス』まで運ぶか。このままだと姫に間違われて騒ぎになる。顏を隠して運ぼう」
「そうだ。それなら僕の調理機材も取りに行きたい。まだあそこにあればいいけど」
「とりあえず。安全な場所へ向かおう」
　ミノタウロスはキヨをおぶって『影の町』を出ることにした。
　その様子を星術師の一人、ポルックスが見つめている。


　騎士団長コブラと、ヤマトは辻斬りとキヨ姫の捜索に尽力していた。しかし、二人とも中々見つからず、捜査は難航していた。
「おい。ヤマト＝スタージュン」
　しびれを切らしたのか。コブラはヤマトに対して話しかける。
「どうしたましたか？　騎士団長様」
「ちょっと息抜きが必要だ。お前のお友達らしい俺と同じ顔の奴について、もう少し聞かせろ」
「……この話は貴方を侮辱しかねない内容ですが、よろしいので？」
「こっちもてめえのこと辻斬りだのなんだのと侮辱している。覚悟の上だ」
「では、私の知るコブラという男について話をさせていただきましょう」
　そしてヤマトは語った。ときおり、騎士団長コブラの顔色を伺いながら、コブラと自分の馴れ初め、初めて会った日に金的を喰らったこと。この大任を担ってすぐにコブラと食べ物の取り合いになったこと。そこでキヨ＝オフィックスと出会ったこと。
　夢の国でのコブラの行動。力の国でのコブラの行動。オフィックスで彼が何をしていたのか。彼がこのジェミ王国に入る前に語ってくれたことをそのまま話した。
「なるほど。まったく赤の他人のはずなのに、俺もジェミニクス王夫妻に拾われなければ、もし旅に出れば、そう言った連中を前にしたら、同じ行動を取るだろうという不思議な確信がある。人相が似れば行動も似る。ということだろうか」
「騎士団長様は博識な印象を受けます。私の知るコブラとは大違い」
「いや何。拾われの身とはいえ、王族だ。血という誇りのない王族なぞ、みなに疎まれるに決まっているのでな。幼い頃より勉学には励んだ。口の悪さは治らなかったけどな」
　にひひと笑う騎士団長に益々コブラと似ていると感じてしまったが、それ以上にヤマトは彼に親近感を覚えた。
「そうですね。血の繋がりがない。というのはやはり辛いものですよね」
「お前もわけありか？」
　コブラは鋭い目をヤマトに向ける。
「えぇ、私も貴方様と同じく拾い子です。貴族。スタージュン卿に養子にして頂けた身分です。他国の血で容姿が異なっていたこともあり、同年代の貴族には貴方様と同じく疎まれました。故に私は結果を求めて鍛錬に精を出してきました。それでもまだ冷ややかな目で見るものも多く。私は、拾い子の身分でありながら、騎士団長まで上り詰めた貴方を尊敬致します」
　ヤマトは空を見上げながら、コブラに対して話した。コブラはその話を聞いた後、静かにヤマトの背中を叩く。
「今までお前の態度を見ていればわかる。お前は優秀な騎士だ。それを評価しないなんつうのはオフィックスの騎士団長とやらはよほど無能に見える」
　彼なりの励ましなのだろう。ヤマトは、あの憎きコブラと同じ顔の男に励まされている事実になんとも言えぬ気恥ずかしさを感じた。
「どういう……ことだ？」
「団長！　目標、捕らえました！」
　小さな声がした。コブラとヤマトの前に立つ、顔を覆っている男がこちらを見ている。彼らの後ろに立つ兵士がコブラたち二人に気づかせるために叫ぶ。
　二人はすぐに目の前の男を見る。顏ははっきり見えないが、ヤマトにはすぐにわかった。違和感を抱かぬほど。背格好と、漏れ出た声が同じなのだ。
　ヤマトの背筋が凍る。
「ヤマト＝スタージュン。お前の錠を外す。手伝え」
「良いので？」
「同じ境遇のよしみだ。裏切るなよ」
　コブラの部下が鍵を出してヤマトの錠を外す。
「なんで、俺と同じ顔の奴がいる。しかも……王族なんかと！　殺す！　殺す！」
　辻斬りは叫びながら剣を構えてコブラに対して突進を仕掛ける。ヤマトはすぐに剣を抜いて、その攻撃からコブラを守る。
「なっ！」
　辻斬りの攻撃を受け止めたヤマトは彼が持つ得物に動揺した。
　細身の片刃の剣を辻斬りは持っていた。
「ありえないそれは！」
　ヤマトは重なる剣で思いっきり、辻斬りを押しのける。
「剣の腕は達者だなヤマト＝スタージュン」
「はぁ……はぁ……」
　ヤマトの動悸が激しくなる。斬られていない。この戦況で動揺するのは相手の方だ。なのに、止まらない。心臓の鼓動が止まらない。
「ふぅーっ！ふぅーっ！」
　辻斬りは興奮したように息を荒げてこちらを睨みつけている。
　その顏は自分の顏だ。オフィックスに来て、スタージュン卿の元で育ってからはしてこなかった顏。
　幼い頃、ずっとしていた顏だ。
「その顏を……俺に見せるなぁ！」
「どうしたヤマト！」
　ヤマトは荒ぶって辻斬りへ突進をした。ヤマトの剣は確実に辻斬りの命を狙っていた。辻斬りもまたヤマトの心臓部を狙っている。互いにそれを防ぎ、攻撃している。互いににらみ合いながら吠えている。
「おい！　ヤマト！　落ち着け！」
　後ろからコブラの声が聞こえる。だが、止められない。ヤマトの耳にコブラの言葉は届かない。
　背中から何かぞろぞろと黒い手が肩に触れてくるような感覚に襲われる。影の中へ落ちてこい。落ちてこい。とヤマトを誘う。だが、ヤマトは怒り狂い目の前の辻斬りしか見ていない。
　次第に引っ張っていた影はヤマトの身に纏わりつき始める。その影がヤマトに力を与えているのか。ヤマトはさらに心地が良い。
「王族と！　その騎士は殺す！　よくもタケルを！　タケルをぉ――！」
　辻斬りの言葉は途中で遮られた。ヤマトが辻斬りの口に向かって、剣を突き刺す。貫通した剣を引き抜く。辻斬りの顏がぐちゃぐちゃになり、血が流れてゆく。息の荒いヤマトの頭が揺れる。誰かに突進されたのだ。
「お前っ！」
　コブラはすぐにヤマトの背中に飛び移り、重心を乗せてヤマトを倒す。
　身動きが取れないように十手で、
「何をやっている！　捕らえなきゃ意味ねぇだろうに！」
　騎士団長コブラはそれよりも驚いたのは、ヤマトの剣筋であった。騎士を名乗る者が持つ剣は、叩くという意味合が多い。突き刺す。という方法を取るのは、それでこそ、細身の剣でこそ有効な手段のはず。ヤマトが持つ剣は、コブラたちが持つ剣と同じ形状だ。であれば、やはり用途は叩き斬るが主流。
　咄嗟にやったにしてはこなれている。
「はぁ……はぁ……」
　目の前でずたずたになった己の顔を見て、コブラに抑えつけられてようやく冷静に戻りつつあるヤマトは呼吸を整えるようにゆっくりと息を吐く。
「辻斬りとしての罪は冤罪だったが、貴様は殺人を犯した。現行犯で捕らえさせてもらうぞ」
「待ってくれ。一つだけ、確認をさせてくれ」
　ヤマトは首も腕も足を全てを封じられて動けない状況でコブラに懇願する。
「なんだ」
「承諾されないと思うが、あの、奴が持っていた剣に、触れさせてくれ」
「頼む」
　ヤマトの真剣な眼差しにコブラはしばし悩む。
「触れるだけだぞ」
　コブラは残りの部下２人に指示をして、身体全体を固定し、コブラ自身はヤマトの手の甲に抑えるように手首を動かせぬように固定する。
「これなら、その剣に触れても振り回せねえだろう」
　そういってコブラは、そっと剣をヤマトの手元に持っていく。じっくりと剣を見る。間違いない。これは刀だ。柄をそっと撫ぜて、ぎゅっと掴む。
【おめでとう。最悪の達成方法だけど、君は儀式を完了させた。残りの三人がそれを終えるまで、待っておくと良いよ】
　突然脳内に響いた声。この声はカストルの方だったか。とヤマトは理解した。
――忘れたかったのに、全てを思い出してしまったな。これでは、見なかったことにできない。
　ヤマトは剣を握りながら物憂げな表情をする。
　その直後だった。ヤマトが伏している地面から黒い影が広がり、ヤマトの身体が影に沈む。
「おい！　お前！　どうなってやがる」
　まるで大きな石がゆっくりと水に落ちた時のようなとぷんと音を立てて、ヤマトの身体と、辻斬りが持っていた身体が沈んでいった。
　彼を取り押さえていたコブラと、その部下二人は何が起こったのかわからず、座ったまま互いの顔を何度も見る。
「ヤマト……あいつがドッペルゲンガーだったってことか？」
「いえ、ただ。いかがなさいましょう。辻斬りの死体も、いつの間にか消滅しています」
「……ちっ」
　立ち上がったコブラは消滅したヤマト、そして辻斬りの死体のあった場所を見つめて、そこに何もないことに苛立ちを覚えて舌打ちをする。
「終わっちまったもんは仕方ない。次はキヨだ。妹の行方を探す。お前ら二人は、騎士団に、辻斬り問題は解決したことを報告してくれ」
　部下二人も慌てて立ち上がり、敬礼し、コブラの指示通りに走り去ってゆく。
「……寂しい別れ方だな。ヤマト＝スタージュン」
　小さな声で騎士団長は呟いたが、それに応えてくれる者はおらず、彼もまた妹を探しに、町を走った。









第六節　捕らえる者・逃れる者




　キヨ姫とコブラは路頭に迷っていた。
　それもそのはずである。彼らは目的地であるキヨ＝オフィックス本人の居場所がわかっていない。彼らが行動しているのは騎士に見つからないように移動しているだけである。
「申し訳ございません。コブラ様」
「静かにっ。騎士団の奴らがいる」
　疲れで息が荒れているキヨ姫の声を静止する。物陰が覗くと、騎士が辺りを見ながら通り過ぎている。見つからないように身を隠す。
　コブラは頭の中で十数える。騎士団が気づいていないのであれば、これくらいの時間があれば、辺りから姿を消すだろうと踏んだからだ。
「キヨの野郎。マジでどこにいやがんだぁ？」
　コブラは頭を巡らせる。と言っても、この町の形状を少し覚えた程度で、どこに何があり、人が集まる可能性がある場所、その上でキヨが行きそうなところなど、見当もつかない。
　普段の自分であれば手当たり次第に向かうのだが、キヨ姫がいる。あまり大袈裟には動けない。
「とりあえず、一旦登るぞ」
　コブラはもう一度辺りを大きく見渡そうと、屋根を上り始める。キヨ姫も頷いて登る。
　もう何度目かの屋根登りに慣れたキヨ姫もコブラに負けじと足取り軽く登ってゆく。
　上から見下ろしていたコブラはやはり、キヨだなと感嘆する。
　上に登り終えて、辺りを見渡す。
「何か、見えそうですか？」
「待て、今それを調べている」
　辺りを見渡す。すると、広場を見つける。そこに何か屋台のようなものが置きっぱなしになっている。コブラはすぐにそれに気づいた。
「あれは……」
　コブラはちらりとキヨ姫を見つめる。キヨ姫はすぐに移動を始めると言う意味を理解して、走ってゆくコブラについてゆく。
　キヨ姫はコブラと一緒に移動している時、小さい時。兄である騎士団長と一緒に鬼ごっこをして遊んだことを思い出す。
　彼女が鬼になると兄の方が足が速いので、どうしても追い付けず、鬼ごっこではなく、ただ彼女が兄を追いかけているだけのゲームになってしまう。
　クスクスと彼女は思わず笑みを浮かべる。
「なんだ急に」
　コブラは、普段のキヨが朗らかに笑うことが少ないこともあり、今のキヨ姫の表情に困惑する。照れくさいのである。
「いえ、どこに向かわれるのでしょう」
「ちょっと良いもの見つけてな。それをしっかり確認する」
　コブラとキヨは軽快に屋根と屋根を飛び越えてゆく。
　コブラの足音はしない。しかし、キヨ姫は飛び越える度に屋根瓦の音が鳴る。
「おい、気をつけろ」
「すみません！」
　キヨ姫は咄嗟に謝りながら、慎重に着地して、なるべく音を鳴らさぬようについていく。
「コブラ様は、兄と同じように、私をお叱りするのですね」
「お前がキヨに会いたいって言ってるんだ。そのお前のミスでバレちゃあ意味がねぇから言ってるんだよ」
「いえ、お優しいです」
　キヨ姫は思い出す。父と母を失い、全ての者は彼女に優しく接した。彼女は両親を失ったショックで自棄になっていた。それをみな見守っていた。しかし、兄だけは彼女を叱った。
『正当な後継者はお前だ。しっかりしろ』
　兄だけが彼女を叱責し、彼女を王女へ導いた。そう、いつも。この顔が彼女を導くのだ。
「あの、コブラ様」
「なんだ？」
「あの、私と同じ顏であると言う彼女とは、どういった関係なのですか？」
　キヨ姫の質問にコブラはしばし熟考する。
「よし、下るぞ」
　コブラはそっと家の屋根と屋根の境目から地上に降りてゆく。キヨ姫もそれに続く。
「お前はここでちょっと待ってろ」
　コブラは辺りを見渡してキヨ姫を物陰に案内して、布をかぶせてゆく。
「あの、コブラ様っ」
　コブラは、キヨ姫の静止を聞かずに、件の広場へ足を運ぶ。もう既に夕方ごろ、人通りは少ない。ただおかれただけの屋台に、住民は興味を示さず、その屋台を見つめているのはコブラ一人であった。
「やっぱり、これはアステリオスの者だ。ってことはこの辺にいるのか？」
　コブラは、アステリオスの屋台を見渡す。屋台の中で具材などが散らばっている。何かあったのだろうかとコブラは勘ぐる。
「この辺で待っていればアステリオスが来るかもな。もしかしたらキヨと合流しているかもしれねぇ」
　その時だった。貴婦人の悲鳴がする。その声の先をコブラはすぐに振り向く。すると向こうから奇妙な形をした小さい鉄棒を握った男が突進してきていた。コブラはすぐにこれを躱す。
「てめえ！」
　コブラはすぐに突進してきた男を理解した。
　自分と同じ顔をした男だったのだ。近くでみるとより、自分と似ていると実感する。
　しかし、自分はここまでまっすぐな目をしているだろうか。
　コブラの心に少しざらつきが見える。しかし、コブラはその感情を振り切り、彼から距離を取る。
「おいおいおいおい！　一般市民に突然突っかかるとは、騎士団長様はおっかないねぇ！」
　自分の顔をした男に吠えるコブラ。騎士団長は十手をコブラに向けて構えながら、コブラをじっと見つめる。
「俺と同じ顏の一般市民か。信じがたいな」
「信じてくれよ。似ているだけだ」
「ならば一般市民であることは信じよう。しかし、それでも貴様はここで捕らえさせてもらう！」
　騎士団長は怒鳴る。それと同時に、キヨ姫の悲鳴が聞こえる。
「落ち着いてください。姫様！」
「違うのです！　兄上！　私が勝手に！」
「お前は黙れキヨ！」
　騎士団長はコブラの方から視線をそらさずに弁明をするキヨ姫に怒鳴りつける。まるで刷り込みのように怒鳴られたキヨ姫は言葉が詰まってしまう。
「貴様には、王女誘拐の重罪がある。一般氏名でも、俺が攻撃する理由があるだろう？」
　コブラは状況を理解して舌打ちをした。
　辺りの市民は動揺した。目の前には自分たちの知る騎士団長と、その彼と同じ顔の男が対峙している。その上で、騎士団長と同じ顔の者が姫を誘拐した。という言葉を聞いて市民たちは各々野次を飛ばす。
「おいおい！　ってことはあいつはドッペルゲンガーか！？」
「いや、あれは空想上のものでしょう！」
「けど、あの誘拐犯、明らかに騎士団長と同じ顔をしているぞ！」
　辺りは混乱している。その状況でも、騎士団長はコブラから目を離さない。おかげでコブラは迂闊に動けない。
「おとなしく投降しろ。そしてお前のことをじっくり聞かせてもらおうドッペルゲンガー！」
　騎士団長はコブラに向かって突進する。コブラはあえて彼に向かって走る。互いに向かって走る両者。騎士団長は十手をコブラの首に向けて放つ。コブラはその隙に彼の股下に滑り込む。騎士団長は驚いている隙にコブラはすぐに逃げ込む。
　騎士団長の部下二人も、キヨ姫を捕らえるのに手いっぱいで逃げるコブラを追うことが出来ない。
「さぁ！　ドッペルゲンガーだ！　お前らを連れ去っちまうぞー！」
　コブラはてきとうなことを叫びながら、走る。
　市民たちはみな悲鳴を上げて走り回る。その合間合間を縫ってコブラは人影に隠れる。
「待てっ！」
　騎士団長は叫ぶ。そしてコブラの後を追おうにも、混乱状態にいる市民たちが邪魔をする。
「ちっ！」
　騎士団長は市民たちから離れ、キヨ姫の元へ向かう。
「二度とこんな危険なことはするな！」
　騎士団長はキヨ姫に怒鳴りつける。
　キヨ姫は反論したかったが、彼の威圧感に何もできずに下唇を噛む。
「お前らは、こいつを城へと送っていけ。いいな！」
「騎士団長は」
「俺はあいつを追う。さっきの辻斬りといい、あいつらには聞かなきゃならねぇことがある！」
　そういうと騎士団長は屋根を上ってゆく。そして屋根上についた時、走ってゆくコブラの姿を見つけた。
「やはりそこにいたか！」
　騎士団長はすぐにコブラを追う。気配を感じたコブラは振り返ると少し離れたところに自分と同じ顏を見つけて焦る。
「おいおい、顏が同じだと考えも一緒か？　やりづらいなぁ！」
　コブラは屋根と屋根の間から地上へ飛び降りる。騎士団長は飛び降りずに、彼の飛び降りた場所まで駆けてゆく。そして、コブラは飛び降りた場所を見下ろす。
　コブラは飛び降りずに、家と家の間で壁と壁を両手で押さえてその場にいた。
「やはり下りずにいたな」
「なんで先回りで降りてねぇんだくそ！」
　騎士団長がコブラに向かって手を伸ばす。すぐにコブラはその場から降りる。当然騎士団長を下りる。二人はすぐそばまで距離が縮まっていた。
　コブラはとにかく逃げた。しかし、騎士団長はコブラの全ての策を先読みし、彼を追い詰める。
　コブラは焦った。自分の逃げ方を全てバレている。彼と逃走劇をしたことはない。初めてのはずだ。だが、思考全てがバレている。
「あぁ！　やりにくい！」
　コブラは弱音を吐く。その言葉を聞いて、騎士団長はニヤリと笑う。
「おとなしく捕まれ！　おれのドッペルゲンガー！」
「お前が俺のドッペルゲンガーなんだろうが！」
　コブラは苛立ち、ついに逃げることをやめ、騎士団長と相討つ。騎士団長が十手を突き刺す。それを躱す。騎士団長の攻撃を全てコブラは躱す。
　そう。相手にこちらの考えがわかるのであれば、こちらも相手の考えがわかる。騎士団長の十手の放つ位置、彼の足の癖、捕まえる時の手の癖。全てが自分と類似している。
「くそっ！　捕まりやがれ！」
　騎士団長は苛立ちを覚えて吠える。それを聞いて、コブラはニヤリと笑う。
「どうした。どうしたドッペルゲンガーさんよぉ！」
「だから、ドッペルゲンガーはてめえだろうが！」
　騎士団長は十手を突きつける。その攻撃を躱し、彼の伸ばした腕の下に潜り込み、彼の手首をつかみ、自身の腰で、騎士団長の身体を浮かせ、引っ張る。
　騎士団長の身体は半回転し、背中を地面に叩きつけられる。
「はっ！　お上品なところで過ごしている俺なんて敵じゃねぇな」
　コブラが強く握りしめることで、騎士団長の握力が無くなり、持っていた十手が地面に落ちる。
「くそっ！」
　騎士団長は跳ねて、そのままコブラの顏にめがけて蹴りを放つ。コブラはそれを躱そうとするも、肩に蹴りが当たる。このまま腕を掴み続けると、このまま反撃されると考えたコブラは腕を離して、背を向けて騎士団長から逃亡する。
「待て！　くそっ！」
　地面に叩きつけられた痛みのせいで、追いかけるのに少し出遅れる騎士団長。
　その隙にコブラは裏路地へと入ってゆく。
「コブラ！　こっち！」
　路地裏の奥から聞き覚えのある声がする。
「アステリオス！」
「早く！　あの騎士団長がきちゃう！」
　アステリオスに導かれるままコブラは彼の方へ走る。右へ、左へ、曲がり、小さな店を発見する。
「入って！」
　コブラを先に入れて、アステリオスは扉に入る前に辺りを見渡す。騎士団長の姿は見えない。上手く撒くことができた様子を確認して、アステリオスは扉を閉める。
「こんなところに酒屋なんてあるんだな」
　コブラは入ってすぐに部屋の印象を言葉にした。
　オフィックスにいた頃も、酒を振るまっている店があったが、こういった間取りだった。
「お前がアステリオスが言っていたコブラか。こりゃ面白いほど似てるなぁ」
　辺りを見渡すコブラに一人の大男が声をかける。コブラは警戒してその男を睨みつける。
「おっ、いい目だな」
「ちょっとちょっと。ミノタウロスも煽らないで」
　にらみ合う両者の間にアステリオスが割って入る。部屋の隅で、数名の少年たちがコブラを不審げに見つめている。
「紹介するね。コブラ。この人はミノタウロス。この町で生き場を失った子どもたちと暮らしている『ラビリンス』の首領さ」
　コブラは紹介されたミノタウロスを睨む。どこかで見たことがある。
　しばらく考えて思い出す。表情がはっきりしていたから曖昧であったが、アステリオスがタウラス民国で着用していたパワードスーツの顔とそっくりなのだ。それに名前も、あの時アステリオスが名乗っていたものと同じである。
「なるほどな。こいつがお前の影ってことだ」
　コブラはニヤリと笑ってアステリオスを見つめる。
　ミノタウロスはアステリオスが入国したことで発生した存在であることをコブラは理解した。そしてその存在と行動を共に出来ていることに、コブラはアステリオスもまた、自分との葛藤に打ち勝った。それも『共存』という最高の形であることに喜びを感じた。
「アステリオス。俺はお前を賞賛するぜ。お前はこの儀式をクリアできそうだ」
「どういうこと？」
　コブラはアステリオスに説明しようとしたが、ミノタウロスの方をちらりと見る。
　本人の目の前で『お前はニセモノだ』ということに抵抗があったのだ。
「いいぜ。話せよ。俺も気になる。アステリオスに感じるこの妙な親近感。そしてこの国の仕組みって奴を。そういう話をしようとしているんだろ？　お前さんは」
　ヘラヘラと笑って腕組みをしながらミノタウロスはコブラを見つめる。
「いいんだな。結構傷つくと思うぜ」
「あぁ。いいってことよ」
　コブラはアステリオスとミノタウロスに話した。
　この国、ジェミニクス王国の仕組み『双子迷宮』の話を、自分たち４人が旅人として『星巡り』でこの国に入ってきたこと。自分たちの分身がこの世界の仕組みを大きく影響を及ぼしてしまったこと。この儀式の攻略法について。その話をミノタウロスは真剣な表情で眉一つ動かさずに聞いていた。
「と、いうわけだ。クリアの条件は、側面として現れた『ドッペルゲンガー』から何か物を一つ献上してもらう。そうすることで、この国との決別を意味し、外に出ることができる」
「…………」
　ミノタウロスは話を聞き終えて、腕組みをしている。その後、大きく深呼吸をする。
　アステリオスはそんなミノタウロスを恐る恐る見つめる。彼にこの事を伝えることを恐れていたからだ。
　コブラはじっとミノタウロスを見つめる。
「なるほどな。ならば、俺は先生がこの国に入ってきたことによって生まれた存在。よく出来ているな。その星術師とやらの『双子迷宮』は、俺自身。存在が生まれたのがつい２日前なんて理解できねぇ。俺にもガキの時代はあったし、ここにいるガキ共を拾ったのは去年やら一昨年やら、しっかりと時間を感じる」
「そ、そうだよ！　ずっと昔から一緒だったもん！」
　我慢できず、隅で話を聞いていた子どもの一人が叫んでしまう。その目は今にも泣きだしそうになった。
　その子どもの表情を見て、アステリオスの表情が暗くなる。コブラは察した。
　アステリオスも、ある程度はこの国の仕組みを把握していたのだろう。しかし、それでもこのミノタウロスにはっきりと打ち明けることはなかった。それは、この子どもたちのことを考えてのことだったこと。
　ミノタウロスとアステリオス。二人とも、子どもや孤独を放ってはおけないのだ。その行動にまた彼らが同一の存在であることを示している。
「つまり、ここで俺が先生に何かを渡せば。先生は、この国から外に出ることが出来る。そして、俺の存在は恐らく消滅する」
「あぁ。国の仕組みとして、最初からいなかったものになってゆくだろう」
「はっ、ならガキ共は、俺がいなくても生きていけるってことだ。悲しまないってことか」
「兄貴……」
　少年たちの中でもコブラたちと同じくらいの年齢の少年が悲しそうな顔をしてミノタウロスを見つめている。
「だとすれば、俺がいない世界ではお前がこいつらのリーダーなのかもな」
　その少年の近くにいき、ミノタウロスはわしわしと頭を撫でた。少年は泣きそうになっている。その光景を見て、アステリオスはウラノスに撫でられた時のことを思い出した。
「もちろん。俺は先生に何かを渡すことに対して抵抗感はない。俺も先生の今の姿はカッコイイと思うしな」
「うん。僕も君をカッコイイと思うよ」
　アステリオスとミノタウロスがニッカリと笑みを浮かべて見つめ合う。
「だが、そういうことだったら、コブラ。あんたとそこの嬢ちゃんの儀式が終わってからでもいいだろうと俺は思うぜ」
　ミノタウロスが言った言葉に驚いた。コブラはここにキヨがいるとは思っていなかったからだ。
「そうね……私も、彼女に会いたい」
　コブラが辺りを見渡すと、先ほどまで子どもたちに囲まれていて見えていなかったソファーで眠っていたキヨが目を覚まして、コブラたちに対して静かな声で言った。
「キヨ。お前ここにいたのか！」
　キヨの顏は沈んでいる。その状況にコブラは彼女の表情の理由がわからずに首を傾げる。
「……キヨは一度堕ちたんだよ。あの町に」
　アステリオスがコブラに対して悲しそうに言った。コブラはすぐに理解した。自分と一緒に城に侵入したキヨ。そのキヨが城周辺にいなかった。そしてこの国の仕組みを把握した今ならわかる。彼女はどこかでキヨ姫を目撃してしまい、それを受け入れることが出来ずに『影の町』に沈んでしまったのだ。
「さっきまで深く眠っていたよ。気分はどうだい？　キヨ」
　アステリオスは、いつ目覚めても良いように用意していた暖かい飲み物をキヨに差し出す。キヨはその容器を受け取りはすれど、飲まずに両手で包み込み、湯気を見つめている。
「ありがとうアステリオス。ごめん、あんまりいい気分じゃないや」
　キヨの沈んだ表情にコブラは動揺した。自分も感じたあの背中を引っ張るような感覚。あれに飲み込まれてゆけば、どうなっていたのだろう。あの気味の悪い影に身体全体を飲み込まれた時の不快感を、キヨは体験したのだろうか。
「お前に言っておいてやるよ。キヨ姫、あのお姫様と俺はついさっきまで一緒だった」
　キヨは驚いた表情でコブラの方を見た。コブラは自分の裾からキヨからくすねた絵を取り出す。
「それっ！　あんたが盗んだの！」
　その絵を見たキヨはさっきまで落ち込んでいたことも忘れているかのようにコブラに対して怒鳴りつける。あまりに大きな声にコブラも、彼女の周辺にいた少年たちもみんな耳を塞ぐ。
「悪いって。あまりにいい絵だったんでな。この絵を、キヨ姫に見せた」
「…………」
　コブラの言葉に怒りの表情は消えて、真顔になって、そっとコブラから絵を受け取る。
「その絵を見て、キヨ姫はお前に会いたいと言い出した。だから俺はお前を探すために誘拐して、一緒に行動していたんだが、いけすかねえ俺に食い止められちまってな。後、これ」
　コブラはそういってもう一つ、キヨに渡す。大きな巻物だった。
「広げていい？」
「あぁ」
　ミノタウロスは状況を理解し、机をどけて、キヨがその巻物を広げることができるだけのスペースを作る。
　大きな巻物に城の絵がかいてあった。キヨはその大きな絵を見て、少し笑ってしまった。
「ははっ。あのお姫様も絵、描くんだ」
「あぁ。お前と同じだ。俺には絵のことわかんねぇけどよ。お前の絵の方がなんかすげえって思うぜ。恐らく姫様自身もそう思ったんだろう。落とし穴に落としてやったヤマトが俺に向けるような憎らしい顏で、俺に会わせろって頼み込んでいたからな。自分よりも絵がうまい自分ってのが許せないんだろう。似たもの同士だよ。お前ら」
「まっ、同一の存在だしな」
　コブラの言葉にミノタウロスが答えて、一人でガッハッハと笑った。空気を明るくしようとした彼なりの配慮であった。
　キヨはじっと絵を見る。大きな紙。自分が国を追われてからは国旗絵でしか見ることがなかったものに描かれた。自分が住んでいたかった城の絵。精工に、丁寧に描かれた絵に嫉妬する。きっと綺麗に仕上げるための時間と、道具が、彼女には揃っていたんだろう。けれど、荒々しく城の壮大さを描くには何かが足りない。それは自分の方が優れていると、コブラが言ってくれた。自分でも、そうであると認識した。
「ありがとうコブラ。改めて私、あの子に会いたくなっちゃった。会って伝えたいことがある」
「なら決定だな」
　ミノタウロスがコブラとキヨの肩をポンと叩く。
「お前らはこっちの世界じゃ義兄弟。それに王族だ。ならば、城にいるってことだろう？　なら、やることは一つだ。なっ！　お前ら！」
　ミノタウロスが吠えるように、子どもたちに問いかける。子どもたちはすぐに彼の言いたいことを理解した。
「なにをするつもりなの？　ミノタウロス」
　状況を完全把握できていないアステリオスが不安そうにミノタウロスに問いかける。
「先生。そりゃ簡単さ。会わなきゃいけない奴が城にいる。だったら、城に乗り込めばいい」
「言っておくが、俺が一回姫様攫っちまったから警備は厳重になると思うぜ？」
　コブラはキヨが寝ていたソファーにどっしりと座り込む。
「あぁ。だからこそだ。あんたの分身、コブラ＝ジェミニクス騎士団長は絶対に城外に出ない。姫様がまた攫われないとも限らないし、仮に姫様自身があんたに頼んで抜け出したと騎士団長に伝えていれば、それこそ。キヨ姫が抜けださないように、兄貴としてしっかりと護衛しているだろう。目標が１か所にいるってんなら、そのために出来ることは簡単だ」
「……僕らで、コブラとキヨが城に向かえるようにするってこと？」
「あぁ！　そういうことだ先生」
「でも、どうやって？」
「簡単さ。国盗り！　反逆！　暴動！　俺たちはならず者集団『ラビリンス』だぜ？　俺らがちょっと暴れれば、国は対処せざるを得ない。その隙に、二人には城に向かってもらう」
「なら、僕も君たちと一緒に陽動の方を手伝うよ」
「おっ！　先生がついてくれるなら百人力だな」
「何か、素材があれば、色々出来るんだけれど」
「とりあえず、倉庫を見てくれ。俺たちじゃあ、先生が求めているものが何かわからないからな。後で案内する」
「ありがとう」
　キヨとコブラは話を次々と進めてゆくミノタウロスに驚きながら、互いを見た。
「なんか、変な感じだよな。俺とお前がこっちの世界じゃ義兄弟なんて」
「そうね。あぁーでも。私は案外悪くないかも。一緒に頑張ろうね。コブラお兄ちゃん」
「やめろ。気色悪い」
　ニヤニヤと笑いながら上目遣いでコブラに囁くキヨに対してコブラは気色悪そうな表情で舌を出しながらうげえっと言った顔をする。
「あはは。その顏本当にブサイク。面白い」
「うるせえ」
　キヨは笑いながらコブラの横に座る。アステリオスと『ラビリンス』のみんなが色々と準備をしているのを二人は見ているしかなかった。
　キヨはまだ怯える。毅然としていた姫としての自分に会って、自分はしっかりと何かを伝えることが出来るだろうか。みんなにお膳立てしてもらっても、結局彼女に負けてしまうのではないか。と思うと、俯いてしまう。
「大丈夫だ。お前の方が楽しそうだったよ。あの姫様より、俺もお前の方がほんの少しやりやすい」
「励ましてくれてるの？　それ？　気色悪い」
「うるせえ」
「……コブラの方は大丈夫なの？」
「何が？」
「家族もいる。地位もある。貴方になかった全てを持っている騎士団長に心折れないの？」
「あいつは俺が一番欲しくないもん持っているから、俺よりも下。それだけだよ」
　コブラはキヨの方を見ずに、答える。その後、立ち上がり、アステリオスに何か手伝うことがないかと問いかけている。
　その背中を見てキヨは、改めてコブラの強さを実感した。
（……私が欲しくない。キヨ姫が持っているもの……か。なんだろう）
　それを考えていると、頭が呆然としてくる。まだ目を覚ましてすぐだからか、身体が火照っている。コブラがいなくなって出来たスペースにキヨは寝転がって身体を預けると、瞼がゆっくりと下がってゆく。
「ごめん、私……もうひと眠りする」
　誰に言うわけでもない言葉を最後にキヨは眠ってしまった。








第七節　自由な骸骨少女と
　　　　　　　　　退屈な高潔女王






――コブラ兄ちゃん！　今日は何して遊ぶの？
――よし、なら鬼ごっこをお前ら逃げろー！
　子どもたちと遊んでいた思い出だ。追いかけたり追われたり、一緒に悪戯したり、色々遊んだな。
――済まないね。重たいもの持ってもらって
――いいってことよ。ただし、駄賃は頼むよ」
　雑貨屋を営んでいた婆さんとの思い出だ。あの婆さん、今思えばなんでもない仕事を俺に振って、駄賃くれたんだよな。多分、ただで恵もうとしたら俺が怒るとか、周りの目とか、気にしてくれて仕事をくれたんだよな。
――こらぁー！　この野菜泥棒が！
　野菜屋のおっちゃんだ。いっつも怒鳴る癖に、もう売り物にならなそうな野菜を俺の盗みやすいところにそっと置いていることは知っている。まぁ、それを頂くついでに新鮮なのも、盗んでやったが、今頃在庫処分に困ってんのかな。
――いつも来てくれてありがとうね。はい、暖かいモルカですよ。
　大好きな茶屋の娘さん。俺が孤児の盗人なんて知ったらショックだろうか。最近言っていないからそろそろ心配してくれていると、嬉しいな。それに、あのモルカがもう一度の痛い。アステリオスに頼んだら作ってくれるだろうか。
――そこの少年、よかったらこれをあげよう。本はいいぞ。私から盗んでみよ。
　一度っきりしか会わなかった貴族の爺さん。気前のいい人だった。あの人から俺はボロボロの『ヘラクロスの冒険』を盗んだんだ。そこから隙を見て、落ちている本とかを拾って、夜に目を通すようになって
――貴様の名はなんだ
　初めてヤマトと会った時の記憶。そうだ。あの時、あの爺さんに与えられた本をきっかけに色々な本を読んだ時に知った。かっこいい蛇の名前。その名前を名乗った。――コブラだ。
「俺の名前は……コブラ」
　自然と独り言が漏れる。目を開くと、『ラビリンス』のアジトの天井が目に映った。どうやら昨日の準備に疲れて寝てしまったようであった。
「おはよう。コブラ」
　コブラが声の方を見ると、キヨがニコリと笑いながら、こちらを見ていた。
　彼女は画材を膝に立てて、何かを書いていた。彼女が見ている先を見ると、ミノタウロスを囲むように、引っ付いて寝ている小さな子どもたちの姿だった。
　コブラは身体を伸ばし、立ち上がって、キヨの方へ向かい、彼女の絵を見つめる。
　もうほとんど完成している。暖かい雰囲気の絵だ。
「お前、いつから書いているんだ？」
「んー、いつからだろう。なんかみんなよりも早く寝ちゃったから早く起きちゃって」
　キヨはコブラと話しながらも、絵から目を離さない。最後の調整なのか、寝ている彼らの周りを鮮やかな色で彩ってゆく。
　ミノタウロスを囲む子どもたち。その周りを鮮やかで橙、赤などの色で彩ってゆく。
　早朝に描かれた絵。しかし、このアジトにはあまり光が差し込んでこない。だと言うのに、キヨの絵はまるで暖かな光に祝福される彼らを見ているような気持ちになる。
「うん。やっぱりこれだね」
　キヨは立ち上がる。絵は完成したようだ。最後に右端に小さく自分の描いた証明である印を描く。
「いい絵じゃねぇか。盗んでやろうか？」
「やめて。この絵はここに飾るの」
　キヨはあらかじめ決めていたのか、ミノタウロスがよく立っていたカンターの後ろの壁に自身の絵を押さえて、針で固定した。
「これでよし！」
　まだ暗い部屋でキヨが描いたこの絵だけが明るさを放っている。コブラはじっと張り付けられたその絵を見つめる。
「コブラ、あたしにもありそうだよ。姫様にはあって、私がいらない物。そして、姫様にはない物」
「……ならよかった」
　キヨが満面の笑みで言う答えにコブラは安堵の声を漏らした。

　皆が起き、最終確認をした。アステリオスは皆のご飯を用意し、テーブルに飾った。
「「「いただきます！」」」
　子どもたちもコブラもキヨもミノタウロスも皆が声をあげた後、料理を食べ始める。
「いいかい？　まずは僕とミノタウロス。そして子どもたちで。この装置を『影の町』に置きにいく。これは僕が考案した。すごい騒音が出る装置だ。前の国で、クミルさんが使っていた星術の声を大きく響かせるアイテムを自分で作ってみたくて、考えたものなんだけれど、その結果で生まれた大きな破裂音が響くように――」
「アステリオス。落ち着け、端的に話せ、ガキ共が聞いていない」
　アステリオスの長くなる語りをミノタウロスが静止する。現に子どもたちはもう関係ない話だと勘違いして、食事を進めてしまっている。
「んんっ！　ごめん。用は、これを使えば、町中に響く巨大な音がなる。さらに、その音が出る時の空気の放出を利用して、粉末の入った粗目の袋を上空に放つ。そしたら粉が待って、視覚的にも何か起こったと国中に知らせることが可能なはずだ。装置は最後に火にかけて燃やす。それでさらに煙が待って、騎士たちは影の町を無視できなくなる」
「その間にコブラとキヨに城へ向かってもらうってわけだな」
「うん。屋根伝いや、物陰から移動して国に近づくのはキヨとコブラの二人だけの方が効率がいい。それに、これは国盗りじゃない。コブラとキヨが、自分の『ドッペルゲンガー』と向き合うことが目的だ。なら、あまり大勢で行かずに侵入する方がいい」
「俺もないと思うが、万が一、騎士団長様がこっちにきちまう可能性は？」
「いや、万が一も億が一もねぇな。俺が嫌いな俺であるあいつだからわかる。あいつは昨日の妹攫いの件がある。絶対に妹からは離れない。『自分がいなきゃ妹はまた攫われる』とか考えているから様子見は部下にさせて自分は城に残っているだろうよ。昨日お前が言った通りにな。そしてキヨ姫は国の王女だ権威もある。これ以上の勝手をするつもりはないだろう。だから、キヨ姫も、騎士団長も、玉座の部屋にいる」
　コブラの言葉を聞いて、みんながコブラの方をじっと見ている。
「まぁ、作戦自体は単純な、なるべく大事にしないといけないから子どもたちも含めて、このポイントに移動してほしい。一番大きな音を鳴らすのは『影の町』だ。みんなが気味悪がってる町で、奇妙な事件が起きれば、王室まで聞こえなくても、近隣の人間からの苦情やらなんやらが来る。無視はできない」
「さらに、これはついでの希望的観測だが、あそこでぐったりしている奴らが音に驚いてパニックにでもなってくれりゃあ本格的に暴動だ」
　ミノタウロスは意地の悪い笑みを浮かべる。それを見て子どもたちもひっひっひと笑う。
「じゃ、それで頼むわ。いくぞキヨ」
　料理を食べ終えて、コブラとキヨはアジトのある建物の天井まで登ってゆく。遠くに見える城を二人で見つめる。あそこに自分たちの『ドッペルゲンガー』がいる。あいつらと接触して、影に飲まれずにいれば良い。
　下を見つめると、アステリオスたちが荷物を持って『影の町』に向けて走ってゆく。その様子を見届けて、キヨとコブラは作戦結構の瞬間をじっと待つ。

　アステリオスたちが『影の町』へ辿りつく。子どもたちもそれぞれ所定の位置へ着く。不審な行動を取っている『ラビリンス』たちに対して影の町の人達は無関心だ。
「いつ見ても、いたたまれないなぁ。ここの人たち」
　アステリオスは装置を設置しながら、項垂れている『影の町』の人々に同情してしまう。
「先生も、俺を見た瞬間にこうなる可能性があったってことだよな」
「うん。あの時、君の言葉がなかったら、僕もキヨやこの人たち同様、この町に堕ちていたと思うよ」
「そうか……」
　ミノタウロスは考えた。自分の言葉で、自分が救われたのかという事実に、そして影の町に堕ちていた、『ラビリンス』の子どもたちについて。
「アステリオスよ」
「ん？　なんだい？」
「この国の『双子迷宮』っつう星術の仕組みは一見残酷かもしれねぇ。自分よりも優秀な自分。自分が捨ててきた自分。自分が忘れたい自分。そんなもんを映し出して形として存在しちまう。確かに残酷だ。だけどよ。俺は、あんたに会えて嬉しかったんだ。あんたが俺の生まれ元って知って、嬉しかったんだ」
　ミノタウロスも設置のために目は作業から話さずに、アステリオスに語りかける。目を見て話すのは少し恥ずかしかったのだ。
「俺は、二日前に生まれた存在かもしれない。けれど、設定された『日常』があった。俺はよ。最初は弱かったんだ。頭も悪くて、喧嘩も弱くて、それが嫌で嫌で。けれど、頭は絶対に良くならないと決めつけていた。俺に何か知識を入れることなんかできないって。だから身体を鍛えた。頑張って頑張って、肉体を作った。そしたらみんなから恐れられて、身寄りのないガキを友だち代わりに集めるしかない孤独な奴になっちまった」
「ミノタウロス……」
「けどよぉ。俺と先生が一緒ってことは、俺も諦めずに勉強をすれば、先生みたいになれたってことだ。今から勉強しても、先生みたいな賢い奴になれるってことだ。そして先生も――」
　ミノタウロスの言葉を遮るように、アステリオスは彼の肩に手を添える。彼は見上げてアステリオスを目があった。
「これから鍛えていけば、君のように優しく、力強い男になれる」
　肩に添えていた手を離して、ミノタウロスに差し伸べる。ミノタウロスはその手を掴み、アステリオスが引っ張り、立ち上がる。
　ミノタウロスの方が身体が大きいので、引っ張った拍子にアステリオスの方が倒れそうになり、それをミノタウロスが支えた。
「はははっ、格好良く締まらないなぁ」
「ははっ、頑張って力を付けな。先生」
　装置の設置が終わり、子どもたちも設置が終わったことを報せる合図が見える。
「よし！　じゃあ、後はコブラとキヨに任せよう！」
「そうだな。後は……」
　ミノタウロスが自分の袋から何かを取り出す。
「これを、先生に」
　地面にぽつんと置かれたのは鉄で出来た不思議な形の塊だった。左右の丸みを帯びた部分とその中央に手でつかみやすいように棒状になっている。
「これは？」
「俺が身体を鍛えている時に使っていた物だ。少しずつこれの大きいものを作っていって、どんどん重くするんだが、それは、俺が鍛え始めた時に使っていたものだ。今受け取ったら俺が消えちまうかもしれない。だからここに置いておく。この作戦が終わったら受け取ってくれ」
「うん」
　アステリオスは小さく返事をした。彼の真剣な表情が嬉しかったのだ。今ここで早く受け取りたいという衝動に駆られたが、じっと我慢して、装置を起動させる準備をさせる。
「じゃあ、行くよ！　みんな！」
　他の場所に設置した子どもたちも、アジトの屋根で待機しているキヨとコブラも、アステリオスの号令を待っている。
「では！　発射！」
　アステリオスの言葉の瞬間。とても大きな爆発音が響く。そして上空に煙が舞う。それに続くように子どもたちの方も、装置を起動させて巨大な音とともに煙を発生させる。
「よし！　キヨ、行くぞ！」
「うん！」
　その騒音に、町中が驚き、騒動となった。その隙を縫って、キヨとコブラは城まで駆け抜けてゆく。

「第一部隊から第七部隊はこの騒動の元凶と思われる影の町へ迎え！　残りの者は城に常駐！　これは『ラビリンス』の連中による暴動の可能性がある！」
「……いいえ、きっとコブラ様ですわ」
　騎士団長が指示を出している中、キヨ姫は玉座に座りながら先日、行動を共にしたコブラのことを思い出していた。
「いいか。キヨ。こっから一歩も動くな。俺もここからは動かない。二度とお前を城から出さない」
　大切にされていることもわかるはずなのに。兄の心配故の言葉がなぜかキヨ姫の心に大きく突き刺さり、心苦しくなる。しかし、自分は兄に何も言うことはできなかった。彼の言っていることは正しく、彼女が王女として取るべき行動だった」
「はい。お兄様」
　俯きながら、キヨ姫は兄であるコブラ＝ジェミニクスに答えた。


　コブラとキヨは城の近くまで近づいていた。作戦通り、町はパニックになっていた。騎士団も住民を落ち着かせ、城の警備に真剣になっている。
「ざっと……三割ってところか？　結構城に残してきたな。俺」
　屋根から城の周りを調べるコブラは騎士団長の慎重さに思わず舌打ちをした。
「どうする？　コブラ？」
「まぁ、侵入することは変わらないが、入りやすいところを探さないとな」
「こないだのところは？」
「ダメだ。警備が襲われた結果が残ってしまっているからあそこからの侵入は読まれている。まぁ、出来ることはこれか」
　コブラは懐から衣類を二つ出した。
「それは？」
「ラビリンスのアジトから二着ほど拝借した。キヨ。ちょっとこれに着替えろ。俺も着替えるから」
「着替えるってどこで……」
「ここで」
「嫌よ。絶対に嫌」
「えぇー……。じゃあ降りてもいいが、バレるなよ」
　コブラはその場でささっと着替える。この国の人間がよく着る普段着に身を包む。
「あんた、屋根の上とはいえ、こういうあけっぴろげな場所で着替えるの抵抗ないの？」
「着替える場所に抵抗持っていたら孤児なんてやっていけねえっての」
　コブラは着替え終え、キヨは降りて着替える。
「６０秒待つ。それまでに着替え終わってなくても、俺は降りてくるからな」
「わ、分かったわよ」
　声を出して終わったと言う合図を出すわけには行かず、コブラはキヨが降りていってから六十秒数えた。その間も、城の周辺をしっかりと観察する。特に住民からの抗議で騒がれている場所を観察。
「……あそこだ」
　一つの城門に住民が集まっている。コブラはすぐにそこに目を付けた。６０秒経ったので降りると、キヨもしっかり一般の住人の恰好に身を包んでいた。
「意外と余裕だったな」
「早着替えぐらいできないと、追放された姫はできないわよ」
　少し自慢げに鼻を高くするキヨに思わずコブラは失笑する。
「ははっ、そうだな」
「ちょ。そこまで笑うことある？」
「アリエスでも、赤いドレスに早着替えだったもんな！」
「だからその話忘れてっていってんじゃん」
「はははっ！」
　一通りキヨをからかった後、コブラはキヨに作戦を説明する。その後、住民が騒いでいる城門まで住民のふりをして紛れこむ。
「影の町を拠点にラビリンスたちが暴れているのよ！　城に避難させて！」
「ですので、しばらくお待ちください。今、王からの対処を！」
「あの煙は何？　影の町で何が起きているの！？」
「ですから！　それも我々が現在調査中でして！」
　騎士たちは慌てふためいている。アステリオスの作戦が功を奏した瞬間である。コブラとキヨはその中に紛れて隙を伺う。
「この状況、姫様ならどうするよ？　元姫様」
「私なら、解放しちゃうな。……あの髭親父だったらわからないけれど」
　キヨはミッドガルドを思い出して、舌打ちをする。それと同時に、扉が開く。
「女王から避難所としての要請が受理されました。皆様！　こちらへ！」
　コブラは思わずにやけてしまう。コブラとキヨは城内へ住民のふりをしながら入ってゆく。そして避難用とされた部屋に騎士たちが案内してくれている間に、こっそりと住民たちの集団から離れて城の中へと侵入した。
　キヨとコブラは走った。王座のある部屋までもう近い。ここまで来たら、隠れる必要はない。駆け抜ける。途中で騎士に出くわしたら全ていなして行けば良い。幸い、騎士たちは皆、自分たちの姿を見て、まず、驚く。自分の仕えている者と同じ顔の者が襲ってきて、咄嗟に対応できるものは少ない。そしてコブラもキヨも、その小さな隙を見て、相手を攻撃することには躊躇がなかった。
　もうすぐで城の部屋につく。その時だった。大きな殺気に気付き、コブラはキヨを庇うように前に行く。
「よう！ニセモノ！」
　大きな怒号が響く。コブラの腕が十手に絡まって身動きを制限される。騎士団長コブラがが二人に襲いかかってきたのだ。
「おいおい！　王座にいると思ったぜ！」
「敵の場所が分かれば、目的地に辿りつかれる前に対処するに決まっているだろう！」
「キヨ！」
　コブラは叫ぶ。キヨを逃がそうとした。コブラは逃げず、むしろ騎士団長に抑えつけられる。抵抗してくると思っていた騎士団長はコブラを取り押さえることが出来つつも、コブラが足を絡めているせいで、キヨを追うことが出来なかった。
「貴様！」
「さぁ、騎士団長様。しっかりと語り合おうぜ！」
　コブラは自身を見下ろす。自身の同じ顔の男に対して怒鳴りつける。
「貴様と話すことなど！　ない！　穢れた俺め！」
　取り押さえていることを利用して、思いっきり、コブラに頭突きをする。その衝撃で、コブラが絡ませていた足が緩み、騎士団長はそこから逃れる。
「あいつが妹と顏がそっくりの奴か。捕らえなければ！」
「おいおい、俺はまだぴんぴんしてんぜ！」
　コブラは自身に背を向けた騎士団長の背中に向かって思いっきり蹴りを放つ。
「ちっ！　このボロガキがぁ！」
「お高くとまりすぎなんだよてめえは！」
　振り返った騎士団長と追撃をしようとしたコブラの二人の頭突きが同時に互いの額を襲う。互いの痛みで一瞬眩んで、ふらつく。
「早く妹のところに行かせろ！」
「あいつを自分の物と勘違いしてねぇか！お兄ちゃんよ！」
　騎士団長が放った拳とコブラが放った拳は互いの頬に当たる。互いの口から血が流れる。
「てめえが、キヨ姫を抑えつけすぎだ。騎士団長だか、義理の兄だか、養子だか知らねぇがな！　俺の面で抑圧ばっかしてんじゃねぇよ！」
　コブラは思いっきり、騎士団長に向けて回し蹴りを放つ。騎士団長も対抗して逆回転で回し蹴りを放つ。互いの足がぶつかり、重い音とともに両者に痛みを与える。
「いいか！　俺と同じ存在なら覚えとけ！俺様コブラは、自由に生きる！　他人に縛られない！　他人を縛らない！　名前も自分で決めた！　てめえに自分で決めたことがあんのかぁ！　与えられてばかりのボンボンが！」
　コブラは蹴りからすぐに体勢を変えて、彼の顔面めがけて拳を放つ。
　コブラに言われた言葉に引っかかり、行動に一歩遅れが出た騎士団長はコブラの拳を躱すことが出来ず、殴り飛ばされる。
――小さな頃、一人ですすり泣いている自分を、王であるジェミ二クス夫妻が拾ってくださった。なぜ泣いていたのか。自分の元々の名前はなんなのか。何も覚えていなかった。
「可哀想に。よければ、私たちの子どもにならないか。キヨも兄が欲しいだろう。きっと」
　そういって手を差し伸べられた。それを拒む理由はなかった。
「名もないのか。ならば、そうだな。コブラなんてどうだろう。強そうだろう」
　――コブラという名、父からもらったものだ。
「彼女はキヨ。私たちの娘。いずれ王位を継ぐ者よ。彼女を支えてあげてね。お兄ちゃん」
　兄という称号。母からもらったものだ。
「おにいちゃん！　見て！　作ったの！　あげる！」
「ありがとう。紙じゃあ弱いから同じ形の鉄を作ってもらうことにするよ」
　ヘンテコな形の十手という武器。最初は紙で出来たおもちゃだったが、妹が作ってくれた奇妙な形のそれを俺は材質を変えて常に持ち歩いた。
「コブラ＝ジェミ二クス。貴殿を新たな騎士団長とする。皆を引っ張ってくれたまえ」
　正式な王の座につけない自分のために、妹を守る役職を頂いた元騎士団長。今の地位も俺は誰かから頂いた。
――だから、その使命。その役割。それを成し遂げなければならない。自分のやりたいことなど、ない。ないはずだ。あってはならない。
「おにいちゃん！　鬼ごっこしよう！」
　ふと、小さい頃にキヨ姫が自分を追いかけっこする遊びに誘ってくれたことを思い出した。城の中は入り組んでいて、妹を追いかけるのも大変だった。けれど、笑う妹、まだ王族としての使命も持たぬ無邪気な妹と、それを無邪気に追いかける自分。
――あの時は、楽しかったな。
　自分にもあったのだろうか。好きな時に寝て、好きな時に誰かと遊んで、大好きな人と過ごす永遠の時が。妹と、無邪気に遊ぶことが出来た。あの日に戻ることが出来るのだろうか。
「今にして思えば、俺は妹に怒ってばかりだったな」
　鼻から血が流れている。けれど、それを拭う気にもなれずに床に倒れている。自分と同じ顔の男が見下ろしているのを騎士団長は認識する。
「コブラ……だったか。私と同じ名だが、貴様はさっき自分でつけたと言ったな。詳しく聞かせてもらえるか」
　騎士団長は力が抜けて立ち上がれなかった。
「俺は孤児だ。あんたと同じ。名前もない。だからみんな「おにいちゃん」とか「小僧」とか「ガキ」とか「泥棒」とか好きに呼んだよ。けれど、名前を名乗らないといけない時に、自分の中にあった蛇の名前を名乗った。それが今の俺の名だ」
「そうか。ならば、私のこの名も、貴様から頂いた。ということか。つくづく、私は恵まれているな。貴様と違って。故に、貴様のように自由にはなれなかったな」
　鼻から流れる血を拭きながら騎士団長は満足そうに笑みを浮かべる。
　コブラはそんな彼を静かに見つめる。
「もう一つ、聞かせてくれ」
「なんだ」
「あの、妹と同じ顔をした少女は何者だ」
「あんたの妹のオリジナルだよ。キヨ＝オフィックス」
「そうか……仲が良いのか？」
　騎士団長が優しい声でコブラに問いかける。コブラはその質問に対して思わず失笑する。
「仲が良い？　喧嘩ばっかりさ。嫌いではないが、仲の良さならお前ら兄妹の方が上だろうよ」
　コブラも疲れてきたのか、そのまま起き上がることのできない騎士団長の近くで腰を下ろす。
　コブラの言葉を聞いて騎士団長は妹、キヨ＝ジェミニクスのことを思い出す。
　彼女も王族として生きようとした少女だ。いつからだったか。彼女が、自分が叱責をした時に逆らわずに頷くようになったのは。
「喧嘩か。父と母が亡くなってからは、一度も……」
　もし、自分と妹が喧嘩をしているならば、その光景を想像すると、なんだかおかしくて失笑する。妹は幼い時のように乱暴な口調で自分を叱責するのだろうか。それとも、今の口調のままに反論するのだろうか。自分はその反論にどう対応するのだろうか。暴力を振るってしまうかもしれない。
「ははっ、姫に攻撃をするとは、反逆罪だな」
「罪にならなきゃするのか？」
　コブラは意地の悪い笑みを浮かべ、騎士団長に問いかける。
「……いや、妹に暴力は振るわぬよ。例え姫でなくとも」
「俺なら思いっきり殴るけどな」
「ははっ。自由だな」
「そしてキヨも俺に殴り返してくる」
「そうか……本当に私はお前の影なのか？」
　思わず笑ってしまう騎士団長。その笑いにつられて、コブラも豪快に笑う。
「自分の顔の奴が、妹の顔の者を責めているのはあまり気分の良いものではないな」
「本当に、好きなんだな。妹のことが」
「あぁ、守るべきものだ」
　騎士団長の言葉を聞いてコブラは考え事を始めるようにじっと通路の天井を見つめる。
「そこは、正直に羨ましいよ」
　コブラが言った言葉を聞いて、騎士団長は首を動かしてコブラの方を見つめる。騎士団長がこの短い時間でも、コブラが誰かに羨望の感情を抱くような男ではないと感じていたのだ。
「守るものがあるってのは、羨ましいよ。あいつらには言えないけどな」
　コブラは、こういったことを言えばからかってくるに決まっているキヨとヤマトの顔を想像する。
「ならば、君はこれからその『あいつら』というのも守れば良い。私のオリジナルならば、出来るだろう」
　騎士団長は懐から十手を取り出し、それをコブラに差し出す。
「いいのか？」
「あぁ。ただ、約束してくれ。この十手は、妹からもらった前衛的なデザインのものなのだ。妹が、君の仲間のキヨ＝オフィックスとは関係なく、自らが生み出したものだ。大事に持っていてくれ」
　コブラは騎士団長からそっとその十手を受け取る。
　手に取った瞬間。なんだかエネルギーが満ちてゆく心地の良い感情が身体中を巡る。
「妹と同じ顏の少女が苦しむのは、私にとって心が痛む。私の代わりに守ってくれ。俺と同じ顏の、自由な男よ。貴様が持つ。唯一無二の『使命』を私が言い渡す。どうだ？　俺も与える側になれただろう？」
　血で赤く染まった顏なのに、不敵な笑みを浮かべている騎士団長の笑みにコブラは目を奪われた。暖かい影がコブラの周囲に広がる。コブラはその影に恐れることはなかった。コブラは騎士団長から受け取った十手を腰に差し、そのまま影へと飲み込まれてゆく。


　キヨ＝オフィックスは走った。コブラから聞いていた。王室の場所までもうすぐだった。
　アステリオスや『ラビリンス』の皆のおかげで騎士たちはいない。彼女は自分と同じ顏の少女、キヨ＝ジェミニクスの元へと向かう。
　走りながら、彼女は不安を拭うために、コブラに返してもらった自分の絵が入っている懐に手を添える。
　一度は姿を見ただけで、嫉妬で影の中に飲み込まれてしまった事実がキヨを不安に駆られる。
　面と向かって、キヨ＝ジェミニクスと話すことが出来るだろうか。
「けど、ここで勝てなきゃいけない！」
　彼女が走ってゆくと大きな扉を見つける。
　扉のドアノブを掴むも、緊張で手が止まる。
　キヨは生唾を飲む。けれど、負けないように強く深呼吸して扉を開く。
　扉を開き、広い王室に入ると、キヨ＝ジェミニクスが玉座に座っている。
「来ましたか。貴方が、コブラ様が仰っていた。私と同じ顔の、キヨ＝オフィックス様ですね」
　座っていたキヨ姫はそっと立ち上がり、玉座から、キヨがいる場所までにある段差をゆっくりと降りる。
　キヨの目に映ったのは、やはりキヨ姫が着ているドレスであった。
　赤く染まった鮮やかなドレスは、かつてキヨがアリエス王国で見つけ、もし王族のままであったならば着ていたのではないか。と想像した自分がもっとも綺麗と感じたドレスだった。
　自分が一瞬した纏うことが出来なかったドレスを、彼女は着こなしている。
「私も、改めてお会いできて光栄です。キヨ姫様」
　キヨは腿も映ってしまうほど、短いチュニックの左右を摘まんで挨拶をする。
「……とても様になっております。元は私と同じ姫というのは正しいようですねキヨ様」
　少し皮肉を含めるように、キヨに近づきながら話すキヨ姫。互いに手を伸ばせば届くほどの距離まで近づき、キヨ姫は足を止める。
「良いのですか？　姫は玉座でどっしりと座らなくて？」
「良いではないですか。今私を見ているのは貴方のみなのですから。キヨ様」
　キヨ姫は一切キヨから目をそらさない。曇りのない目にキヨの方が負けて反らしたくなってしまうも、それをぐっとこらえてキヨ姫を睨みつける。
「そう。随分と肝の据わった姫なのね。この距離ならば、私が貴方の首を掻っ切ることも出来ると思うけれど」
「自分と同じ顔を斬ることが出来るほど、貴方が狂っているとは思えませんよ。キヨ様」
「本当に肝が据わっていますこと」
「それは貴方もですよ。キヨ様。外の世界で強く生き続けるなんて私には到底できませんわ」
　クスリッと笑いながら、言うキヨ姫。その笑みさえも、自分と同じ顏だというのに自分にはない可愛げがあるような気がしてくる。
「いえいえ、キヨ様にもできますよ。私に出来たのですから」
　キヨの言葉を聞き、キヨ姫は少し眉を細めた。キヨは言葉を続ける。
「そう。私も出来るとは思わなかったわ。小さな身体で、人々を導くなんて。けれど、やるしかなかった。貴方もそうでしょう？　キヨ姫」
「えぇ、私も、父と母を失い、お兄様も血筋上王位を継げず私が継ぎました」
「そして今に至る。私もよ。私も、追い出された人達を救うのに必死だった」
「私はそんなキヨ様を尊敬します」
「私は王としての責務を全うした貴方を尊敬するわ」
　折れてはいけない。そして否定してはいけない。目の前の自分を、違うものを選んだ自分を、自分が得ることができたやもしれぬ自分を見て、折れてはいけない。否定してはいけない。
　キヨ姫も分かっているのだろう。冷静に話しているが、お互いに言葉を辞めることはない。
「……貴方の絵を見たわ」
「そう」
「とても豪快で、小さな絵だったのに、まるで本当に滝を見ているかのような……そのような迫力を感じました」
「私も、貴方の絵を見たわ」
　キヨの言葉を聞いてキヨ姫は目を丸くした後、何かに納得したように微笑みながら息を吐く。
「コブラ様が優れた盗人であるのは事実であったようですね」
「……大きな紙に、とても丁寧に、鮮明に描かれていた。まるで目で見たものをそのまま切り取ったかのようなとても忠実な表現。よほど練習をしたのね」
　キヨ姫はキヨの言葉を聞いて、感情がこみ上げてくるのを感じ、耐えるように下唇をぐっと噛む。しかし、耐えきれず。噛んでいた下唇の封が切れる。
「貴方の！　あの小さな絵から放つ迫力は！　私の絵にはない！　城の外に出たこともない。山も！　滝も！　生きた獣も見たことのない私には！　貴方のように優れた絵は描けない！」
　キヨ姫は耐えられずに叫んでしまう。誰もいない広い部屋にキヨ姫が叫んだ声が反響する。その言葉を聞き、キヨもまたこみ上げてくるものが口から溢れそうになるので下唇を噛んで、顔を震わせる。
「私は貴方のように！　広大な絵を描けない！　それは紙がないからじゃない！　私には、貴方のように繊細な絵を描くことはできない。それは、貴方が穏やかで、集中力と目で見たものを捕らえる力があるから。貴方は城で王としての責務をしながら、ここまで絵と長い時間向き合う集中力を私は改めて羨ましく思う！」
　キヨも負けじとキヨ姫に叫ぶ。キヨ姫が言葉を返すよりも先に、彼女は続ける。
「けれど、貴方の言う通り、私は貴方にないものがある」
「滝や山などの壮大な自然と触れ合う機会かしら」
　キヨ姫が問いかける。キヨは首を横に振るう。
「いいえ。私にあって貴方にないもの。それは、絵を見せる友だちよ」
「友だち……」
　キヨ姫は思いもよらなかった言葉を言われたからか、目を丸くしてキヨを見つめる。
「人に絵を見せる。絵を描くことは自分との対話だと私は思う。そういう意味では貴方の絵は貴方の見たものをそのまま表現している素晴らしいものよ。私は、自分を見つめ続けることは出来なかった。追われたみんなのため。亡き父や母のために、頑張った。貴方は、コブラとヤマトと出会うことがなかった私。そうなのよね」
　キヨの言葉を聞き、キヨ姫は今までふわふわしていたものがかっちりとはまった感覚に堕ちる。目の前の少女は、自分と顔がそっくりな『ドッペルゲンガー』だ。とずっと思って話していた。『ドッペルゲンガー』に負けてたまるかと、話していた。
　しかし、キヨの言葉でなぜか納得してしまう。自分は、この人から生まれた。この人が抱いたものを孕んで自分が存在しているのだと目の前の髪もボサボサ、纏っている衣類もボロボロ、肌そのものは綺麗だが、擦り傷なども目立つ。王国の姫として恥ずかしくないのかと問いたくなるほどの荒れた姿の少女が、自分の分身であることをキヨ姫はなんの違和感も抱かない事実に思わず微笑んでしまう。
「わ、笑わないでよ。急に」
　突然笑ったキヨ姫に思わずキヨは動揺してしまう。そんな動揺している彼女がなんだか可愛く思えてしまったキヨ姫はさらに声を出して笑ってしまう。
　そうだ。今の彼女は、まだ兄が騎士団長じゃなかった頃の、兄にからかわれていた時の自分だった。
「申し訳ございません。キヨ様。お話を続けてください」
　キヨはキヨ姫を言い負かすつもりでいたのにも関わらずキヨ姫が笑うので、なんとも言えぬ空気になり、一度仕切り直すために軽く咳込む。
「ヤマトとコブラと出会って旅をしてから、私は、集落に戻ってみんなに見せたい。今描いた絵をコブラやヤマトが見せる機会も多くて、みんなに見せることを意識して書くようになった。貴方が感じた迫力は、私が誰かに見てほしいと思って描いた想いだと、私は思う。キヨ姫、貴方は私も羨むほどの強かさを持った女性よ。けれど、故に誰かに何かを伝えようと言う意思を排除している。だからこその端正な絵だけれど。私がずっと背負っていて苦しかったものを、貴方はまだ背負っている」
　キヨは真剣な顔でキヨ姫を見つめた。その目に抱くのは、目の前の自分を救済することだった。その目を見て、キヨ姫は噛みしめるように目を閉じる。
　私はきっと、彼女にこの目をさせるために存在していたのだろうとキヨ姫は感じた。
――もし、自分が王族でなかったなら、兄と一緒に旅に出ることが出来るのならば、彼女のようになれるのだろうか。一緒に滝を見て、一緒に山を登って、そして……一緒に鬼ごっこを出来たなら。
　キヨ姫は優しく微笑みながらキヨを見つめる。
「キヨ様」
「何？」
「コブラ様のことはお好きですか？」
「んー、いいお兄ちゃんって感じ」
「そうですか……私は、王子にするのも良いかもと思えるほどの男性でしたが」
「はははー。それはないない」
「貴方は私なので、あるかもしれませんよ？」
　キヨ姫は意地悪く笑う。キヨは否定するために手の平をぶんぶんと振るう。
「ないない！　絶対にない！」
「うふふっ。そうですね。今のは私の冗談です。いくらコブラ様が素敵な男性でも、兄と同じ顏の男性を恋人にするのは抵抗があります」
　ふふふっ。と楽しそうに笑うキヨ姫にキヨは急にどうしたのだろうかと戸惑いながら、笑っているキヨ姫を見つめる。
　彼女の言葉を意識してしまい、一度自分とコブラが恋仲になる想像をするが、気持ち悪くて吐き気がして、うげぇと舌を出した。
「キヨ様」
　一通り笑い終えたキヨ姫が、優しい笑みを浮かべながらキヨを見る。キヨもそんなキヨ姫を真剣に見つめる。
「どうか私の想いも背負って、旅をしてください。絵を描いてください。恋をしてください。そして、いつか。貴方が描いた絵を私に見せてください。と言っても、貴方がこの町を去れば、いなくなってしまうのだけれど」
　明るく笑うキヨ姫の目尻は涙で濡れていた
「ううん。私、貴方のために絵を描くわ。私の中にいる。姫としてあろうとした私のために、絵を描く。だから、その時は感想の一つでも頂戴」
「……ありがとう」
　キヨ姫は目尻にある涙を拭う。その後、一歩だけ、さらにキヨに近づくと、彼女は頭に乗せていたティアラをそっと取る。
「ちょっと」
　キヨは突然の行動に思わず静止させようとするもキヨ姫の指がキヨの唇に触れる。
「キヨ？　貴方はもう少し淑女である意識を持ちなさい。これでもつけて」
　キヨ姫はそっとティアラをキヨの頭に乗せる。キヨは恥ずかしくてあたふたしているが、あまり頭を動かすとティアラが落ちてしまうので、もどかしい感情に襲われる。
「ふふっ、そんなに恥ずかしがらないで。良く似合っているわ。貴方はきっとよく動き回るから、頭に乗せていたら落ちてしまうでしょう。身に着け方はなんだっていい。貴方が私のために絵を描いてくださるのであれば、私は貴方のために、貴方が王国の姫であるという事実を常に刻んであげましょう。野を駆けようが、山を越えようが、座る玉座がなかろうが、貴方は美しき姫である。それを私が証明し続けましょう」
　キヨ姫がそういってほほ笑むと、そっとキヨの汚れた頬を優しく撫でる。土埃のついた手拭いを見て、自分もこのように汚れてみたかったと。自分の代わりに彼女が存分に汚れてくれるのだと、嬉しさがこみ上げてきた。
「では、キヨ。コブラ様と、ヤマト様によろしくお伝えください。大丈夫です。彼らは貴方には言わないでしょうけれど、貴方のことを尊敬し、大切に思ってくださっています。この後の旅も、ぜひ頑張ってください」
　その言葉と同時に、キヨの足元から影が広がる。キヨはすぐに納得した。これは試練を達成した証なのだ。一度影の町へ落ちた時とは違う。暖かい感情に包まれる。
「では、さようなら。旅人となった私」
「……。さようなら。王女となった私」
　二人は互いに手を触れあい、キヨは影の中へと沈んでいった。





　暗い影の中に一筋の光が見える。その光を見つめていると、光が大きくなり、キヨ＝オフィックスを包み込む。あまりの眩しさに彼女は目を閉じる。
「やあ、無事に出ることが出来たみたいだねえ」
　目を開くと、穏やかな口調で話すカストルの姿があった。
「これで全員だね」
　カストルがそういって辺りを見渡す。キヨも同じように周囲を見ると、アステリオスと、顏が疲弊しきった様子のコブラの姿があった。
「二人とも、無事に達成できたようね」
　声をかけるキヨを見て、アステリオスとコブラは目を丸くした後、ニヤニヤと笑い始める。
「似合っているねぇ。キヨお姫様」
「ちょ、やめてよコブラ」
　キヨは自身が現在、キヨ＝ジェミ二クスからもらったティアラを頭に乗せている。その事実を指摘され、恥ずかしさから手でティアラを隠す。
「キヨ、隠しちゃダメだよ。似合っているって」
　アステリオスも微笑ましく笑いながらキヨを見る。キヨはそんな彼を見て、思い出したように彼を見つめ返す。
「ん？　どうしたの？」
「アステリオス。お願いがあるんだけど」
「うん。なんでも言って」
「この、ティアラ……腕輪にしてほしいの」
　キヨからの言葉にアステリオスは目を丸くする。
「いいのかい？」
「うん。キヨ姫からは許可を貰っている。頭に乗せたままじゃあ、落としちゃうから」
「……王妃のティアラを加工するのか……責任重大だな」
　アステリオスは言葉とは裏腹に嬉しそうな笑みを浮かべていた。それは、キヨがキヨ姫との対話を終えたのだと実感できたからである。影の町に堕ちたキヨを見ているアステリオスにとって、それは安堵の感情が溢れた。
　その二人の空気を割るように大きな手を打ち鳴らす。
「さてはて、達成した人たちとお話はお終い。まずは、儀式達成おめでとー」
　カストルはのほほんとした声でその場にいたコブラ・アステリオス・キヨの三人に話す。
「この『双子迷宮』は昔、この国の人間と成人儀礼だったんだ。そこから人口の劣化を危惧した当時の星術師が国全体にかけたのが始まりなんだ。あまりに優秀な星術師だったんだろうねぇ。僕とポルックスじゃあ、解除もできやしないよぉ」
「だったらこの国は永遠に……」
　コブラは嫌悪感を示すように、カストルを睨みつける。
「うん。もちろん僕とポルックスで住民と『ドッペルゲンガー』が接触しないように、誘導はしているんだけれどねぇ。たまには発生してしまうよねぇ」
　コブラはどうしようもできないと納得せざるを得なくて思わず舌打ちをする。
「さて、皆さん。あらためて、ドッペルゲンガーから頂いた物を見せてもらえるかなぁ」
　カストルはそう促すと、コブラ、アステリオス、キヨはそれぞれ手に取って、カストルに見せる。カストルはそれをまじまじと見つめる。
　キヨの手にはティアラ。王女キヨ＝ジェミ二クスが王として君臨し続けた証拠である。
　アステリオスの手には、ならず者集団『ラビリンス』の首領、ミノタウロスが、己の身体を鍛えぬいた重り。
　コブラの手には、王国騎士団長にして、王女キヨ＝ジェミ二クスの義兄。コブラ＝ジェミ二クスが、民、そして愛する妹を守るために振るっていた奇妙な形の武器。十手。
「うん。それは確かに、君たちの影が歩み進めた結果、生み出されたものたちだ。まさしく君たちが持つにふさわしいねぇ」
　カストルはそれぞれの品を見つめてうんうんと頷く。すると、彼の手の上が小さく光り、そこから奇妙な紋様がある護符が現れる。
「これが、『星巡り』の護符か……」
　入手するその瞬間を始めてみたアステリオスは興味深そうにカストルの持つ護符を見つめる。
「えっと、では、これはコブラくんにあげるー」
　カストルがコブラに護符を手渡す。コブラはなぜ自分なのかわからず戸惑いながら受け取る。その違和感の正体にすぐ気付いた。
「おい、ヤマトはどこだ？」
　そう。この場にヤマトの姿がないのだ。彼だけ達成できなかったのだろうかとコブラは思ったが、先ほど、カストルは「全員」と言っていた。ヤマトが達成していないということは考えられなかった。
「……その件なのだけれど」
　カストルが残念そうに大きなため息を吐いた。三人とも、カストルの方を見つめる。
「ヤマト＝スタージュンは、しっかりと『ドッペルゲンガー』から受け取ったのではなく、殺して奪い取った。達成ではあるけれど、最低の達成方法だ」
　その言葉を聞いて、三人は動揺した。自分たちの中で誰よりも冷静で、理性的な男であるヤマトがする行為とは到底思えなかった。
「じゃあ、反則負けってことか？」
　コブラはカストルに詰め寄るために彼の顏すぐ近くまで近づく。
「ううん。ルールはルールだ。しっかりと影から物を受け継ぐことが出来たら、この国から出ることが出来る」
「じゃあ、ヤマトは儀式を達成したんだよね？」
　不安そうな顔でアステリオスも問い詰める。キヨは不安そうに胸の前で手をぎゅっと握る。
「うん。だから君たちよりも一足先に彼と話したんだけれど、彼は自分の影から奪い取った細長い剣みたいなものを携えながら、もうこの国を出ていってしまったよ」
「おいおい、あの野郎先に言っちまったっていうのか」
「うん。君たちが達成したら伝えておいてって頼まれていたんだ」
　カストルはそういうと、迫られているコブラの気迫に疲れたのか、彼から離れて近くの椅子に腰かける。
「自分にはやらなければいけないことを思い出した。忘れたふりをして目を背けていたことを片付けにいく。って、彼が持っていた『星巡り』に必要なものはここに置いて行ってくれているから、しっかりもののアステリオスに渡しておいてって」
　そういうとカストルはヤマトの鞄らしきものを指差す。アステリオスはカストルの意図を理解し、その鞄を取りに行く。
「あの野郎……」
「ヤマト……」
　寂しそうにキヨが俯く。先に行かれたことにコブラは苛立ちを覚えたが、握っていた十手を見つめて、大きく深呼吸をする。
「仕方ねぇ！　キヨ、アステリオス。あいつにやらなきゃなんねぇことがあるならやらしとけ。俺らは俺らで『星巡り』を続けるぞ」
「いいのかな？」
　キヨの寂しそうな表情をしている。コブラはキヨの頭をわしわしと撫でてやる。
「大丈夫だ。どうせどっかの国にでもいるんだろう。『星巡り』をしてりゃあどっかで再開する」
「そうだね。今さら『星巡り』をやめてそれぞれ好き勝手に行動しよう。ってこともできないよ」
　コブラの言葉にアステリオスが乗っかる。まだ気持ちの整理がついていなかったキヨは気持ちを切り替えるために首を大きく横に振るう。
「そうだね！　見つけたらみんなの荷物持ちでもさせてあげましょ！」
　ニッカリと笑うキヨを見てコブラは安堵の意息が漏れる。
「じゃあ、コブラ。キヨ＝オフィックス。アステリオス。以上三名の『星巡り』の達成をここに証明します！」
　堂々と話しているのだが、カストルの声色が全然迫力がなく、なんともいえぬ虚脱感を感じる三人であったが、カストルに案内された扉を開くと、町の外だった。
「いいのか？　キヨ。また出る前に絵を描いておけばよかったーって嘆くかと思ったぜ」
「今日はもう描く絵を決めているの。だから二人とも、今日の出発はちょっと我慢してね」
　キヨに言われた通り、コブラたちは少し歩いて見つけた水場で足を止めて、身支度を始める。その間、キヨは真剣な面持ちで絵に向き合っている。コブラは川で釣りを始める。アステリオスはキヨに頼まれた通り、ティアラの加工を始める。キヨは微笑みながら画版に筆を走らせる。
コブラもアステリオスも楽しそうに書いているキヨの邪魔はしなかった。
「よし！　出来た！」
　キヨが明るい声で叫ぶ。その頃にはコブラが釣った魚をアステリオスが焼き始めている頃であった。
　二人はすぐにキヨの方に近づき、完成したと言う絵を見に行く。
「ほぉ、やっぱり上手だね」
「これは記念品だからね」
　キヨは満面の笑みを浮かべる。
　その絵には優雅なドレスに身を纏った赤髪の姫が、滝や、人、動物などの自然に囲まれて、舞い踊っている絵であった。
「この絵の名前は？」
　アステリオスが興味本位でキヨに問いかける。
「名前はね……『いつの日か』で行こうかな」
　キヨはその名前を気に入ったのか、絵を持ち上げて何度も頷く。その光景を暖かい目でコブラとアステリオスは見つめた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<完>





あとがき

　皆さん。『星屑拾いのコブラ』第三巻【双子迷宮のジェミ共和国】をご購入いただき、ありがとうございました。


　今作は、自身の諦めた自分。自分の捨てたい自分が現れた時に対話できるか。自分との対話をモチーフに、コブラやキヨの過去なんかを少しお出しすることが出来たらと思い執筆致しました。前作【力の国タウラス民国】で己の強さを求め、己だけの強さを理解したアステリオスはこの儀式を簡単に突破してしまいましたね。彼とは違う国で、彼と別の道を歩んだドッペルゲンガー、ミノタウロスもまた孤独だった過去があるところに彼の影であるなぁと我ながら思いました。過去に捨てたことをもう一度掘り返して努力してもいい。ということを書けたなら幸いです。ここで書いても、自分が出来るかは別ですけどね(笑)
　コブラと騎士団長コブラについてですが、全てを与えられ、その役割を全うしようとするコブラと、全てを自分で手にしてきたコブラという対象にしました。何かを守ろうとする人はカッコイイですし、強いです。けれど、同時に自分が好き勝手する責任を持ち、生き続けた人もまた強いです。今作のコブラは僕の中で改めて『主人公』になってもらおうかと思いました。
　なにものにも縛られないコブラは今作のさまざまな国の事情やしがらみで苦しむ人たちなどが出てくるこの『星屑拾いのコブラ』において圧倒的主人公属性を持ちます。しかし、それは彼には失うものがないからである。と思っていました。しかし、彼は自由故に『守る』ものがない。今回の話は『守るもの』しかない自分自身の姿を見て、コブラにキヨや、アステリオス、ヤマトといった仲間を守ると言う主人公属性を付与する話でした。僕、ヤンキーお兄ちゃん属性大好きなので、コブラにはぜひそうなってほしいですね。
　キヨ姫ことキヨ＝ジェミ二クスはこの【星屑拾いのコブラ】を書き始めた頃から草案があったキャラクターでした。いつか、キヨちゃんのお姫様を出したい！　と思い、作られたこのキヨ姫ですが、描いていて強い少女だなぁと感じます。意志と肝の据わった女性、好きなんですよ。僕。なので、そういった少女を書きました。影のはずなのに、どこかキヨちゃんのお姉ちゃんのような雰囲気を感じる彼女。彼女と一体化したキヨが最後に描いた絵「いつの日か」は、そんな自分にとっての憧れの存在であるキヨ＝ジェミ二クスの姿に、今の自分のままなって見せる。という彼女の気持ちの表れなのだと思います。
　最後に、ヤマトですが、彼は今後起こりうる大きな物語のために脱退していただきました。いずれ来るその物語にて、なぜヤマトの名前が和風なのか、なぜ少年期にオフィックスの外壁近くで倒れていたのか。ジェミ共和国での辻斬りヤマトが発した『タケル』について、細い剣については全て明かすつもりです。
　そして最年長者であるヤマトが抜けた状態で始まる『星屑拾いのコブラ』第四巻。ヤマト抜きのコブラ・アステリオス・キヨの三人パーティでの旅を書くのはこれから楽しみです。
　以上、今作での各キャラクターのおさらいでした。


　この本を手に取ってくれた方は、一章、そして二章を読み終えてくれた方々でしょう。まず初めにお礼を言いたいです。誠にありがとうございますm(__)m
　夢を見るためにも、経験や知識が必要である。だからこそ僕らは歩くために世界へ、外へ、飛び出さないといけない。強制的に外へ放り出されたコブラとヤマト。そして自らの夢や仲間たちに後押しされて外に出ることにしたキヨの三人の物語でした。さまざまな目的や個性の違う彼らが歩みよった結果が最後の同時指鳴らし。であると思います。そして全員が同じ意識を持っていないと到達できない。全員が目的は違えど、目指す場所は同じにしていかないといけない。互いに擦り合わせていかないといけない。そのイメージで描きました。何よりも一章は「自分が出来ると思わないとできるものもできない」が大きなコンセプトかな。と書き終えて思いました。
　二章は本当に趣味なんですけれど、拳と拳のぶつかり合い。カッコイイですよね。それと、やはり、キヨ。コブラ。ヤマトの個性をそれぞれ出したかったというのがあり、描きました。それと新キャラクター『アステリオス』について。常識に馴染むことが出来なかった被害者である彼が試行錯誤してゆく物語でした。一つの空間では蔑まれるものでも、一歩外に出れば受け入れられる。そんなこともあるのかなぁとアステリオスとヤマトの会話シーンをみていて思います。
　喧嘩祭り。いい響きですよね。喧嘩祭り。私自身腕力も何もないんですが、こういうバトル漫画みたいな展開が好きで、この作品でも書きたい！　書きたいよー！と思って書いたのがこの話だったので、よくよく考えると、あとがきに書けるようなメッセージ性はあるのだろうか？なんて思っちゃったり。余談ですが、自分で書いていて、私はクロノスくんが好きです。
　一章、二章への気持ちなんてのも語ったところで、今手に取っていただいているこの三章までが、九月八日に開催された大阪文芸フリマで販売する本になります。
　次巻、四章【キャンス王国と邪龍棲む祠】は２０２０年１月１９日開催の京都文芸フリマにて、発売予定です。
　ヤマトが抜けたコブラ・キヨ・アステリオスの三人が向かった先はとても小さな国キャンス王国。そこの近くには幻の存在『ドラゴン』が棲むという。ドラゴン退治を星巡りの儀式とされてしまったコブラたちは儀式をクリアすることができるのか。ぜひ、三巻まで読んでいただいた方はお手にとってください。
　ここまでご愛読。ありがとうございました。
　私、春之之と、相方平成の作品に関する感想はTwitterアカウントや、ラジオを放送しているニコニコ動画のコミュニティにてお願い致します。
Ｔｗｉｔｔｅｒ　ＩＤ：@CircleSOS1
ニコニコミュニティＵＲＬ：https://com.nicovideo.jp/community/co3421610

P・S　実はわたくし、中学時代から書いていた小説を残した黒歴史のようなYahoo！ブログをLiveDoorブログに移転いたしました。修正する暇もなく、誤字なんかもあるかもしれませんが、もしご興味があれば覗いてみてくださいm(__)m
URL:http://livedoor.blogcms.jp/member/
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